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金融機関と地域活性化

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

平
成
31
年
�
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�
日
　
一
般
財
団
法
人
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域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行
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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3	खલΈͦですがʜ	 ʲฌݿ県三田市ʳ

三田市は、大阪や神戸といった大都市の近
郊にありながら、豊かな自然に恵まれ、

市内には美しい街並みのニュータウン、里山
や田園景観など日本の原風景が残る農村地域、
そしてかつての城下町の歴史を感じる市街地
など、個性あふれる魅力が集まったまちです。
豊饒な土壌と気温の寒暖差に恵まれた大地

の恵みも豊富で、「美食のまち三田」を推進し
ています。１頭１頭丁寧に育てられた三田牛
は、肉質、脂質ともに食通をうならせる上質な味と高い評価を得ています。
全国に三田市を発信する取り組みとして、幕末に日本人で初めてビールの醸造に

成功したと言われる三田出身の蘭学者・川本幸民にちなみ、毎年11月３日に「三田
ビール検定」を実施しています。川本幸民の製法を再現した「幕末のビール復刻版　
幸民麦酒」も販売しています。
また、「さんだ」と語感が似ているサンタクロースにちなんだ「サンタ×三田プロ

ジェクト」を実施し、12月をサンタ月間として様々なイベントを実施しています。

█有馬富士公園あそびの王国
三田の伝説をテーマにした遊具が点在

明日の風が見えるまち
三田市

三田市

兵
庫
県

239

█サンタバス
サンタ ×三田プロジェクトのメインイ
ベントとして、連節バスの車内で楽し
いイベントを開催

█三田ビール検定
全国から集まった受検者がビールと三
田の問題にチャレンジ

█幸民麦酒
幕末に川本幸民が醸造したビールを小
西酒造が復刻。ふっくらとした香りと
クリーミーな泡が特徴

█皿池湿原
ハッチョウトンボ（日本一小さなトンボ）
など希少な生物が生息する県下有数の貴重
な生態系が残る

█心月院
吉田茂の懐刀と呼ばれた白洲次郎、その妻
正子の墓所がある

█天空のまち
まちが濃霧に包まれると有馬富士山頂から
は天空に浮かぶまちのような市街地の光景
が見られることも

█三田肉
見事な霜降りをもち、柔らかく繊細で濃密
なうま味は高い評価を得ている

地域づくり 1月号
2019 年 1月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
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福
井
県
は
、
昨
年
９
月
末
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
・
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
皇
・
皇
后
杯

を
獲
得
し
た
福
井
県
選
手
団
を
は
じ
め
、
全
力
で
躍
動
す
る
ア
ス

リ
ー
ト
の
姿
に
多
く
の
県
民
が
感
動
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら

２
万
７
０
０
０
人
を
超
え
る
選
手
や
関
係
者
に
来
県
い
た
だ
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
大
会
に
お
い
て
、
福
井
県
は
「
国
体
・
障
ス
ポ
」
と
し

て
、
史
上
初
め
て
両
者
の
融
合
を
掲
げ
、
障
ス
ポ
の
競
技
を
国
体

の
会
期
中
に
実
施
し
た
ほ
か
、
障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
体
験
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
両
大
会
の
成
功

を
契
機
に
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
機
運
の
高
ま
り
を
様
々
な
競
技
の
振
興
や
県
民
の
健
康
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
今
回
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら

多
数
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
た
こ
と
は
、
福
井
県
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
折
し
も
、
２
０
２
３
年
春
に
は
北
陸
新

幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
し
、
後
に
は
大
阪
ま
で
の
延
伸
を
控
え
て

お
り
ま
す
。
人
や
モ
ノ
の
交
流
を
一
層
盛
ん
に
し
、
住
む
人
も
来

る
人
も
楽
し
く
幸
せ
な
福
井
県
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
幹
線
の
開
業
に
向
け
、
市
町
と
力
を
合
わ
せ
た
地
域
の
魅
力

づ
く
り
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

県
都
福
井
市
で
は
、
福
井
城
址
に
藩
主
の
住
居
と
本
丸
を
つ
な

ぐ
山
里
口
御
門
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
公
園
を
福
井

城
址
と
の
一
体
感
が
出
る
よ
う
再
整
備
し
、
歴
史
を
し
の
ぶ
空
間

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
中
世
最
大
の
都
市
遺
跡
「
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
」
に
お
い
て
も
昨
年
発
見
さ
れ
た
川
湊
跡
を
活
用
し
た
博
物

館
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
若
狭
地
方
で
は
、
屈
指
の
景
勝
地
で

あ
る
三
方
五
湖
の
１
つ
、
水
月
湖
の
底
に
、
火
山
灰
や
黄
砂
、
植

物
の
葉
や
化
石
な
ど
が
長
年
に
渡
っ
て
縞
模
様
に
堆
積
し
た
「
年

縞
」
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
開
館
し
た
年
縞
博
物
館
に

は
、
歴
史
的
な
出
土
品
の
年
代
測
定
や
過
去
の
気
候
変
動
を
解
明

す
る
年
縞
を
45
㍍
に
わ
た
っ
て
直
線
的
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
博
物
館
は
、
観
光
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
研
究
の
拠
点
と

し
て
も
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

食
の
分
野
で
は
、
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し
た
お
い
し
い

お
米
の
決
定
版
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
の
本
格
生
産
を
開
始
し
、
県
内

は
も
と
よ
り
首
都
圏
や
関
西
・
中
京
圏
に
お
い
て
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
冬
の
味
覚
を
代
表
す
る
「
越
前
が
に
」
は
、
カ
ニ
と
し
て

は
全
国
で
初
め
て
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に
基
づ
く
登

録
を
受
け
ま
し
た
。
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
磨
き
を
か
け
、
県
内
外

に
強
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
若
者
の
大
都
市
へ
の
流
出
等
に
よ
り
、
地
方
で
は 

少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
福
井
県
で
は
10
年

以
上
前
か
ら
、
地
域
や
職
場
に
お
け
る
男
女
の
出
会
い
を
応
援
す

る
「
迷
惑
あ
り
が
た
縁
結
び
」
や
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
な
ど
の
「
ふ
く
い
３
人
っ
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ
た

思
い
切
っ
た
施
策
を
全
国
に
先
駆
け
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
県
の
支
援
に
よ
る
婚
姻
数
は
５
年
前
と
比
べ
て

約
２
倍
と
な
り
、
出
生
率
も
全
国
上
位
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
や
モ
ノ
の

流
れ
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
福
井
県
が
提
唱
し
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
は
、
制
度
創
設
以
来
、
件
数
、
金
額
と
も
に
右
肩
上
が

り
で
推
移
し
、
昨
年
度
は
全
国
で
３
５
０
０
億
円
以
上
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
井
県
独
自
の
施
策
と
し
て
、
郷
土
の
先

人
、
伝
統
な
ど
を
学
び
福
井
県
に
愛
着
を
持
た
せ
る
ふ
る
さ
と
教

育
を
実
施
し
て
お
り
、
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
生
徒
の
９
割

が
県
内
企
業
に
入
社
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
先
端
技
術
の
導
入
促
進
や
、
自
治

体
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
よ
る
宇
宙
産
業
へ
の
参
入
な
ど
、

魅
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
福
井

県
へ
の
転
入
者
は
３
年
連
続
し
て
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国

で
も
福
井
県
と
北
海
道
だ
け
で
し
た
。

福
井
県
は
、
民
間
機
関
が
２
年
ご
と
に
行
う
調
査
に
よ
っ
て
３

回
連
続
し
て
幸
福
日
本
一
と
の
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
10

年
連
続
の
学
力
・
体
力
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
教
育

や
子
育
て
の
環
境
、
健
康
長
寿
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
結

果
で
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
暮
ら
し
の
質
を
基
盤
に
、
新
幹
線
開

業
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、
ふ
る
さ
と
福
井
の
交

流
新
時
代
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

西川　一誠福井県知事

交流新時代への福井の飛躍
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特�集
期
待
さ
れ
る
地
域
金
融
機
関
の
地
方
創
生

金
融
庁
の
「
中
小
・
地
域
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な

監
督
指
針
」
で
、「
顧
客
企
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、
地

域
や
広
域
の
活
性
化
策
の
中
に
、
当
該
企
業
や
取
引
先
を

戦
略
的
に
位
置
づ
け
支
援
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
、
商
工
関
係
団
体
等
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
計
画
的
で
継
続
的
な
取
り
組
み
と
の
有
機
的
連
携
が
重

要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
監
督
指
針
」
で
は
、「
顧
客
企
業
の
経
営
目

標
の
実
現
や
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
て
…
適
時
に
最
適

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。
そ
の
際
、
必
要
に
応

じ
、
顧
客
企
業
の
立
場
に
立
っ
て
、
他
の
金
融
機
関
、
外

部
専
門
家
、
外
部
機
関
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
中
小
企
業
支
援
施
策
を
活
用
す
る
」
こ

と
が
指
摘
さ
れ
、
具
体
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
例
と
し

て
自
治
体
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取
り
組

み
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
顧
客
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
際
に
、

自
治
体
な
ど
の
地
域
の
諸
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
地
域

金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

た
だ
し
、
地
域
金
融
機
関
の
連
携
の
重
要
性
・
必
要
性

は
顧
客
企
業
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
監
督
指
針
」

で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
地
域
の
面
的
再
生
へ
の
積
極
的
な
参

画
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
、「
地
域
金
融
機
関
は
、
成

長
分
野
の
育
成
や
産
業
集
積
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど

の
地
域
の
面
的
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

画
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
例

え
ば
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
を
提
供

す
る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
や
中
小
企
業
関
係
団
体
及
び

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
的
・
広
域
的
な
活
性
化
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
地
域
の
面
的
再
生
に
向
け
て
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
金
融
機
関
に
は
顧
客
企
業
へ
の
支
援

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化

地
Ҭ
ۚ
༥
ػ
ؔ
ʹ
Α
Δ
地
方
創
生
と
地
Ҭ
連
携

―
取
り
組
み
意
欲
は
高
い
が
連
携
に
課
題
も
―

家
森
　
信
善

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授

චऀϓϩϑΟʔϧ

Ո৿�৴ળࢯ
ʢ΍΋ΓɾͷͿΑ͠ʣ

1963 年生まれ。名古屋大学教授、同総長補佐
などを経て、2014 年より神戸大学経済経営研究
所教授。2016年より同副所長を兼務。経済学博士。
これまでに、中小企業研究奨励賞・本賞などを受
賞。現在、金融庁・参与、金融審議会委員、金融
仲介の改善に向けた検討会議有識者メンバー、中
小企業庁・中小企業政策審議会臨時委員、地域経
済活性化支援機構（REVIC）社外取締役、経済産
業研究所ファカルティフェローなどを務める。
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は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
全
体
を
活
性
化
す
る
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
へ
の
現
場
の
高
い
意
識

筆
者
は
、
２
０
１
５
年
７
月
か
ら
２
０
１
７
年
６
月
ま

で
の
期
間
、
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
に
お
い
て

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
「
地
方
創
生
に
向
け

て
地
域
金
融
に
期
待
さ
れ
る
役
割
―
地
域
経
済
で
の
雇

用
の
質
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
の
金
融
を
目
指
し
て
―
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
研
究
活
動
の
一
環

で
、
２
０
１
７
年
１
月
に
「
現
場
か
ら
み
た
地
方
創
生
に

向
け
た
地
域
金
融
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
実
態
調
査
」

（
以
下
、
支
店
長
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
た
。
こ
の
調

査
で
は
、
全
国
の
地
域
金
融
機
関
の
支
店
長
７
０
０
０
人

に
調
査
票
を
送
付
し
、
２
８
５
８
人
か
ら
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
詳
し
く
は
、
家
森
（
２
０
１
８
）
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

こ
の
調
査
の
中
で
、「
金
融
機
関
は
地
方
創
生
に
貢
献

す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
へ
の
共
感
度
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
２
７
９
１
人
の
内
、
49
・７
％
が
「
強

く
共
感
」、
47
・５
％
が
「
あ
る
程
度
共
感
」
と
回
答
し
て

お
り
、「
ほ
と
ん
ど
共
感
し
な
い
」
や
「
全
く
共
感
し
な

い
」
は
あ
わ
せ
て
も
１
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、

地
域
金
融
機
関
の
支
店
長
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
地
方
創
生
に

貢
献
す
る
こ
と
を
自
ら
の
使
命
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

ま
た
、「
経
営
に
問
題
を
抱
え
た
企
業
を
支
え
る
の
は

金
融
機
関
の
使
命
で
あ
る
」
に
つ
い
て
も
、
回
答
の
あ
っ

た
２
７
８
６
人
の
内
、「
強
く
共
感
」
が
46
・
９
％
、「
あ

る
程
度
共
感
」
が
50
・
７
％
と
、
や
は
り
ほ
ぼ
す
べ
て
の

支
店
長
が
顧
客
企
業
に
対
す
る
支
援
を
自
ら
の
使
命
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

一
方
で
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
調
査
で
、「
顧
客
企
業
を
支
援

す
る
際
に
、
国
や
地
方
自
治
体
（
外
郭
団
体
を
含
む
）
と

協
働
（
補
助
金
の
利
用
、
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
、
制

度
融
資
の
利
用
な
ど
を
含
む
）
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
障
害
」
を
尋
ね
て
み
た
。
そ
の
結
果
が
、
図
表

１
で
あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
回
答
が
「
利
用
の
手
続
き
が

煩
雑
で
あ
る
」
で
、「
ど
の
よ
う
な
施
策
が
あ
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
」
や
「
制
度
が
頻
繁
に
変
更
に
な
り
、
適
用

可
能
か
判
断
し
に
く
い
」
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
支
援
策
の
最
終
的
な
ユ
ー
ザ
ー
は
中
小
企
業

で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
制
度
の
存
在
を
企
業
に
知
ら
せ
る

上
で
地
域
金
融
機
関
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
彼
ら

の
多
く
が
、
現
行
制
度
が
「
わ
か
り
に
く
い
」「
判
断
し

に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
制
度
運
用
上

の
大
き
な
課
題
だ
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、筆
者
は
、

行
政
と
地
域
金
融
機
関
が
支
援
策
の
構
築
の
時
点
か
ら
連

携
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

金
融
機
関
が
期
待
す
る
自
治
体
と
の
連
携

筆
者
は
、
上
記
の
支
店
長
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
別
に
、
全

国
の
金
融
機
関
５
２
０
社
の
本
店
・
本
社
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
、
本
店
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
２
０
１
７

年
１
〜
２
月
に
実
施
し
、
２
８
０
社
（
信
用
金
庫
１
５
０

社
、
信
用
組
合
85
社
、
地
方
銀
行
27
社
、
第
二
地
方
銀
行

16
社
、
都
市
銀
行
等
２
社
）
か
ら
の
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
詳
し
く
は
、
家
森
・
冨
村
（
２
０
１
７
）
お
よ

び
家
森
・
冨
村
・
尾
島
・
朱
（
２
０
１
７
）
を
参
照
し
て

ほ
し
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
支
店
長
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
創
生
へ

の
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
本
部
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
貴
社
の
社
訓
、
経
営
理
念
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
、

『
地
元
企
業
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
』
と
い
っ
た
観
点
は

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
回
答
金

融
機
関
２
８
０
社
の
内
、
２
６
４
社
は
「
地
元
企
業
や
地

域
経
済
へ
の
貢
献
」
と
い
っ
た
観
点
が
「
明
示
的
に
含
ま

れ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
暗
黙
的
に
あ
る
い
は

間
接
的
に
含
ま
れ
て
い
る
」
を
選
択
し
た
８
社
を
加
え
る

と
、
２
７
２
社
と
な
る
。
ほ
ぼ
全
て
の
金
融
機
関
が
地
方

創
生
を
経
営
理
念
に
据
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

本
部
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
過
去
５
年
間
に
、
貴
社
の

本
店
所
在
地
の
地
方
自
治
体（
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
）

の
創
業
支
援
、
お
よ
び
商
工
・
産
業
振
興
施
策
全
般
の
変

 利用の手続きが煩雑である 45.0%
どのような施策があるのかわかりにくい 41.6%
制度が頻繁に変更になり、適用可能か判断しにくい 33.8%
審査などに時間がかかりすぎる 24.2%
どこに相談すればよいのか、わかりにくい 20.2%
行政機関の横の連携が弱い 14.9%
担当者の知識・経験が乏しい 12.4%
現場の実態と乖離した制度・対応が多い 11.5%
熱意のない担当者が多い 9.2%
対応結果（たとえば、申請の不採択）についての十分な説明がない 8.0%
協働の機会はあるが、障害を感じたことはない 7.4%
回答数 2,756

図表 1　地方自治体等との協働での障害

（注）選択率の多い順に主な結果を並べている。
（出所）家森（2018）。

特�集

3 2019・1月号 地域づくり 本編 2019・1月号地域づくり 本編 2



化
」に
つ
い
て「
積
極
化
」「
や
や
積
極
化
」「
横
ば
い
」「
や

や
消
極
化
」「
消
極
化
」の
５
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。

「
積
極
化
」
も
し
く
は
「
や
や
積
極
化
」
し
た
と
の
回
答

数
（
総
数
は
２
８
０
社
）
を
見
て
い
く
と
、
都
道
府
県
の

創
業
支
援
が
２
１
１
社
、
産
業
振
興
施
策
全
般
が
２
１
９

社
、
市
町
村
の
創
業
支
援
が
２
１
９
社
、
産
業
振
興
施
策

全
般
が
２
０
６
社
で
あ
り
、
大
半
の
金
融
機
関
が
地
元
の

自
治
体
の
創
業
支
援
や
産
業
振
興
の
姿
勢
に
つ
い
て
好
意

的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

金
融
機
関
か
ら
見
て
「
今
後
、
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
た
い
分
野
」を
尋
ね
て
み
た
結
果
が
図
表
２
で
あ
る
。

全
体
の
結
果
を
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
80
％
を
超
え
て

い
る
「
中
小
企
業
の
経
営
力
の
強
化
」
で
、少
し
差
が
あ
っ

て
、「
事
業
承
継
」や「
地
域
経
済
を
担
う
人
材
の
育
成（
創

業
者
教
育
な
ど
を
含
む
）」
が
続
い
て
い
る
。「
強
化
し
た

い
分
野
は
な
い
」
と
い
っ
た
回
答
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
金

融
機
関
が
自
治
体
と
の
連
携
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
表
に
は
、
金
融
機
関
の
本
店
の
所
在
地
別
に
回
答

を
整
理
し
た
結
果
も
示
し
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
興

味
深
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
都
市
圏
」
で
は
「
事

業
承
継
」
を
あ
げ
る
回
答
社
が
78
・３
％
と
、「
大
都
市
圏
」

の
54
・５
％
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、「
そ
の
他
地
域
」
で
は
、「
商
店
街
の
活
性
化
」
が

62
・
６
％
と
非
常
に
高
い
。
本
特
集
で
は
、
様
々
な
地
域

金
融
機
関
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
課
題
が
異
な
る
の
で
、
当
然
な
が
ら
取
り
組
み
内

容
も
多
様
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
地
域
の
金
融
機
関

が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
成
果
を
出
し
て
い
る
分
野
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
別
の
地
域
の
金
融
機
関
が
優
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

金
融
機
関
と
自
治
体
連
携
が�

効
果
的
な
分
野

本
店
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
７
つ
の
分

野
に
つ
い
て
自
治
体
と
の
連
携
の
効
果

に
つ
い
て
の
評
価
を
４
段
階
で
尋
ね
て

い
る
。
そ
の
回
答
状
況
を
整
理
し
た
の

が
図
表
３
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
非

常
に
効
果
的
」
あ
る
い
は
「
効
果
は
あ

る
」
を
選
択
し
た
社
の
比
率
を
「
有
効

率
」
と
表
記
し
て
い
る
。

多
く
の
金
融
機
関
か
ら
連
携
が
「
有

効
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、「
中

小
企
業
の
経
営
力
の
強
化
」
と
「
地
域

経
済
を
担
う
人
材
の
育
成
（
創
業
者
教

育
な
ど
を
含
む
）」で
あ
っ
た
。こ
れ
は
、

図
表
２
の
上
位
項
目
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
で
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
か
ら
も
一
層
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
質
問
の
選
択
肢
に
は
、「
該
当
す
る
取
り
組
み
は

な
い
」
を
用
意
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
選
択
率
に
つ
い
て

も
図
表
３
に
示
し
て
い
る
。「
中
小
企
業
の
経
営
力
の
強

化
」
に
つ
い
て
自
治
体
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
な
い

と
い
う
金
融
機
関
は
２
割
以
下
で
あ
る
が
、「
企
業
誘
致
」

で
は
半
数
の
金
融
機
関
が
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
答
え
て

い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
商
店
街
の
活
性
化
で
あ
る
。
取

り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
回
答
は
３
割
以
下
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
有
効
だ
と
い
う
回
答
も
25
％
に
満
た
な
い

の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、取
り
組
み
の
割
に
結
果
が
出
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
表
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
金
融
機
関
の
立

地
別
に
見
る
と
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
連
携
し

た
取
り
組
み
が
な
い
比
率
は
、「
大
都
市
圏
」で
は
35
・８
％
、

「
都
市
圏
」
で
は
40
・０
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
そ
の
他

地
域
」
で
は
22
・
９
％
で
あ
り
、「
そ
の
他
地
域
」
の
金
融

機
関
が
よ
り
熱
心
に
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
自
治
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

地
方
創
生
へ
の
金
融
機
関
の
積
極
姿
勢

支
店
長
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
現
場
の
責
任
者
で
あ
る
支
店

長
の
個
人
的
な
地
方
創
生
へ
の
見
解
を
尋
ね
た
が
、
本
店

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
金
融
機
関
と
し
て
の
見
解
を
尋
ね
て
み

た
。
そ
の
回
答
結
果
が
図
表
４
で
あ
る
。「
あ
ま
り
関
与
し

た
い
と
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
自
治

体
の
要
請
に
応
え
て
対
応
し
て
い
る
」
や
「
自
治
体
に
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
回
答
が
大
半
で
あ
る
。

　 全体 大都市圏 都市圏 その他
中小企業の経営力の強化 84.4% 83.6% 78.3% 86.2%
事業承継 62.7% 54.5% 78.3% 60.9%
地域経済を担う人材の育成 62.0% 50.9% 65.2% 64.9%
商店街の活性化 56.2% 43.6% 47.8% 62.6%
新産業の育成 50.7% 34.5% 58.7% 54.0%
地域の将来計画の策定 31.9% 34.5% 21.7% 33.9%
企業誘致 26.1% 20.0% 28.3% 27.6%
地域経済の調査・研究 20.7% 30.9% 13.0% 19.5%
強化したい分野はない 1.8% 3.6% 2.2% 1.1%

回答数 276 55 46 174

図表 2　金融機関が自治体との連携強化を希望する分野

（注）「大都市圏」は東京、大阪、名古屋圏。「都市圏」は、大都市圏を除く
都市圏。

（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。

有効率 取り組み無し率 有効回答数
中小企業の経営力の強化 48.0% 19.3% 269
地域経済を担う人材の育成 47.0% 25.9% 270
地域の将来計画の策定 30.7% 31.5% 267
新産業の育成 29.4% 39.8% 269
商店街の活性化 23.8% 28.3% 269
地域経済の調査・研究 21.6% 40.1% 269
企業誘致 13.1% 50.0% 268

図表 3　金融機関による自治体との連携の評価

（注）「非常に効果的」あるいは「効果はある」を選択した社の比率を有効
率と表記した。

（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。
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ま
た
、
表
に
は
示
し
て
い

な
い
が
、「
経
営
陣
は
地
方

創
生
に
取
り
組
む
決
意
を

持
っ
て
い
る
」
に
イ
エ
ス

と
回
答
し
た
の
が
約
７
割

（
２
７
１
社
中
１
８
３
社
）

で
あ
っ
た
。
業
態
別
に
イ
エ

ス
の
比
率
を
比
べ
る
と
、
地

方
銀
行
で
は
９
割
を
超
え
る

が
、
第
二
地
方
銀
行
や
信
用

金
庫
で
は
７
割
台
で
、
信
用

組
合
で
は
５
割
を
切
る
な

ど
、
業
態
に
よ
っ
て
取
り
組
み
姿
勢
に
違
い
が
あ
る
。
下

位
業
態
ほ
ど
、
地
方
の
面
的
な
支
援
を
含
む
地
方
創
生
は

荷
が
重
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機

関
が
自
ら
の
状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
考
え
、
実
行
す

る
べ
き
で
あ
り
、や
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
事
例

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
は
、
定
期
的

に
、
金
融
機
関
と
地
方
公
共
団
体
と
が
連
携
し
て
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
し
て
お
り
、
各
金
融

機
関
や
自
治
体
が
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る
際
に
参
考

に
な
る
１
。

こ
こ
で
は
、
同
事
例
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
愛
知
県

の
西
尾
信
用
金
庫
の
「
に
し
し
ん
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
も
の

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」（
本
年
度
は
11
月
４
日
開
催
）
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
（
写
真
）。
こ
れ
は
、
２
０
１
０

年
に
「
西
三
河
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
０ 

」
と
し
て
始
ま
り
、
２
０
１
３
年
に
は
「
愛

知
県
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
実

施
さ
れ
、
２
０
１
８
年
の
開
催
が
７
回
目
と
な
っ
た
。

２
０
１
５
年
に「
第
３
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
連
携
表
彰
」

（
経
済
産
業
省
・
文
部
科
学
省
に
よ
る
共
同
実
施
）
で
優

秀
賞
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
事
業
で
は
、
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
の

地
元
高
校
生
（
２
０
１
８
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
機
械
、

電
子
・
電
気
・
情
報
学
科
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
）
に
資

金
を
提
供
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
商
品
開
発
お
よ
び

実
際
の
販
売
を
ふ
く
む
）
を
実
践
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ

る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
信
用
金
庫
の
役
職
員
が
指
導
し
た

り
、
信
用
金
庫
の
顧
客
企
業
を
紹
介
す
る
こ
と
で
技
術
的

な
支
援
や
販
路
開
拓
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

筆
者
も
２
０
１
０
年
の
第
１
回
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
審
査

委
員
長
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ

ア
に
い
つ
も
驚
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
２
０
１
７
年
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
半
田
工
業
高
校
の
電
動
車
い
す
の
製
作

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
障
害
者
の
不
便
を
技

術
で
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
高
校
生
の
若
い
感
性
と
学

ん
だ
技
術
を
生
か
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

主
催
者
の
西
尾
信
用
金
庫
に
と
っ
て
直
ち
に
貸
し
出
し

が
増
え
る
取
り
組
み
で
は
な
い
が
、
地
元
の
高
校
生
が
ビ

ジ
ネ
ス
や
も
の
作
り
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、

地
元
の
高
校
が
活
性
化
す
れ
ば
、
長
い
目
で
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
が
全
国
で
展
開
さ
れ
る
こ

と
も
期
待
し
た
い
。

参
考
文
献

家
森
信
善
編
『
地
方
創
生
の
た
め
の
地
域
金
融
機
関
の
役
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仲
介
機
能
の
質
向
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目
指
し
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―
』　

中
央
経
済
社　

２
０

１
８
年
３
月
。

家
森
信
善
・
冨
村
圭
「
地
域
金
融
機
関
の
地
方
創
生
推
進
の
課
題

―
広
が
る
取
り
組
み
の
格
差
、
人
材
育
成
に
力
を
―
」『
金
融
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』　

２
０
１
７
年
₁₀
月
。

家
森
信
善
・
冨
村
圭
・
尾
島
雅
夫
・
朱
ト
ン
「
地
方
創
生
に
関
す
る

地
域
金
融
の
現
状
と
課
題
―
２
０
１
７
年
・
金
融
機
関
本
部
向
け
調

査
の
概
要
報
告
―
」　RIEB D

P2017-J10　

２
０
１
７
年
７
月
。

（
注
）

１
．
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
〜
地
方
創
生
に
資
す
る
金
融
機
関
等
の
「
特
徴
的
な
取
組
事

例
」
〜
」

https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/m

eeting/
kinyu/jirei.htm

l

3．自治体の要請に応えて対応している 54.2%
2．自治体に積極的に協力している 48.7%
5．関与したいが自治体からの要請がない 14.9%
1．自治体をリードしている 10.2%
6．関与したいが、能力・余力がない 7.6%
4．あまり関与したいと思わない 2.2%

図表 4　地方創生への金融機関の姿勢

（注）有効回答社は 275 社。
（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。

にししんハイスクール・ものづくりコンテスト

2018 年の表彰式から
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特�集
結
婚
相
談
所
設
立
の
経
緯

苫
小
牧
信
用
金
庫
は
、
北
海
道
苫
小
牧
市
を
中
心
に
近

隣
の
18
市
町
村
を
事
業
区
域
と
し
、
２
０
１
８
年
度
に
創

立
70
周
年
を
迎
え
た
信
用
金
庫
で
す
。

当
金
庫
本
店
所
在
地
の
苫
小
牧
市
は
、
人
口
17
万
人
を

超
え
る
北
海
道
内
で
４
番
目
の
人
口
を
有
す
る
都
市
で
す

が
、
当
地
域
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、地
域
と
共
に
歩
む
「
信
用
金
庫
」

に
と
り
ま
し
て
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
若
者
の
多
く

は
「
い
ず
れ
結
婚
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
も
の
の
、
出

会
い
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
「
晩
婚
化
・
未
婚
化
」
が
進
行

し
て
い
る
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

当
金
庫
は
、
そ
う
言
っ
た
声
に
お
応
え
し
よ
う
と
２
０

１
２
年
11
月
、
苫
小
牧
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
「
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
企
画
、
予
想
を
上
回
る
大
き
な
反
響
が

あ
り
、
定
員
を
増
員
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
参
加
者
の
中
に
は
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が
出
来
な

い
方
や
カ
ッ
プ
ル
と
な
っ
て
も
そ
の
後
の
交
際
に
結
び
付

◆◆◆

か
な
い
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
が
必
要
と
し
て
、
２
０
１
３
年
６
月
、
一
人
ひ

と
り
の
希
望
に
沿
っ
た
お
相
手
を
紹
介
し
「
お
見
合
い
・

交
際
・
結
婚
」
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
結
婚
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

結
婚
相
談
所
の
概
要

結
婚
相
談
所
の
窓
口
は
当
金
庫
本
店
７
階
に
設
置
、
専

担
の
女
性
職
員
１
人
と
２
人
の
職
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
な
の
で
、
結
婚
相
談
所
の
対

応
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
専
担

の
女
性
職
員
は
独
自
に
通
信
講
座
を
受
講
し
「
仲
人
士
」

の
認
定
を
受
け
親
身
と
な
っ
て
会
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
相
談
所
の
入
会
資
格
は
「
当
金
庫
取
引
先
の
方
」

「
結
婚
し
た
い
と
言
う
明
確
な
意
思
の
あ
る
方
」
な
ど
と

定
め
、
会
員
期
間
は
３
年
（
延
長
可
・
結
婚
後
は
永
久
会

員
）
と
し
て
い
ま
す
。

入
会
に
際
し
て
の
必
要
書
類
と
し
て
、
入
会
申
込
書
・

◆◆◆

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
誓
約
書
・
戸
籍
謄
本
・
所
得
証
明
書
・

最
終
学
歴
の
卒
業
証
書
・
写
真
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

入
会
預
り
金
と
し
て
１
万
円
を
お
預
か
り
し
ま
す
が
、
退

会
時
に
は
全
額
返
金
し
ま
す
の
で
実
質
無
料
の
結
婚
相
談

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
相
手
の
ご
紹
介
は
、
入
会
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
希

望
条
件
に
よ
り
検
索
し
「
お
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
写

真
」
を
見
て
も
ら
い
、
お
会
い
し
た
い
か
を
決
め
て
も
ら

い
ま
す
。
男
女
双
方
が
共
に
お
会
い
し
た
い
と
な
っ
た
場

合
「
お
見
合
い
」
に
進
み
ま
す
。

お
見
合
い
は
、当
金
庫
の
応
接
室
で
30
分
間
行
い
ま
す
。

お
互
い
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
な
が
ら
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
見
合
い
終
了
後
に
男
女
そ
れ
ぞ
れ
と
個
別
に
面

談
し
、
交
際
に
進
む
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

お
見
合
い
終
了
後
は
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
待
ち
伏
せ
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
女
性
を
先
に
帰
し
10
分
程
度
経
過
後

に
男
性
を
帰
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

交
際
に
進
む
場
合
は
、
お
互
い
に
連
絡
先
を
交
換
す
る

ま
で
は
、
事
務
局
が
間
に
入
り
連
絡
役
を
行
い
ま
す
。
交

際
期
間
は
概
ね
３
カ
月
と
し
、
結
婚
を
前
提
に
交
際
を
継

続
す
る
の
か
、
交
際
を
打
ち
切
り
次
の
方
の
紹
介
に
移
る

の
か
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
交
際
期
間
中
は

最
低
月
１
回
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
交
際
状
況
に
つ
い
て

経
過
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

結
婚
を
前
提
と
し
た
交
際
を
開
始
し
た
場
合
は
、
随
時

連
絡
を
取
り
な
が
ら
交
際
状
況
を
確
認
し
結
婚
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
ほ
か
、
結
婚
後
も
近
況
の
聞
き
取
り
な
ど

に
よ
り
繋
が
り
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、
積

立
預
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
会
員
限
定
の
優
遇
商
品
を
用

意
し
て
、
入
会
時
か
ら
結
婚
後
も
将
来
に
渡
り
応
援
す
る

北
海
道
苫
小
牧
市

―
結
婚
相
談
所
を
開
設
、
官
民
一
体
で
取
り
組
み
―

佐
瀬
　
英
明

苫
小
牧
信
用
金
庫
業
務
推
進
部
　
主
席
調
査
役

৴
༻
ۚ
ݿ
が
݁
ࠗ
Λ
α
ϙ
ồ
τ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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体
制
と
し
て
い
ま
す
。

結
婚
に
向
け
て
の
環
境
づ
く
り

当
金
庫
が
行
う
結
婚
相
談
所
は
、
地
元
の
信
用
金
庫
が

行
っ
て
い
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
と
の
理
由
で
入
会
さ
れ

る
方
が
多
い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い

方
も
多
く
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
効
果
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
２
０
１
５
年
に
苫
小
牧
市
と
苫
小
牧
商
工

会
議
所
と
の
間
で
結
婚
支
援
事
業
の
連
携
協
定
を
締
結
し

た
の
を
皮
切
り
に
、
近
隣
の
む
か
わ
町
・
厚
真
町
・
白
老

町
・
白
老
町
商
工
会
・
新
冠
町 

と
も
連
携
協
定
を
締
結
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
結
婚
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
金
庫
本
店
の
敷
地
内
に
「
願
い
を
込
め
て
鈴

を
鳴
ら
せ
ば
恋
が
実
る
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

た
「
縁
結
び
の
鈴
」
と
「
祠
」
を
設
置
、
同
じ
く
地
域
住

民
の
交
流
拠
点
と
し
て
設
置
し
て
い
る
屋
内
型
の
足
湯
・

手
湯
施
設
「
ま
ち
な
か
交
流
館
」
内
に
「
お
み
く
じ
機
（
恋

み
く
じ
）」
を
設
置
し
、
若
い
男
女
の
キ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

な
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

２
０
１
８
年
10
月
末
現
在
、
会
員

数
５
３
７
人
（
男
性
２
５
４
人
、
女

性
２
８
３
人
）、
お
相
手
の
ご
紹
介

１
１
６
２
回
、お
見
合
い
５
０
８
回
、

結
婚
を
決
め
た
カ
ッ
プ
ル
43
組
、
６

人
の
お
子
様
が
誕
生
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

当
金
庫
の
結
婚
相
談
所
の
取
り
組
み
は
、
北
海
道
内
信

用
金
庫
の
間
で
も
話
題
と
な
り
、
旭
川
信
用
金
庫
、
帯
広

信
用
金
庫
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
結

婚
相
談
所
の
会
員
の
中
に
は
、
北
海
道
内
で
の
転
勤
が
あ

る
会
員
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
旭
川
・
帯
広
方
面
へ
の
転

勤
者
に
は
、
両
金
庫
の
結
婚
相
談
所
を
紹
介
す
る
こ
と
も

で
き
、
道
内
信
用
金
庫
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
か
さ
れ
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

当
金
庫
の
結
婚
相
談
所
は
開
設
か
ら
５
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
２
０
１
８
年
２
月
に
地
方
創
生
に
資
す
る
金
融

機
関
等
の
「
特
徴
的
な
取
組
事
例
」
と
し
て
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
地
方
創
生
担
当
）
表
彰
を
受
賞
。
同
年
６
月

に
は
全
国
の
信
用
金
庫
の
社
会
貢
献
活
動
を
顕
彰
す
る
第

21
回
信
用
金
庫
社
会
貢
献
賞
で
最
も
優
れ
た
活
動
に
与
え

ら
れ
る
「
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
お
節
介
な

世
話
焼
き
信
用
金
庫
と
し
て

当
金
庫
の
結
婚
相
談
所
に
は
、
毎
月
新
規
入
会
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
一
組
で
も
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
、こ
の
地
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

今
後
も
お
節
介
な
世
話
焼
き
信
用
金
庫
と
し
て
、
地
域
の

方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
生
ま
れ

る
「
絆
」
を
大
切
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
維
持
し
発
展

で
き
る
「
信
用
金
庫
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆

苫小牧市・苫小牧商工会議所との結婚支援事業連携協定

専担者が取得した
仲人士の認定証

苫小牧信用金庫結婚相談所の相談窓口
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特�集
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
取
り
組
み
で�

地
域
の
課
題
解
決

岐
阜
県
の
北
部
に
位
置
す
る
高
山
市
は
、
江
戸
時
代
以

来
の
城
下
町
・
商
家
町
の
姿
を
残
す
「
飛
騨
の
小
京
都
」

と
呼
ば
れ
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

最
近
は
、「
日
本
の
原
風
景
を
残
す
街
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
ん
な
飛
騨

高
山
も
、
住
民
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
地

域
経
済
の
衰
退
と
い
う
地
方
都
市
に
共
通
す
る
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
を
営
業
基
盤
と
す
る
当
組
合
は

経
営
方
針
と
し
て
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
」（
共
創
価
値
経
営
）

を
掲
げ
、
事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

平
成
28
年
12
月
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
（
金
融
と
Ｉ
Ｔ
を
融

合
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

◆◆◆

ー
ム
（
以
下
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
）
を
組
成
し
、
新
た
な
収
益
事
業

と
し
て
決
済
事
業
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
活

動
を
通
じ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
環
境
の
定
着
に
よ
る

観
光
消
費
の
拡
大
、
域
外
へ
の
資
金
流
出
抑
止
や
域
内
経

済
の
歩
留
ま
り
低
下
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
始
め
た
。
そ
の
中
で
、
電
子
通
貨
か
つ
地
域

通
貨
の
特
徴
を
併
せ
持
っ
た
電
子
地
域
通
貨
「
さ
る
ぼ
ぼ

コ
イ
ン
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
ア
プ
リ
開
発
へ

Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
飛
騨
高
山
を
訪
れ
る
年
間
４
６
０
万

人
の
観
光
客
の
方
々
に
こ
の
地
域
で
よ
り
多
く
の
お
金
を

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
加
え
て
、
地
域
住
民
の
方
々
に

も
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
使
っ
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
、
さ

ら
に
は
地
域
内
で
資
金
が
循
環
す
る
機
能
を
持
つ
仕
組
み

◆◆◆

を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
出
し
た
答
え
が
「
地
域
通
貨
」
の

電
子
化
で
あ
る
。

当
地
域
は
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
で
は

あ
る
が
、
地
域
課
題
と
し
て
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
普
及
率
の

低
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
加
盟
店
が
決
済
イ
ン
フ

ラ
を
導
入
す
る
場
合
に
発
生
す
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と

決
済
手
数
料
だ
。
そ
こ
で
、
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
平
成
29
年

５
月
か
ら
３
カ
月
間
、
地
域
の
事
業
者
（
41
店
舗
）
の
協

力
の
も
と
、
全
職
員
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
電
子

決
済
の
実
証
実
験
を
行
い
、
職
員
や
家
族
、
知
人
そ
し
て

岐
阜
県
高
山
市

―
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

 

生
活
ア
プ
リ
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
―

田
中
　
直
樹

飛
騨
信
用
組
合
経
営
企
画
部
企
画
課 

兼
ペ
イ
メ
ン
ト
事
業
課
　
課
長

ి
ࢠ
地
Ҭ
௨
՟
ủ
͞
Δ
΅
΅
ί
Π
ϯ
Ứ
Ͱ

�

͓
ۚ
の
地
࢈
地
ফ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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加
盟
店
の
意
見
を
抽
出
し
一
つ
の
結
論
を
出
し
た
。
加
盟

店
に
決
済
端
末
を
設
置
す
る
必
要
の
な
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

も
決
済
が
充
分
可
能
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
ア
プ
リ

の
ユ
ー
ザ
ー
が
金
額
を
入
力
し
て
入
力
金
額
を
加
盟
店
に

確
認
し
て
も
ら
い
決
済
す
る
方
法
と
な
る
。
初
め
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
職
員
や
年
配
の
職
員
か
ら
も
、
慣
れ

て
し
ま
え
ば
金
額
を
入
力
す
る
工
程
は
充
分
許
容
で
き
、

サ
イ
フ
を
出
し
て
支
払
う
よ
り
便
利
、
さ
ら
に
加
盟
店
か

ら
も
、
金
額
を
確
認
す
る
だ
け
な
の
で
思
っ
た
以
上
に
簡

単
だ
っ
た
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
２
％
を
超
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
便
利
で
も
導
入
は
し
な
い
と
の
加
盟
店
の
意
見
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
数
料
は
１
％
台
と
す
る
ス
キ

ー
ム
で
検
討
し
た
。

街
を
緑
の
マ
ー
ク
で
染
め
る

平
成
29
年
12
月 

、「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
を
リ
リ
ー
ス

し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
決
済
を
す

る
当
地
域
の
人
口
は
都
市
部
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な

い
。
そ
こ
で
、
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
、
ま
ず
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を
体
験
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
コ
イ
ン
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
際
に
プ
レ
ミ
ア
ム
特

典
と
し
て
通
常
の
倍
の
２
％
を
付
与
し
た
。
加
盟
店
に
と

っ
て
、
決
済
用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
当
組
合
が
作
成
す
る
の

で
導
入
費
用
は
０
円
だ
が
、
さ
ら
に
換
金
・
送
金
手
数
料

を
無
料
と
し
た
。
換
金
手
数
料
は
、
加
盟
店
が
コ
イ
ン
を

現
金
化
す
る
際
に
生
じ
、１
・５
％
（
税
別
）
ま
た
は
、１
・

８
％
（
税
別
）
を
差
引
い
た
金
額
が
、
翌
営
業
日
に
当
組

合
の
預
金
口
座
に
入
金
さ
れ
る
。
ま
た
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ

ン
の
地
域
通
貨
と
し
て
の
特
徴
と
し
て
、
加
盟
店
が
仕
入

れ
な
ど
の
支
払
い
を
加
盟
店
間
の
送
金
機
能
で
24
時
間
い

つ
で
も
で
き
る
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
の
送
金
手

数
料
は
０
・
５
％
（
税
別
）
と
し
、
換
金
す
る
よ
り
も
地

域
内
で
コ
イ
ン
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
す
る
仕
組
み

と
し
た
。
導
入
し
て
い
た
だ
い
た
加
盟
店
に
は
、
当
地
の

代
表
的
な
土
産
物
で
、
当
組
合
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ

る
「
さ
る
ぼ
ぼ
」
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
緑
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
店
の
入
り
口
に
貼
り
、
レ
ジ
に
は
緑
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

設
置
し
た
。
平
成
30
年
10
月
末
現
在
で
、
加
盟
店
数
は
８

０
０
店
舗
、
チ
ャ
ー
ジ
額
４
億
３
千
万
円
、
ユ
ー
ザ
ー
数

◆◆◆

５
４
０
０
人
と
な
り
、
地
域
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
環
境
が

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
変
化
し
始
め
、
加
盟
店
の
入
り

口
の
緑
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
街
中
で
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
さ
ら
に
多
く
の
加
盟
店
で
導
入
し
て
い
た
だ
き
、

最
終
的
に
は
全
て
の
お
店
の
入
口
を
緑
に
染
め
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
で
日
々
推
進
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

決
済
ア
プ
リ

こ
の
ア
プ
リ
の
使
い
方
の
大
き
な
特
徴
は
、
支
払
う
金

額
を
ユ
ー
ザ
ー
が
入
力
し
、
会
計
時
に
店
舗
ス
タ
ッ
フ
に

金
額
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
も
ら
い
決
済
を
す
る

こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
支
払
時
に
は
「
ひ
と
手
間
」
を
要
す

る
支
払
い
方
法
と
な
り
、
早
く
て
便
利
な
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス

支
払
い
と
は
少
し
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
。
ユ
ー
ザ
ー
に
敬

遠
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
懸
念
は
あ
っ
た
が
、
支
払

時
に
店
舗
ス
タ
ッ
フ
に
一
声
か
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
発
生
し
、「
あ
ん
と
！
」（
飛
騨
地
方
の
方
言
で
「
あ

り
が
と
う
」
の
意
）
の
決
済
音
で
決
済
完
了
画
面
が
表
示

さ
れ
る
と
、
ユ
ー
ザ
ー
も
自
然
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

葉
が
出
て
地
域
通
貨
ら
し
い
と
の
ご
意
見
も
届
い
て
い

る
。

生
活
ア
プ
リ
を
目
指
し
て

将
来
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
ア
プ
リ
は
、
地
域
で
の
お
買

物
を
便
利
に
す
る
決
済
ア
プ
リ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
で
き
る
生
活
ア
プ
リ
と

な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
る
ぼ
ぼ
コ

イ
ン
ア
プ
リ
で
地
域
住
民
や
観
光
客
に
、
い
か
に
有
益
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
で
き
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

◆◆◆◆◆◆

アプリで加盟店のQRコード読み取る様子さるぼぼコイン加盟店ステッカー
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と
」
で
あ
り
、地
方
を
何
と
か
元
気
に
し
た
い
と
い
う
「
想

い
」
で
あ
る
と
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

本
稿
に
お
い
て
も
、「
ひ
と
」
と
「
想
い
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
冊
子
で
取
り
上
げ
た
事
例
を
幾
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

観
光
振
興

○
海
外
か
ら
の
企
業
視
察
団
誘
致
に
よ
る
観
光
振
興
（
三

重
県
桑
名
市
／
百
五
銀
行
）

観
光
振
興
は
多
く
の
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果
や
地
元

雇
用
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
各
地
に
お
い
て
、
伝

統
・
文
化
・
自
然
な
ど
の
観
光
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
様
々

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
協
会
の
事
例
集
に

お
い
て
も
、
歴
史
的
資
源
と
な
っ
て
い
る
古
民
家
・
町
屋
・

老
舗
旅
館
な
ど
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
新
し
い
発
想
で
観
光
資
源
を
発
掘
し
た

「
産
業
観
光
」
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

産
業
観
光
と
は
、
工
場
な
ど
の
産
業
施
設
や
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
の
あ
る
産
業
遺
産
の
視
察
を
通
じ
て
、
も
の

づ
く
り
の
心
に
触
れ
る
観
光
と
さ
れ
、
近
年
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
を
取
り
込
む
新
た
な
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

三
重
県
桑
名
市
は
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
鋳
物
や
味
噌
、

た
ま
り
醤
油
な
ど
の
地
場
産
業
の
ほ
か
、
自
動
車
関
連
部

品
、
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
産
業
が
集
積

し
て
お
り
、
市
内
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
は
ア
ジ
ア

を
中
心
に
世
界
各
国
か
ら
２
千
人
を
超
え
る
企
業
関
係
者

が
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
視
察
を
終
え
る
と
す

ぐ
に
他
の
大
都
市
に
移
動
し
て
し
ま
う
た
め
、
地
元
経
済

「
地
域
が
持
つ
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
を
創
出

し
た
い
」「
地
方
の
魅
力
を
発
信
し
て
活
発
な
交
流
を
生

み
だ
し
た
い
」「
故
郷
の
豊
か
な
生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
守
り
た
い
」。
常
日
頃
か
ら
当
協
会
の
会
員
で
あ
る
全

国
の
地
方
銀
行
と
接
点
を
も
っ
て
い
る
者
の
贔
屓
目
か
も

し
れ
な
い
が
、
地
方
銀
行
以
上
に
「
地
域
」
を
意
識
し
た

業
種
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
経
済
の
発
展
な
く
し

て
地
方
銀
行
の
成
長
は
な
く
、
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に

よ
る
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
は
社
会
的
使
命
で
あ
る

と
の
各
行
の
思
い
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

従
来
、
地
方
銀
行
は
地
域
密
着
型
金
融
（
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
）
の
観
点
か
ら
、
地
域
住
民
や
地

元
企
業
な
ど
の
取
引
先
に
寄
り
添
い
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に

限
ら
ず
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

と
い
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
な
ど
の
様
々
な
取
り
組

み
を
実
践
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
２
０
１
４
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
て
以
降
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
地
方
版
総
合
戦
略

策
定
や
同
戦
略
に
基
づ
く
個
別
事
業
へ
の
関
与
を
通
じ

て
、
自
治
体
と
連
携
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。
地
方
銀
行
が
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

関
与
し
た
自
治
体
数
は
延
べ
１
３
０
０
、
資
金
面
・
人
材

面
の
支
援
を
実
施
し
た
個
別
事
業
は
７
７
４
に
上
る
。

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
は
、
各
自
治
体
は
も
と
よ

り
、
地
元
の
企
業
、
住
民
、
大
学
な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
肝
要
で
あ
る
。
当
協

会
は
、
本
年
５
月
、
地
方
創
生
に
携
わ
る
各
方
面
の
方
々

の
参
考
に
供
す
べ
く
、「
観
光
振
興
」「
公
共
施
設
利
活
用
」

「
農
業
活
性
化
」「
移
住
定
住
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
地
方
銀
行
と
各
自
治
体
等
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
20

の
事
例
を
ま
と
め
た
冊
子
「
想
い
が
動
か
す
地
方
創
生
」

を
発
行
し
た
。
こ
の
冊
子
の
作
成
に
あ
た
り
、
実
際
に
地

方
銀
行
の
担
当
者
と
各
地
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
話
を
お
伺
い
す
る
中
で
、
地
方
創
生
の
源
泉
は
、「
ひ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化

―
銀
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

 
地
域
の
「
ひ
と
」
と
「
想
い
」
を
つ
な
ぐ
―

地
方
銀
行
と
自
治
体
が
連
携
し
た

�

地
方
創
生
の
取
り
組
み

諌
山
　
信
彦

一
般
社
団
法
人
全
国
地
方
銀
行
協
会
業
務
部 

公
務
室
長
兼
部
長
代
理
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へ
の
波
及
効
果
が
全
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」
状
況
に
衝
撃
を
受
け
た
と

い
う
同
市
の
産
業
振
興
部
観
光
文
化
課
の
担
当
者
が
、
外

国
人
視
察
団
の
滞
在
時
間
を
で
き
る
だ
け
延
ば
し
、
宿
泊

や
飲
食
・
買
い
物
な
ど
の
消
費
に
繋
げ
る
べ
く
立
案
し
た

の
が
「
産
業
観
光
ツ
ア
ー
」
で
あ
る
。
市
内
に
拠
点
を
置

く
民
間
事
業
者
に
自
ら
足
を
運
び
、
地
元
の
百
五
銀
行
や

製
造
業
な
ど
９
社
・
団
体
の
協
力
の
も
と
産
業
観
光
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
視
察
団
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
１
日
コ
ー
ス
や
１
泊
２
日
コ
ー
ス
を
組
成
し
、
市
内
の

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
を
積
極
的
に
案
内
す
る
こ
と
で
、
実
際

の
観
光
消
費
に
繋
げ
て
い
る
。

視
察
先
の
一
つ
と
な
っ
た
百
五
銀
行
の
担
当
者
は
、
海

外
か
ら
の
視
察
団
が
銀
行
の
支
店
に
興
味
が
あ
る
の
か
と

半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
実
際
に
見
学
し
て
も
ら
う
と
、
同

行
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
や
窓
口
業
務
の
改
善
活
動

な
ど
に
興
味
深
々
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
事
例
の
よ
う
な
産
業
観
光
事
業
は
、
元
気
に
活
躍
す

る
企
業
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、逆
に
言
う
と
、

「
魅
力
あ
る
地
元
企
業
は
立
派
な
観
光
資
源
に
な
る
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
共
施
設
利
活
用

○
廃
校
を
活
用
し
た
新
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
県
南
房
総
市
／
千
葉
銀
行
）

文
部
科
学
省
の
「
廃
校
施
設
活
用
状
況
実
態
調
査
」
に

よ
る
と
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
で
、
毎

年
４
０
０
を
超
え
る
公
立
学
校
が
廃
校
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
３
割
が
活
用
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
本
事
例
は
、
惜
し
ま
れ
つ

つ
廃
校
と
な
っ
た
千
葉
県
南
房

総
市
の
旧
長
尾
小
学
校
を
多
目

的
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
し
、
地
域
の
交
流

人
口
を
増
や
そ
う
と
す
る
取
リ

組
み
で
あ
る
。

木
造
の
旧
校
舎
は
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
、
レ
ス
ト

ラ
ン
と
な
り
、
旧
校
庭
に
は
菜

園
付
の
「
小
屋
」
が
並
ぶ
。
平

日
は
都
会
で
働
き
、
週
末
は
郊

外
の
農
園
で
過
ご
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
市
民
農
園
運
動
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た「
小
屋
」

は
１
区
画
３
５
０
万
円
（
施
設
整
備
費
込
：
２
０
１
８
年

11
月
現
在
）
で
購
入
可
能
。
同
校
の
あ
る
白
浜
地
区
に
ち

な
ん
で
「
シ
ラ
ハ
マ
校
舎
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
南

房
総
市
が
廃
校
の
活
用
案
を
公
募
し
、
地
元
に
移
住
し
て

い
た
起
業
家
で
あ
る
多
田
朋
和
氏
（
合
同
会
社
「
Ｗ
Ｏ
Ｕ

Ｌ
Ｄ
」
代
表
）
が
手
を
挙
げ
た
こ
と
で
実
現
し
た
。

南
房
総
市
の
担
当
者
は
、「
ま
ず
は
観
光
で
訪
れ
て
も

ら
い
、
気
に
入
っ
た
ら
休
日
の
み
南
房
総
で
過
ご
し
て
も

ら
う
。
二
地
域
居
住
の
中
で
こ
の
土
地
に
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
た
ら
移
住
を
決
断
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
っ
た
移
住

を
視
野
に
入
れ
た
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
期
待
し
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

本
案
件
は
千
葉
銀
行
の
支
援
の
も
と
で
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
同
行
は
「
地
方
創
生
融
資
制
度
」
に
よ
る
資
金

支
援
に
加
え
、
事
業
計
画
の
策
定
支
援
、
市
の
担
当
者
と

の
細
か
な
調
整
の
橋
渡
し
、
地
元
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
と
の

観光振興（三重県桑名市／百五銀行）
海外からの企業誘致視察団による観光振興。桑名市役所における視察の模様

公共施設利活用（千葉県南房総市／千葉銀行）
廃校を活用したコミュニティセンター。レストランのテーブルは図
工室の作業台をリメイク
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連
携
に
関
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
地
域
全
体
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
捉
え
た
視
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

市
の
期
待
や
、
地
方
銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
本
格
的
に

動
き
出
し
た
案
件
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
発
案
者
で
あ
る

多
田
氏
の
意
欲
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
も
と
も
と
内

装
関
係
の
仕
事
の
経
験
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
の
内
装
な
ど
可
能
な
も
の
は
全
て
自

身
で
手
掛
け
、
訪
問
し
た
時
も
、
水
回
り
の
整
備
の
最
中

で
あ
っ
た
。
将
来
的
な
展
望
を
伺
う
と
、「
地
元
産
の
ワ
イ

ン
が
つ
く
り
た
く
て
葡
萄
の
栽
培
を
始
め
た
」
と
か
、「
レ

ス
ト
ラ
ン
で
本
格
的
な
ジ
ビ
エ
を
提
供
し
た
く
て
猟
銃
免

許
を
取
得
し
た
」
な
ど
、
そ
の
豊
か
な
発
想
と
行
動
力
に

驚
か
さ
れ
る
。
廃
校
の
活
用
で
苦
労
し
た
点
は
と
聞
く
と
、

「
小
学
校
跡
地
で
あ
り
、
も
と
も
と
人
が
集
ま
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
時
避
難
場
所
で

も
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
」「
鉄
筋
で

は
な
く
木
造
な
の
で
、
工
夫
次
第
で
ガ
ラ
ッ
と
デ
ザ
イ
ン

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
旧
校
舎
の
面
影
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
の
前
向
き
な
回
答
が
返
っ
て
き
た
。
廃

校
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
各
自
治
体
の
ご
担
当
者
に

と
っ
て
、
大
い
に
参
考
と
な
る
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
業
活
性
化

○
中
山
間
地
な
ら
で
は
の
農
産
物
を
活
用
し
た
事
業
創
出

（
新
潟
県
阿
賀
町
／
第
四
銀
行
）

豊
か
な
自
然
と
風
土
が
生
み
出
す
農
産
物
は
地
域
住
民

の
誇
り
で
あ
り
、
農
業
活
性
化
に
よ
る
地
方
創
生
に
向
け

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
や
６
次
産
業

化
の
推
進
な
ど
、
各
地
で
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
中
山
間
地
域
は
、
農

林
水
産
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
人
口
の
１
割
が

居
住
し
、耕
地
面
積
と
農
業
生
産
額
の
４
割
を
占
め
る
が
、

傾
斜
地
が
多
く
、
圃
場
の
大
区
画
化
や
大
型
農
業
機
械
の

導
入
が
容
易
で
な
い
な
ど
、
平
地
に
比
べ
営
農
条
件
が
不

利
な
状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
山
間
地

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
よ
う
と
い
う
事
例
を

紹
介
し
た
い
。

新
潟
県
阿
賀
町
で
黒
米
の
栽
培
・
加
工
・
販
売
を
手
掛

け
る
奥
阿
賀
創
生
事
業
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る

山
口
庫
幸
氏
は
、
他
県
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
た
後

に
同
町
に
戻
っ
た
際
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
山
林
荒
廃
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
憂
い
て
、
な
ん
と
か
地
元
を
活
性
化

で
き
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
黒
米
を
活
用
し
た
事
業
を

想
起
し
た
と
い
う
。
山
口
氏
に
よ
る
と
、
黒
米
は
栄
養
価

が
高
く
、
健
康
志
向
の
消
費
者
の
関
心
も
高
い
が
、
黒
米

を
平
地
で
栽
培
す
る
と
周
囲
の
白
米
と
受
粉
し
て
し
ま
い

純
度
が
下
が
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
阿
賀
町
の
田
圃
は
山

間
部
に
あ
る
た
め
、
白
米
と
の
交
雑
の
心
配
が
な
く
、
純

度
の
高
い
綺
麗
な
黒
米
に
な
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
中
山

間
地
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
発
想
で
あ
る
。

起
業
の
き
っ
か
け
は
、
第
四
銀
行
と
大
手
百
貨
店
が
共

催
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
。
そ
れ
以
降
、
百
貨
店
か
ら
商
品

の
取
り
扱
い
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
大
き
な
反
響
が
あ
っ

た
と
い
う
。
第
四
銀
行
は
、
起
業
に
向
け
て
の
事
業
計
画

策
定
や
、
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
支
援
。
起
業
後
も
定

期
的
な
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。
阿
賀
町
も
、
同

社
の
黒
米
を
使
っ
た
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

採
用
す
る
ほ
か
、
地
元
振
興
公
社
に
よ
る
加
工
品
製
造
受

託
等
で
サ
ポ
ー
ト
。
一
度
、
地
元
を
離
れ
た
か
ら
こ
そ
気

付
く
逆
転
の
発
想
を
、自
治
体
と
地
方
銀
行
が
支
援
す
る
、

ま
さ
に
地
方
創
生
と
い
っ
た
事
例
で
あ
る
。

移
住
定
住

○
新
た
な
奨
学
金
制
度
に
よ
る
学
生
支
援
で
地
元
雇
用
を

創
出
（
青
森
県
む
つ
市
／
青
森
銀
行
）

自
治
体
の
担
当
者
や
企
業
経
営
者
か
ら
、
進
学
で
地
元

を
離
れ
た
若
者
を
呼
び
戻
し
た
い
と
の
声
を
よ
く
耳
に
す

る
。地
元
就
職
へ
の
思
い
は
学
生
も
同
様
の
よ
う
で
あ
り
、

あ
る
大
手
就
職
サ
イ
ト
運
営
会
社
が
大
学
・
大
学
院
卒
業

見
込
み
の
学
生
を
対
象
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
約
８
割
の

学
生
が
地
元
就
職
を
少
な
か
ら
ず
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
両
親
や
親
戚
の
近

く
で
働
き
た
い
」「
地
元
の
風
土
が
好
き
だ
か
ら
」
が
上

位
を
占
め
て
い
る
。

農業活性化（新潟県阿賀町／第四銀行）
黒米・山菜を使った食事
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本
事
例
は
、そ
ん
な
学
生
の
地
元
就
職
を
支
援
す
べ
く
、

む
つ
市
の
中
核
的
企
業
５
社
と
青
森
銀
行
が
提
携
し
、
地

域
外
に
進
学
し
た
人
が
地
元
に
戻
っ
て
き
た
際
に
奨
学
金

を
支
給
す
る
「
お
か
え
り
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

本
制
度
は
、
①
域
外
の
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
は
卒

業
後
に
就
職
を
希
望
す
る
地
元
企
業
を
予
め
決
め
て
お
く

②
青
森
銀
行
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
進
学
③
地
元
企

業
は
学
生
が
卒
業
後
に
自
社
に
就
職
し
た
際
に
教
育
ロ
ー

ン
の
元
金
分
を
支
給
④
金
利
分
は
在
学
中
に
同
社
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
た
時
の
給
与
で
補
填
す
る
、
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。

む
つ
市
に
は
高
等
教
育
機
関
が
な
く
、
高
校
卒
業
生
の

８
割
以
上
が
地
域
外
に
進
学
す
る
た
め
、
若
い
世
代
に
ど

う
や
っ
て
地
元
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
同
制
度
の
発
案
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
み
ち

の
く
福
祉
会
の
内
田
大
輔
理
事
長
に
経
緯
を
聞
く
と
、「
高

校
の
後
輩
で
あ
る
大
学
生
に
地
元
に
戻
っ
て
こ
な
い
か
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
『
地
元
就
職
だ
と
奨
学
金
が
返
せ
な
い
』

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
発
端
」で
あ
る
と
い
う
。

大
都
市
と
地
方
で
初
任
給
や
待
遇
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
奨
学
金
返
済
は
、
地
元
就
職
の
促
進
に
向
け

た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

内
田
氏
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
意
識
と
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
考
え
て
い
た
奨
学
金
の
支
援
に
つ
い
て
青
森
銀
行
の

支
店
長
に
相
談
し
、
以
降
、
同
行
本
部
担
当
者
も
交
え
て

具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
の
詳
細
を
詰
め
、
制
度
実
現
に
至
っ

た
。
な
お
、
青
森
銀
行
が
同
制
度
で
提
供
す
る
教
育
ロ
ー

ン
は
、
最
優
遇
金
利
を
適
用
し
、
年
間
60
万
円
が
上
限
で

あ
り
、
大
学
在
学
４
年
間
だ
と
合
計
２
４
０
万
円
と
な
る

（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。予
め
就
職
先
を
決
め
て
お
き
、

必
要
な
知
識
を
習
得
し
て
き
た
学
生
を
即
戦
力
の
リ
ー

ダ
ー
候
補
と
し
て
採
用
で
き
る
こ
と
等
を
勘

案
す
る
と
、
内
田
氏
は
企
業
の
負
担
は
決
し

て
大
き
く
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
む

つ
市
も
連
携
に
加
わ
り
、
制
度
Ｐ
Ｒ
等
に
一

役
買
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
く
人
材
の
確
保

は
官
民
共
通
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
民
間

企
業
・
金
融
機
関
の
取
り
組
み
を
、
で
き
る

限
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

あ
る
。

内
田
氏
に
、
地
元
企
業
に
お
け
る
人
材
確

保
の
話
を
聞
く
と
、
な
ぜ
若
い
人
材
が
必
要

か
、
若
い
人
が
人
生
を
か
け
て
就
職
す
る
会
社
と
し
て
の

魅
力
は
何
か
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
企
業
が
し
っ
か
り
発

信
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
本
当
に
熱
く
語
ら
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
思
い
を
自
治
体
と
地
元
金
融
機
関
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
結
実
さ
せ
る
。
産
官
金
連
携
の

お
手
本
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
紙
面
の
関
係
か
ら
４
事
例
の
み
の
紹
介
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
事
例
集
に
は
全
20
の
事
例
を
掲
載
し
て

い
る
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
地
方
銀
行
が

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
」
と
い
っ
た
お
声
も
頂
戴
し
て
お
り
、
私
ど
も
と

し
て
も
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

本
事
例
集
に
ご
関
心
の
向
き
は
、
ぜ
ひ
当
協
会
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
当
協
会
は
、
会
員
銀
行
の
担
当

者
を
対
象
に
、
地
方
創
生
に
関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
の
研

修
・
勉
強
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。
私
ど
も
の
取

り
組
み
が
、
各
地
で
熱
い
思
い
を
も
っ
て
地
方
創
生
を
志

向
す
る
皆
様
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

移住定住（青森県むつ市／青森銀行）地元企業５社とむつ市、青森銀行が連携

事例集表紙

特�集
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事
業
の
き
っ
か
け

三
条
市
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
上
越
新
幹
線
や
北
陸
自
動
車
道
の

ほ
か
、
国
道
が
３
本
通
る
、
交
通
網
が
整

備
さ
れ
た
ま
ち
で
す
。
平
成
の
大
合
併
が

起
こ
っ
た
平
成
17
年
度
に
旧
三
条
市
、
旧

栄
町
、旧
下
田
村
の
３
市
町
村
が
合
併
し
、

人
口
約
９
万
８
千
人
を
有
す
る
現
在
の
姿

と
な
り
ま
し
た
。

三
条
市
に
は
、
連
日
賑
わ
う
娯
楽
施
設

を
始
め
と
し
た
、
憧
れ
の
大
都
市
の
よ
う

な
環
境
が
全
て
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
都
市
に
住
む
人
々
が
仮

に
望
ん
だ
と
し
て
も
容
易
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
三

条
市
は
、
そ
う
し
た
宝
物
を
守
り
育
て
、

今
の
姿
の
ま
ま
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、
様
々
な
挑
戦
や
変
革
を
絶

え
ず
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
宝
物
を
守
り
続
け
る
た
め
の
最
大

の
課
題
と
な
る
の
が
、
他
の
自
治
体
と
同

様
に
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
で
す
。

三
条
市
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
旧
下
田
村
地
域
（
以
下
「
下

田
郷
」）
は
、い
わ
ゆ
る
自
然
豊
か
で
悠
々

自
適
な
田
舎
暮
ら
し
が
で
き
る
地
域
で

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
旧
三
条
市
・
旧
栄

町
地
域
は
交
通
網
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

買
い
物
に
も
困
ら
ず
、
就
職
先
も
あ
る
地

方
都
市
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
地
域
で

す
。こ

う
し
た
特
徴
を
持
つ
ま
ち
が
こ
れ
ま

で
守
っ
て
き
た
、
世
界
に
誇
れ
る
宝
物
と

は
何
か
。
そ
れ
は
こ
の
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
も
な
っ
て
い
る
、
包
丁
な
ど

の
金
属
加
工
を
中
心
と
し
た
「
も
の
づ
く

り
」
で
す
。

こ
の
宝
物
に
焦
点
を
当
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
開
始
し
た
事
業
が
、
お
試
し
居
住

と
、
も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
結
び
合
わ
せ
た
事
業
で
す
。

事
業
内
容
と
目
的

通
常
、
お
試
し
居
住
が
焦
点
に
充
て
る

「
暮
ら
し
」
と
は
、
仕
事
以
外
の
私
生
活

で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
土
地
で
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
が
豊
富
で
、
実
際
に
ど
の
よ

う
に
働
い
て
い
る
の
か
と
い
う
、「
仕
事
」

に
関
わ
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

あ
る
民
間
に
よ
る
２
０
１
７
年
の
デ
ー

タ
を
見
る
と
、
移
住
先
選
択
の
優
先
順
位

の
第
１
位
は
「
就
労
の
場
が
あ
る
こ
と
」

で
し
た
。
特
に
若
い
人
が
仕
事
を
求
め
て

地
方
移
住
を
希
望
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
も
移

住
者
が
強
く
意
識
し
て
い
る
の
は「
仕
事
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

三
条
市
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
こ
の

「
仕
事
」
の
中
で
も
特
に
、
三
条
市
の
宝

物
「
も
の
づ
く
り
」
に
焦
点
を
当
て
た
事

業
と
し
て
「
も
の
づ
く
り
企
業
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
×
お
試
し
居
住
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
が

あ
る
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
て
い

ま
す
。
地
元
企
業
と
連
携
し
、
就
業
体
験

の
場
を
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
　
三
条
」

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
金
属
加
工

も
の
づ
く
り
企
業
で

�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
×
お
試
し
居
住

―
移
住
事
業
と「
も
の
づ
く
り
」の
担
い
手
確
保
策
と
し
て
―

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的ŋ

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
ùĀ
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
新
潟
県
三
条
市
で
の
取
り
組
み
を
同

市
地
域
経
営
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
主
事
の
諸
橋
み
ず
き
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
。�
（
企
画
課
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

ớ
新
ׁ
ݝ
ࡾ
৚
ࢢ
Ờ

諸
橋
　
み
ず
き

三
条
市
地
域
経
営
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
　
主
事
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を
中
心
と
し
た
工
場
、
暮
ら
す
場
を
も
の

づ
く
り
の
集
積
地
で
あ
る
中
心
市
街
地
ま

た
は
自
然
豊
か
な
下
田
郷
と
し
て
参
加
者

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
最
大
１
カ
月
の

就
業
体
験
期
間
を
設
け
、移
住
希
望
者
が
、

仕
事
を
含
め
た
三
条
市
で
の
１
カ
月
の
暮

ら
し
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

就
業
体
験
を
お
試
し
居
住
と
結
び
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
お
試
し
居
住
そ
の
も

の
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、「
誰
で
も
来
て
ほ
し
い
」

で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
来
て

ほ
し
い
人
物
像
を
し
っ
か
り
伝
え
、
そ
の

人
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
す
る
」
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
最
大
受
け
入

れ
人
数
を
３
人
に
限
定
し
、
今
回
の
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
口
減
少
問
題

は
、
地
域
の
「
宝
物
」
を
守
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
担
い
手
の
不
足
に
も
直
結
す

る
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の
事
業
を
通

じ
て
、
市
外
か
ら
担
い
手
を
確
保
す
る
こ

と
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
績

平
成
29
年
度
の
受
け
入
れ
人
数
は
２
人

で
し
た
。

お
試
し
居
住
期
間
中
は
、

担
当
職
員
が
相
談
役
と
な

り
、
１
カ
月
間
と
い
う
長
期

間
に
お
い
て
、
私
生
活
だ
け

で
は
な
く
、
仕
事
を
含
め
た

三
条
市
で
の
暮
ら
し
に
対
す

る
不
安
が
解
消
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
体
験
後
の
聞

き
取
り
で
は
、両
者
か
ら「
満

足
の
い
く
１
カ
月
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
移
住
を
検
討

す
る
上
で
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
醸
成
で
き
る
時
間
に

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
だ

い
て
い
ま
す
。
１
カ
月
と
い

う
長
期
間
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
三
条
市
で
叶
え
ら
れ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

移
住
を
前
向
き
に
考
え
る
上
で
有
意

義
な
時
間
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

通
常
、
私
生
活
し
か
体
験
で
き
な

い
お
試
し
居
住
に
お
い
て
、
通
勤
に

は
ど
の
よ
う
な
手
段
が
あ
る
の
か
、

こ
の
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
が

あ
る
の
か
、
そ
れ
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
の
か
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
「
働
く
」
と
い
う
観
点
を

含
め
て
、
よ
り
具
体
的
に
移
住
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
事
業
は
、

近
年
の
移
住
の
傾
向
を
捉
え
た
事
業

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に

私
達
自
治
体
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
移
住

事
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。お

試
し
居
住
が
終
わ
れ
ば
、
体
験
者
は

一
旦
地
元
に
戻
り
、
本
当
に
移
住
が
し
た

い
か
ど
う
か
、
改
め
て
考
え
る
時
間
を
持

ち
ま
す
。

自
治
体
か
ら
見
れ
ば
「
移
住
者
」
と
い

う
大
き
な
枠
で
括
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
先
に
は
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が
あ
り
ま

す
。
移
住
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
過
ご

し
て
き
た
土
地
で
の
生
活
・
友
人
か
ら
離

れ
移
住
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
生
の
大

き
な
岐
路
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

自
治
体
職
員
と
し
て
、
人
ひ
と
り
の
人

生
の
岐
路
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
忘
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
は
ど
の

よ
う
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

一
部
を
切
り
取
る
の
で
は
な
く
、
24
時
間

を
捉
え
て
体
験
で
き
る
時
間
を
提
供
す
る

こ
と
は
、
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
も
重
要

な
時
間
と
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
、
働
く
場
所
の
近
く
の
風

景
、
道
路
の
状
況
、
通
勤
途
中
で
寄
れ
る

ス
ー
パ
ー
、
休
日
の
遊
び
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

生
活
の
一
部
始
終
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

悔
い
な
く
三
条
市
に
移
住
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

インターンシップ先で和釘づくり体験

伝統の建築様式を支える和釘を作る鍛冶屋
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ủ
公
ຽ
ؗ
Ứ
が

ಈ
ࢺ
ͱ
͠
ͯ
࢖
Θ
Ε
Δ
Ϛ
ν

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
人
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、「
公
民
館
」
と
い
う
社
会

教
育
施
設
が
あ
る
。
い
ま
か
ら
70
年
ほ
ど

前
に
、
新
憲
法
（
日
本
国
憲
法
）
の
公
布

を
受
け
て
日
本
社
会
の
民
主
化
と
復
興
を

実
現
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
オ
ト
ナ

の
学
校
」「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
考
え

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ふ
つ
う
「
公
民
館
」
は
施
設
（
ハ
コ
モ

ノ
）
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、

長
野
県
飯
田
市
で
は
（
公
民
館
）
活
動
を

指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

違
い
は
、
市
内
に
20
の
地
域
自
治
区
が
設

置
さ
れ
、
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
支
所
）

と
公
民
館
が
必
ず
セ
ッ
ト
で
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
地
域
自
治
区

は
、
地
方
自
治
法
と
合
併
特
例
法
に
規
定

の
あ
る
域
内
分
権
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
自
治
体
は
一
定
の
予
算
と
権
限

を
委
譲
し
て
、
地
域
内
の
自
治
を
促
そ
う

と
し
て
い
る
。
飯
田
市
は
、
平
成
の
大
合

併
以
前
か
ら
旧
町
村
を
単
位
に
地
域
自
治

区
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
制
度
を
導
入
し
て

き
た
。
そ
の
自
治
の
要
と
し
て
、
公
民
館

が
住
民
の
集
会
と
学
び
の
場
と
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

ॅ
ຽ
の
ओ
ମ
ੑ
を
Ҿ
͖
ग़
͢
࢓
ֻ
͚

地
方
創
生
実
践
塾
in
長
野
県
飯
田
市

は
、
ま
ず
長
谷
部
三
弘
氏
（
ひ
さ
か
た
風

土
舎
・
代
表
）「
公
民
館
と
地
域
と
行
政

の
関
係
を
考
え
る
」
と
松
下
徹
氏
（
飯
田

市
市
民
協
働
環
境
部
部
長
）「
飯
田
市
の

人
材
育
成
と
市
民
自
治
」
に
よ
る
講
義
か

ら
始
ま
っ
た
。

飯
田
市
に
は
、「
ム
ト
ス
」
運
動
（
昭

和
57
年
以
来
の
都
市
づ
く
り
の
行
動
理
念

／
「
ん
と
す
」
＝
「
…
し
よ
う
と
す
る
」

と
い
う
意
味
）
に
象
徴
さ
れ
る
、
住
民
の

自
発
的
な
意
志
や
意
欲
、
具
体
的
な
行
動

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
奨
励
す
る
文
化
や

一
連
の
施
策
が
あ
る
。
ひ
さ
か
た
風
土
舎

を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
住

民
に
よ
る
学
び
と
行
動
が
生
み
出
し
た
典

型
的
な
実
践
で
あ
る
。
そ
う
し
た
住
民
の

主
体
性
を
引
き
出
す
施
策
を
、
若
手
・
中

堅
職
員
を
意
識
的
・
継
続
的
に
公
民
館
主

事
（
２
〜
５
年
程
度
）
と
し
て
発
令
し
て

キ
ャ
リ
ア
形
成
さ
せ
る
仕
組
み
や
、
職
員

（
病
院
を
除
く
一
般
事
務
職
員
）
の
13
％

強
を
出
先
に
あ
た
る
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

及
び
公
民
館
に
配
置
す
る
と
い
う
地
域
展

開
型
行
政
（
市
役
所
等
に
機
能
を
集
約
す

る
拠
点
集
約
型
行
政
の
対
極
に
位
置
付
け

ら
れ
る
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
り
ん

ご
並
木
と
中
心
市
街
地
」
で
は
、
戦
災
を

免
れ
た
も
の
の
戦
後
直
後
の
大
火
に
よ
っ

て
大
半
を
焼
失
し
た
市
街
地
の
復
興
の
象

徴
と
し
て
、
当
時
の
中
学
生
の
発
案
と
行

動
で
「
り
ん
ご
並
木
」
が
生
ま
れ
、
今
も

飯
田
東
中
学
校
の
生
徒
に
よ
っ
て
管
理
・

収
穫
さ
れ
て
い
る
歴
史
と
意
義
を
確
認
し

た
。
こ
う
し
た
伝
統
が
中
心
市
街
地
の
住

民
参
加
型
に
よ
る
地
道
な
整
備
を
支
え
て

お
り
、
外
部
か
ら
の
大
規
模
開
発
を
容
易

に
は
許
さ
な
い
暗
黙
の
合
意
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

ủ
ԁ
୎
の
地
域
ओ
ٛ
Ứ
が
໨
ࢦ
͢

自
࣏
の
Χ
λ
ν

翌
日
の
牧
野
光
朗
市
長
に
よ
る
講
義

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
地
域
社
会

創
造
を
目
指
し
て
」
で
は
、
２
０
２
７
年

の
リ
ニ
ア
新
幹
線
と
リ
ニ
ア
飯
田
駅
の
開

業
等
に
よ
る
地
域
の
大
き
な
変
化
に
備
え

て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
地
域
づ
く
り
を

戦
略
的
に
進
め
る
「
円
卓
の
地
域
主
義
」

（
牧
野
光
朗
著
、
２
０
１
６
年
、
事
業
構

想
大
学
院
大
学
出
版
部
）
の
基
本
的
な
枠

組
み
と
施
策
が
提
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
座
談
会
「
持
続
可
能
な
地
域

平
成
30
年
度
஍
方
૑
生
࣮
ફ
क़

௕
໺
ݝ
൧
ా
ࢢ

市長講義の一幕

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
30
年
10

月
1Ā
日
（
金
）
〜
ù1
日
（
日
）
に
長
野
県
飯
田
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、
東
京
農
工
大
学
農
学
研
究
院
教
授
の
朝
岡
幸
彦
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

�
�（
地
域
創
生
総
務
課
）

౰
ࣄ
ऀ
ҙ
ࣝ
͔
Β
ੜ
·
Ε
Δ

�

ڞ
૑
の
࢓
組
Έ

Ổ
಺
ൃ
త
ͳ
ൃ
ల
Λ
ଓ
͚
Δ
൧
ా
Ϟ
σ
ϧ
͔
Β
ֶ
Ϳ
Ổ

朝
岡
　
幸
彦

●●

東
京
農
工
大
学
農
学
研
究
院
教
授
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づ
く
り
と
は
〜
地
域
人
教
育
の
事
例
か
ら

考
え
る
」
や
、
曽
根
原
宗
夫
氏
（
天
竜
川

鵞
流
峡
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
代
表
）「
天

竜
川
鵞
流
峡
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

組
」
と
高
橋
充
氏
（
南
信
州
観
光
公
社
・

代
表
取
締
役
社
長
）「
飯
田
市
で
取
組
む

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
の
講

義
は
、
高
大
連
携
の
人
材
育
成
に
よ
っ
て

進
学
等
で
地
域
か
ら
流
出
す
る
若
者
を
再

び
呼
び
戻
す
取
り
組
み
、
舟
下
り
の
船
頭

さ
ん
た
ち
を
中
心
と
し
た
流
域
整
備
の
取

り
組
み
、
農
家
民
泊
な
ど
多
様
な
自
然
・

文
化
を
生
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
の
い
ず
れ
も
が
、
行
政
な
ど

か
ら
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、地
域（
現

場
）
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
優
れ
た
地
域
づ
く
り
の
実
践
で
あ

る
と
言
え
る
。

そ
の
後
、参
加
者
は
農
家
民
泊
体
験（
千

代
地
区
）
と
遠
山
郷
視
察
（
上
村
地
区
・

南
信
濃
地
区
）
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
際

や
山
間
地
域
振
興
の
課
題
と
可
能
性
を
具

体
的
に
学
ん
だ
。

൧
ా
Ϟ
σ
ϧ
͔
Β
学
Ϳ
΋
の

最
終
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
義
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
確
認
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
体
験
す
る

「
え
ん
た
く
ん
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
、
文
字
通
り
、
膝
付
き
合
わ
せ
て
自
ら

の
感
想
と
他
の
参
加
者
の
意

見
を
円
盤
に
自
由
に
書
き
込

む
こ
と
で
、
充
実
し
た
振
り

返
り
が
で
き
た
。
テ
ー
マ
は
、
①
「
飯
田

の
地
域
づ
く
り
か
ら
学
ぶ
こ
と
〜
課
題
探

し
は
や
め
て
、
宝
物
探
し
を
！
」
②
「
誰

も
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
」、
で

あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
参
加
者
全
員
で
合

意
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
ら

ず
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
３
日
間
の
学

習
と
体
験
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

（
自
治
体
や
地
域
、
組
織
な
ど
）
で
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。

飯
田
市
に
限
ら
ず
、
優
れ
た
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
の
形
を
真
似
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
優
れ
た
実
践
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の

住
民
や
組
織
の
構
成
員
が
全
体
の
課
題
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
主
体
的
に
位
置
付
け

考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
条
件
を
意
識

的
・
系
統
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
自
治
体

や
組
織
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
実
現
す
る

た
め
に
、
各
国
政
府
と
企
業
と
が
具
体
的

な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
中
で
、
そ
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
の
前
文
に
あ
る
「
だ
れ
一
人
置

き
去
り
に
し
な
い
」
世
界
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
誰
も
が
地
域
の

主
人
公
と
な
る
地
域
づ
く
り
が
、
ま
さ
に

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

地方創生実践塾（長野県飯田市）の概要

ςʔϚɿ��౰ऀࣄҙ͔ࣝΒੜ·ΕΔڞ૑ͷ࢓૊Έ�
ʙ಺ൃతͳൃలΛଓ͚Δ൧ాϞσϧ͔ΒֶͿʙ

� ओ೚ࢣߨɿ౦ژ೶޻େֶ೶ֶڀݚӃɹڭतɹேԬ޾඙ࢯ�
ɹ̍೔໨ɹ��݄ ��೔ʢۚʣ
	 講義「公民館と地域と行政の関係を考える」
	 　講師：ひさかた風土舎　代表	　長谷部三弘	氏
	 講義「飯田市の人材育成と市民自治」
	 　講師：飯田市市民協働環境部　部長　松下徹	氏	
	 フィールドワーク「りんご並木と中心市街地」
	 講義「人を集め、人の力を引き出す地域づくり」
	 　講師：東京農工大学農学研究院　教授　朝岡幸彦	氏
ɹ̎೔໨ɹ��݄ ��೔ʢ౔ʣ
� 講義		「イノベーションが起こる地域社会創造を目指して	

～求められる共創の場づくり～」
	 　講師：飯田市長　牧野光朗	氏
	 座談会「持続可能な地域づくりとは～地域人教育の事例から考える～」
	 　コーディネーター：		りんご並木まちづくりネットワーク会議	

コーディネーター　桑原利彦	氏
	 　パネリスト：		株式会社週休いつか　代表取締役　新海健太郎	氏	

長野県立飯田ＯＩＤＥ長姫高校　教諭　國松秋穂	氏	
飯田市役所　東野公民館主事　熊谷健太朗	氏

	 講義：「天竜川鵞流峡復活プロジェクトの取組」
	 　講師：天竜川鵞流峡復活プロジェクト　代表　曽根原宗夫	氏
	 講義：「飯田市で取組むグリーンツーリズムについて」
	 　講師：南信州観光公社　代表取締役社長　高橋充	氏
	 フィールドワーク：「農家民泊体験」及び「遠山郷視察」
ɹ̏೔໨ɹ��݄ ��೔ʢ೔ʣ
� グループワーク：		「飯田の地域づくりから学ぶこと	

～課題探しはやめて、宝物探しを！」	
「誰もが主人公のまちづくりとは」

	 統括：東京農工大学農学研究院　教授　朝岡幸彦	氏	

集合写真

グループワークの様子
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基
調
講
演
と
し
て
一
般
社
団
法
人
持
続

可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
所
長
の
藤

山
浩
氏
が
、
都
心
部
と
地
方
に
お
け
る
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
の
現
状
と
そ

の
解
決
方
法
を
著
書
で
あ
る
「
田
園
回
帰

１
％
戦
略
」
の
考
え
に
基
づ
い
て
講
演
さ

れ
た
。

藤
山
氏
は
、
東
京
で
の
高
齢
化
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
東
京
に
無
理
や
り
押
し
込

め
る
よ
う
な
今
ま
で
の
社
会
の
在
り
方
は

様
々
な
面
で
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

限
界
を
乗
り
越
え
る
に
は
根
本
的
な
と
こ

ろ
か
ら
見
直
し
、
長
続
き
す
る
持
続
可
能

な
社
会
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

地
方
の
現
状
と
し
て
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
分

析
か
ら
、
全
国
的
に
田
園
回
帰
の
動
き
が

進
み
、
中
で
も
30
代
女
性
の
流
入
が
多
い

地
区
は
社
会
増
が
上
昇
、
そ
の
社
会
増
に

向
か
っ
て
い
る
地
域
を
調
べ
る
と
、
地
域

の
人
口
の
１
％
強
が
定
住
す
る
だ
け
で
子

ど
も
の
人
口
を
維
持
し
、
高
齢
化
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
と
語
ら
れ
た
。

一
方
、
奈
良
県
で
は
30
代
女
性
の
流
出

が
多
く
、
残
っ
た
女
性
の
出
生
率
が
低
い

こ
と
で
将
来
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
と
急
激
に
高

齢
化
が
進
む
深
刻
な
状
態
で
あ
る
が
、
人

口
の
１
％
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

人
口
は
安
定
、
現
状
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
。
そ
の
１
％
を
取
り
戻
す
方

法
と
は
、
移
住
定
住
す
る
人
に
合
っ
た
き

め
細
や
か
な
対
処
で
あ
り
、
毎
年
度
何
組

残
す
か
を
し
っ
か
り
と
話
し
合
う
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
年
、
外
か
ら
買

う
量
を
１
０
０
か
ら
99
に
減
ら
し
、
減
ら

し
た
１
を
地
域
内
で
原
材
料
か
ら
作
り
始

め
る
こ
と
で
所
得
の
１
％
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
と
も
話
さ
れ
た
。

次
に
循
環
型
社
会
を
作
る
に
は
３
０
０

人
か
ら
３
０
０
０
人
程
度
で
構
成
さ
れ
た

小
さ
な
拠
点
が
核
と
な
っ
て
、
一
致
団
結

し
て
合
わ
せ
技
の
組
織
・
拠
点
づ
く
り
が

大
切
だ
と
話
さ
れ
た
。
合
わ
せ
技
と
は
、

事
業
や
活
動
を
一
つ
だ
け
で
見
る
よ
う
な

縦
割
り
を
や
め
て
、
他
分
野
連
携
し
柔
軟

に
地
域
で
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、

島
根
県
雲
南
市
波
多
地
区
の
波
多
交
流
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
や
、
山
口
県
山
口
市

串
地
区
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
さ
れ
た
。

ݚ
ڀ
঺
հ
⽅ 

ủ
΋
͏
Ұ
ͭ
の
ਓ
ޱ
໰
୊
ͱ 

地
域
公
຿
һ
Ứ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
っ

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
福
知
山
公
立
大

学
地
域
経
営
学
部
准
教
授
兼
北
近
畿
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
長
の
杉
岡
秀
紀
氏
が
、
国

が
主
導
す
る
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
の

見
直
し
や
再
評
価
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

合
併
し
な
か
っ
た
町
を
研
究
し
た
と
こ

ろ
、
当
時
、
合
併
し
な
か
っ
た
自
治
体
は

合
併
し
た
自
治
体
に
比
べ
圧
倒
的
に
財
政

力
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
実

際
は
全
く
逆
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
の
政
策
や
、

世
界
の
情
勢
な
ど
の
大
き
な
流
れ
に
流
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
自
分
た
ち
の

地
域
が
選
択
す
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

し
っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

語
ら
れ
た
。

現
在
、
関
係
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
地
区

が
関
係
人
口
を
増
や
そ
う
と
し
て
も
人
口

の
奪
い
合
い
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
籍
地
人
口
に

注
目
す
る
こ
と
で
主
た
る
関
係
人
口
と
し

て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
れ
が
も
う
一
つ
の
人
口
問
題
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。

次
に
、
全
国
の
自
治
体
で
は
、
こ
の
２

年
間
で
兼
業
・
副
業
を
推
奨
す
る
動
き
が

出
て
き
て
お
り
、
公
務
員
が
持
っ
て
い
る

力
を
、
労
働
者
や
住
民
の
役
割
に
活
か
す

こ
と
が
必
要
で
、
今
後
は
地
域
公
務
員
と

し
て
一
住
民
と
し
て
地
域
の
た
め
に
な
る
よ

う
な
兼
業
・
副
業
を
自
治
体
の
課
題
と
す

べ
き
、
と
い
っ
た
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
最
後
の
一
人
を
し
っ
か
り
と

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
に
関
し
て
開
催
地
の
現
状
に
即
し
た
テ

ー
マ
で
フ
ォ
ー
ラ
ム�

（
地
方
版
）
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
石
川
県
、
奈

良
県
、
宮
崎
県
の
３
カ
所
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
第
２
弾
と
し
て
、
平
成

30
年
10
月
ùý
日
に
、
奈
良
県
と
共
催
で
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
『
稼
ぐ
力
』『
住
み

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
』
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
JO
奈
良
を

開
催
し
た
。
会
場
の
奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
（
奈
良
県
橿
原
市
）
に
は
、
奈
良
県
内

を
中
心
と
し
て
、
民
間
企
業
、
行
政
、
地
域
づ
く
り
の
実
践
者
な
ど
、
２
５
０
人
を

超
え
る
方
々
が
集
ま
っ
た
。
冒
頭
、
奈
良
県
の
村
田
崇
副
知
事
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
の
佐
藤
啓
太
郎
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

平
成
30
年
度
஍
方
૑
生
ϑ
Ỽ
ー
ϥ
Ϝ 

in 
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守
る
「
地
域
自
治
」
と
、
最
初
の
一
人
を

大
事
に
す
る
攻
め
の
姿
勢
の
「
地
域
づ
く

り
」
の
両
輪
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

ύ
ω
ϧ
σ
ỹ
ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ϯ
⽅ 

 
ủ
த
ࢁ
ؒ
地
域
に
͓
͚
Δứ
Ք
͙
ྗ
Ừ

ứ
ॅ
Έ
続
͚
Β
Ε
Δ
࢓
૊
Έ
Ừ
ͮ
͘

Γ
に
ؔ
͢
Δ
׆
ಈ
ใ
ࠂ
ٴ
ͼ
ଞ
地

域
で
の
実
ફ
に
޲
͚
ͯ
Ứ

後
半
は
、
曽
爾
村
役
場
企
画
課
長
の
細

谷
忠
弘
氏
、
株
式
会
社
南
山
城
代
表
取
締

役
社
長
の
森
本
健
次
氏
、
一
般
社
団
法
人

か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
三
宅
正
記
氏
、
合
同

会
社
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
代
表
の
坂
本
大

祐
氏
の
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
杉
岡
氏
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
藤
山
氏
に
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き
登
壇
し
て
い
た

だ
い
た
。

細
谷
氏
は
、
曽
爾
村
は
観
光
振
興
を
中

心
に
や
っ
て
き
た
が
、
平
成
16
年
に
は
財

政
的
に
厳
し
く
な
り
、平
成
20
年
か
ら
は
、

ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
県
内
の
大
学
と
連

携
し
て
集
落
の
資
源
や
課
題
を
見
つ
め
な

お
し
て
き
た
。
現
在
は
一
般
財
団
法
人
曽

爾
村
観
光
振
興
公
社
を
設
立
し
、
地
域
の

自
然
、
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
と
話
さ
れ
た
。

森
本
氏
は
、
代
表
取
締
役
を
務
め
る
道

の
駅
、
株
式
会
社
南
山
城
で
の
活
動
を
中

心
に
話
さ
れ
た
。
南
山
城
で
は
様
々
な
商

品
を
作
り
売
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は

地
域
に
あ
る
資
源
を
お
金
に
変
え
る
こ
と

で
あ
る
。
せ
っ
か
く
農
家
が
い
い
も
の
を

作
っ
て
も
経
済
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
南
山
城
が
間
に
入
っ
て
貨
幣
価
値

に
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
で
の
仕
事

や
観
光
の
活
性
化
を
行
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
た
。

三
宅
氏
は
、
村
の
存
続
の
た
め
に
は
移

住
も
大
事
だ
が
、
今
住
ん
で
い
る
住
民
を

大
事
に
し
、
高
齢
化
し
て
も
住
み
続
け
ら

れ
る
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
か
わ
か
み
ら

い
ふ
で
は
、
こ
の
仕
組
み
を
作
る
た
め
、

移
動
ス
ー
パ
ー
や
公
設
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
を
経
営
し
村
の
存
続
に
貢
献
す
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

坂
本
氏
は
、氏
自
身
が
移
住
者
で
あ
り
、

移
住
者
の
目
線
か
ら
移
住
者
が
も
っ
と
来

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
オ
フ
ィ
ス

キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
で
あ
っ
た
。
オ
フ
ィ
ス

キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
手
に
職
を
持
っ
て
い

る
人
の
方
が
移
住
に
向
い
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
人
を
呼
ぶ
に
は
偶
然
の
出
会
い
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
出
会
い
を
作
る
場
が

オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
プ
東
吉
野
で
あ
る
と
話

さ
れ
た
。

活
動
紹
介
の
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
杉
岡
氏
か
ら
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
各

パ
ネ
リ
ス
ト
に
質
問
を
行
っ
た
。
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
活
動
団
体
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
住
民
一
人
一
人
が
自

分
事
と
し
て
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
考
え
を
共
有
し
た
。

総
評
と
し
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
藤

山
氏
が
、現
在
は
「
稼
ぐ
た
め
に
暮
ら
す
」

と
い
う
考
え
か
ら「
暮
ら
す
た
め
に
稼
ぐ
」

と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
て
い
る
。
４
半
期

と
い
う
短
い
期
間
で
は
な
く
４
半
世
紀
と

い
う
長
い
期
間
で
稼
ぐ
こ
と
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り
情
報
課

●
兼
平
　
景
一 

 

（
青
森
県
深
浦
町
か
ら
出
向
）会場の様子

パネルディスカッション

研究紹介

基調講演
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公
共
哲
学
的
視
点
が
重
要

（
一
社
）
日
本
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
連
合
会

理
事
長
の
中
村
好
明
氏
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
さ
れ

ま
し
た
。

わ
が
国
の
観
光
立
国
実
現
に
向
け
、「
米

仕
事
＝
自
分
・
自
社
の
稼
ぐ
た
め
の
仕
事
」

に
加
え
て
、「
花
仕
事
＝
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
た
め
の
公
共
へ
の
奉
仕
・
貢
献
」

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
各
地
域
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
成
功
に
は
、
こ
の
２
つ

の
仕
事
を
同
時
並
行
的
に
行
う
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
米
仕
事
」
と
「
花
仕
事
」

の
２
つ
の
仕
事
を
同
時
並
行
的
に
行
う

「
糀
（
米
＋
花
）」
と
な
る
人
材
は
、
地
域

の
利
害
関
係
や
官
民
の
壁
を
越
え
て
各
要

素
を
統
合
し
、
一
体
感
の
あ
る
地
域
を
醸

す
力
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、「
糀
」、

す
な
わ
ち
醸
す
人
こ
そ
が
、
地
域
で
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
し
て
、

社
会
全
体
の
こ
と
も
考
え
る
公
共
哲
学
的

視
点
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

持
続
可
能
で
自
立
的
な 

地
域
社
会
の
実
現
を

Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
山
田

桂
一
郎
氏
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
で
地

域
全
体
の
価
値
向
上
を
目
指
す
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

真
の
地
域
活
性
化
と
は
、
持
続
可
能
で

自
立
的
な
地
域
社
会
の
実
現
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
内
経
済
循
環
推
進
の
必
要
性

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
減
少

し
た
地
域
内
消
費
を
補
う
た
め
に
地
域
外

か
ら
の
外
貨
獲
得
手
段
と
し
て
観
光
振
興

が
全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
消
費
を
増
や
す

必
要
性
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
な
ら
で
は
の
生
活
文
化
や

伝
統
風
習
、
景
観
の
良
さ
、
地
場
産
業
が

提
供
す
る
本
質
的
な
価
値
に
裏
打
ち
さ
れ

た
き
め
細
か
な
商
品
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
再
生
や
活

性
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
経
営
が
出
来
る
仕
組
み
と

組
織
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

常
に
事
実
を
数
字
で
確
認
せ
よ

（
株
）
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

の
藻
谷
浩
介
氏
は
「
人
口
動
態
統
計
か
ら

見
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
さ
れ
ま
し
た
。

「
イ
メ
ー
ジ
」
は
事
実
と
異
な
る
の
で
、

常
に
事
実
を
数
字
で
確
認
す
る
こ
と
で
普

段
自
分
た
ち
が
思
っ
て
い
る
こ
と
が
い
か

に
事
実
と
異
な
る
か
が
分
か
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
日
客
を
い
か
に
増
や
す
か
で

は
な
く
、
い
か
に
多
く
の
お
金
を
落
と
し

て
も
ら
う
か
が
大
切
と
し
た
上
で
、
一
人

あ
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
に
は
、「
時

間
を
使
っ
て
も
ら
う
」
発
想
が
重
要
で
あ

り
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
地
域
内
で
の
飲
食
や
購
買
、
宿
泊
は

自
然
に
増
加
す
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
地
再
生
の
処
方
箋

最
後
に
、
３
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
観
光
（
外
貨
獲
得
）
に
よ
り
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
に
は
、
地
域
内
に
落
ち

る
お
金
の
量
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
最
終
的
に
多
く
の
事
業
者
が
得
を
す

る
に
は
、
落
と
し
た
お
金
が
様
々
な
ル
ー

ト
で
地
元
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、観
光
関
連
事
業
者
、

地
域
内
事
業
者
、
住
民
が
、
自
分
た
ち
で

考
え
、
お
互
い
に
支
え
合
う
関
係
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L

：https://w
w
w
.jcrd.jp/event/

m
atchingsem

inar/2018/1023_1644/
index.htm

l

◆
講
師

（
一
社
）
日
本
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
連
合
会
理
事
長

兼
（
一
社
）
国
際
22
世
紀
み
ら
い
会
議
議
長 

 

中
村 

好
明 

氏

Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表 

 

山
田 

桂
一
郎 

氏

（
株
）
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員 

 

藻
谷 

浩
介 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

●
白
石 

恭
平
（
山
口
県
か
ら
出
向
）

今
、
取
り
組
む
べ
き
成
長
分
野
の

�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

平
成
30
年
度　

第
７
回 

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
７
回
は
、
10
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）
に
東
京
・
日
本
橋
の
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い

観
光
分
野
を
地
方
創
生
の
切
り
札
と
し
て
、
観
光
立
国
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
側
の
体
制
整
備
や
先
進
事
例
か
ら
学
び
を
深
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振

興
の
促
進
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

集合写真
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森
と
の
つ
き
合
い
方

東
京
都
檜
原
村
に
あ
る
会
社
の
事
務
所

は
狭
い
生
活
道
を
上
っ
て
い
っ
た
山
の
上

に
あ
り
、
た
ま
に
海
外
か
ら
来
た
人
が
ふ

ら
っ
と
歩
い
て
き
て
、
ど
こ
へ
い
く
の
か

な
と
思
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
見
晴
ら

し
の
い
い
場
所
で
２
時
間
で
も
３
時
間
で

も
過
ご
し
て
い
る
。本
を
読
む
で
も
な
く
、

弁
当
を
食
べ
る
で
も
な
く
、
た
だ
ボ
ー
っ

と
し
て
い
る
。

今
の
日
本
で
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
人

が
ど
れ
だ
け
い
る
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
街
の
公
園
の
ベ
ン
チ
で
な

ら
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
森
に

入
っ
て
同
じ
よ
う
に
過
ご
せ
る
か
と
い
う

と
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
。

森
に
入
る
こ
と
に
慣
れ
て
な
い
の
で
、

ど
う
過
ご
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
も

い
れ
ば
、
せ
っ
か
く
森
に
来
た
の
だ
か
ら

何
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え
、
結
局
ジ
タ
バ

タ
し
て
疲
れ
て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
と
違
う
「
非
日
常
世

界
」
に
、
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
や
は
り
森
の
中
で
自
然
に

ボ
ー
っ
と
で
き
る
よ
う
な
人
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
「
木
育
」
な
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
に
慣
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

今
日
本
に
あ
る
森
林
の
約
半
分
は
戦
後

植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
木
も

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
に
は

樹
齢
１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

当
社
は
そ
の
森
林
の
手
入
れ
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
そ
の
手
入
れ
が
間
に
合
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
あ
と
30
年
ほ
ど
で
日
本

中
に
美
し
い
巨
樹
の
森
が
広
が
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
。

そ
の
森
林
の
有
形
無
形
の
恵
み
を
享
受

す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な

い
わ
け
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
と

難
し
く
聞
こ
え
る
の
で
、
慣
れ
て
お
く
と

い
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

有
形
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
子
ど
も

の
う
ち
か
ら
木
の

お
も
ち
ゃ
や
遊
具

で
遊
び
、
子
ど
も

の
過
ご
す
空
間
を

木
質
化
す
る
こ
と

で
、
本
能
的
に
木

の
良
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す

し
、
無
形
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
樹

上
の
世
界
を
楽
し
む
も
よ
し
、
森
で
枝
を

拾
っ
て
無
邪
気
に
遊
ぶ
の
も
よ
し
。

た
だ
、
木
の
あ
る
空
間
が
気
持
ち
良
い

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
い
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

当
社
で
は
２
０
０
６
年
の
創
業
当
初
か

ら
木
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
子
ど
も
向
け
の
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
木
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
と

し
て
檜
原
村
は
２
０
１
４
年
に
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
調
印
式
後
の
円
卓
会
議
の
中
で
、「
檜

原
村
ト
イ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト
イ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
は
、
ド
イ
ツ
の
ザ

イ
フ
ェ
ン
村
を
ヒ
ン
ト
に
日
本
で
木
の
お

も
ち
ゃ
と
言
え
ば
檜
原
村
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
木
材
産
業
を
興
そ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
２
０
１
９
年
に
は
檜
原
村
に
新
た
に

木
工
房
を
構
え
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を
製
造

し
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
は
近
く
の
山
や

川
で
遊
べ
る
「
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
（
仮
称
）」
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
東

京
の
子
ど
も
た
ち
が
、
林
業
と
木
材
産
業

を
体
感
的
に
学
べ
る
総
合
的
な
施
設
と
な

る
予
定
で
す
。

美
術
館
へ
行
く
よ
う
に
森
へ

日
本
に
は
、
豊
富
な
森
林
が
あ
り
、
水

資
源
も
あ
り
、肥
沃
な
大
地
も
あ
り
ま
す 

。

こ
の
よ
う
な
国
は
本
当
に
貴
重
だ
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
面
積
の
約
７
割
が
森
林
で

す
か
ら
、
誰
で
も
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ

ば
そ
ん
な
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
を
通
じ
て
、
今

の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
、

ま
る
で
映
画
館
や
美
術
館
に
行
く
よ
う
な

感
覚
で
、
森
に
入
っ
て
ボ
ー
っ
と
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
人
が
ひ
と
り
で
も
多
く

増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

東
京
都
檜
原
村

檜原村トイビレッジ構想パース

ツリークライミング

―
檜
原
村
ト
イ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
―

樹
齢
１
０
０
年
の
森
と

 

子
ど
も
を
つ
な
ぐ
木
育

青
木
　
亮
輔

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
　
代
表
取
締
役
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書 籍 紹 介

私は、7年間民間企業に勤務した後、転職して公務員となった。私が勤務していた民間企業は、
転勤を伴う営業職だったこともあり、異動の内示は 1カ月前であった。内示後は、1週間かけ
て後任に引継ぎ、次の1週間で新しい異動先の引継ぎを受け、最後の1週間で残務処理をする、
1カ月程度のスケジュール感であった。
ところが、公務員となり初めての異動の時期が迫ってきた際、内示後、1日で引継ぎ、1日で

引継ぎを受け、1日で残務処理という、実質 3日程度のスケジュール感であることを知り、非
常に衝撃を受けたことを今でも鮮明に覚えている。
公務員に転職して 9年が経過し、内示から実質 3日程度しか期間がない異動にも、自己流で

はあるが慣れてきたところ、今回、2年間、地域活性化センターへ派遣されることとなった。こ
こは、大部分の職員が、毎年、担当変更や異動があるスピード感のある職場であったことから、改めて異動の在り方について
学びたく、この本を手にとった。
この本は、以下の5ステップで構成されている。
1　内示が出た！焦らずしっかり異動に備える　2　最初が肝心！ここで差がつく最初の1週間
3　2カ月勝負！業務を覚える、3年先を描く　4　手ごたえ実感！地力を高める、実績を重ねる
5　強みを磨く！異動を力に変える7つの習慣
それぞれのステップは7～ 11項目に分かれていて、各項目は3～ 4ページ程度と、区切り良くサクサク読める。特に印象

的だったのは、巻末の結びの部分に公務員の異動をたんぽぽの種に例えていた部分である。「タンポポの種は良い風に乗り、行
く先は選べないが、新しい土地で花を咲かす」。異動という風に乗り、新しい異動先で公務員として花を咲かす、成果を出すた
めのノウハウが、この本に記載されている。また、異動という視点から見た、公務員としての業務への取り組み姿勢を説いて
いる本であるとも感じた。
より良い職場作りや、より良い公務員の人生を送るための一助として、若手職員にお薦めの1冊である。

ެ຿һͷʮҟಈʯͷڭՊॻ
堤　直規　著
学陽書房（2017年 6月21日発行）
定価：1600円＋税

この書籍の表紙を見て、すぐ読んでみたいと感じた。私は県庁から地域活性化センターに派遣
され、人材育成室長として初めての管理職を務めることとなった。つい先日まで、県庁では末席
の一担当者だった私が、急に室長の肩書となり、慣れない管理職の業務に日々悪戦苦闘する中、
藁にもすがる思いで、この書籍を読み始めた。
この書籍は、以下に示す7つのステップで構成されている。
ステップ1　課長になったらまずやる7つのこと
ステップ2　チームを率いて、成果を上げる　ステップ3　部下を指導し、成長させる
ステップ4　発信力・発言力を高める　　　　ステップ5　会議を制する
ステップ6　議会対応を身につける　　　　　ステップ7　組織内外で調整・交渉する

各ステップは、さらに数個の項目に分かれており、各項目は3～ 4ページ程度で解説されているため、通勤途中や、昼休憩
などの隙間時間で読み進めることができる。各項目の内容は、自治体職員としての失敗談や成功談など、筆者の経験を交えた
内容が記述されており、現実的かつ親近感を持って読むことができる。
項目の末尾には、その項目の重要なポイント2点が、各1行ずつ簡潔にまとめられており、このポイントのみを読み返すこ

とで復習になり、当書籍の知識を、より確実に身に付けることができる。また、各ステップの最後には、よくある質問というコー
ナーが設けてあり、現実的な問いや疑問に対する筆者の回答が述べられており、参考になる。個人的には、「本当につらい時の
突破口の探り方」という記述が参考になった。
課長になる、なった人のみならず、係長や係長昇任前の職員にも大いに役立つ書籍である。課長の目線・考え方を知ることで、

係長として、どのように行動すれば良いかが見えてくるため、若手中堅職員にもお薦めの1冊である。

ެ຿һͷʮ՝௕ʯͷڭՊॻ
松井　智　著
学陽書房（2018年 5月9日発行）
定価：1900円＋税
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஍Ҭ
501*$4
τϐοΫε

アンテナ
ショップ情報東

京
で
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信

平
戸
市
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会
は
、
平
戸
市
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

を
活
か
し
た
物
産
販
売
や
商
品
開
発
、
観

光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
２
０
１
８

年
10
月
13
日
、
東
京
・
有
楽
町
の
東
京
交

通
会
館
地
下
１
階
に
農
産
物
や
特
産
品
を

豊
富
に
取
り
揃
え
た
「
有
楽
町
ひ
ら
ど
商

館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

東
京
交
通
会
館
に
は
多
く
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
さ
れ
、
全
国
の
美
味
し

い
物
巡
り
か
ら
観
光
案
内
、
移
住
相
談
ま

で
、
地
方
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
お
客
様
に
楽
し
ん

で
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
豊
か
な

海
と
大
地
、
そ
し
て
人
と
歴
史
が
育
ん
だ

平
戸
の
魅
力
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
外
と
の
交
易
で
栄
え
た�

長
崎
県
平
戸
市

長
崎
県
の
北
西
に
位
置
す
る
平
戸
市

は
、
日
本
の
陸
路
（
離
島
除
く
）
の
最
西

端
に
位
置
す
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ

る
城
下
町
で
、
日
本
で
最
初
の
西
洋
貿
易

港
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交

流
が
始
ま
っ
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。以
降
、

教
会
、
史
跡
、
菓
子
な
ど
、
様
々
な
面
で

海
外
交
流
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
景
観
も
雄
大
で
、
玄
界
灘
と
五
島

灘
が
交
差
す
る
天
然
の
漁
場
で
育
ま
れ
た

「
海
の
恵
み
」
と
、
清
ら
か
な
水
と
ミ
ネ

ラ
ル
豊
富
な
潮
風
の
栄
養
に
育
て
ら
れ
た

「
大
地
の
恵
み
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

者
の
真
心
と
と
も
に
平
戸
市
の
大
き
な
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
７
月
に
は
、
世
界
遺
産
と

し
て
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
関
連
遺
産
」
の
12
の
構
成
資
産
の
う

ち
、
平
戸
に
あ
る
２
つ
の
資
産
が
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
最
初
の�

貿
易
港
な
ら
で
は
の
愛
称

鎖
国
政
策
以
前
に
国
際
貿
易
の
窓
口
と

し
て
栄
え
た
平
戸
市
に
は
、
貿
易
拠
点
と

し
て
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
商
館
が
設

置
さ
れ
、
海
外
か
ら
様
々
な
食
物
や
文
化

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
有
楽
町
ひ
ら
ど
商
館

は
、
東
京
・
有
楽
町
に
置
か
れ
た
平
戸
の

「
貿
易
窓
口
」
と
の
意
味
を
込
め
た
店
名

で
、
日
本
最
初
の
貿
易
港
な
ら
で
は
の
名

称
で
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、食
べ
た
ら「
知

り
た
く
な
る
」「
行
き
た
く
な
る
」「
住
み

た
く
な
る
」平
戸
。「
ひ
」ご
ろ
つ
か
え
る
！

「
ら
」
く
に
た
べ
れ
る
！
「
ど
」
れ
も
お

い
し
い
！
「
ひ
」「
ら
」「
ど
」
の
商
品
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
商
品

有
楽
町
ひ
ら
ど
商
館
で
は
、
約
４
６
０

年
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
神
父
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
伝
統
菓
子
「
カ
ス
ド
ー
ス
」
や
上

質
で
深
い
旨
味
の
出
汁
が
と
れ
る
「
あ
ご

（
ト
ビ
ウ
オ
）」
の
加
工
品
、
旬
の
農
産
物

な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
多
く
の

商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観

光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

設
置
、
映
像
も
放
映
し
て
お
り
、
平
戸
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
楽
町
ひ
ら
ど
商
館
か
ら�

つ
な
が
る
平
戸

平
戸
の
商
品
を
食
べ
て
物
語
や
歴
史
を
感

じ
て
い
た
だ
き
、
平
戸
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
も
ら
え
る
お
店
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
、
食

べ
た
ら「
知
り
た
く
な
る
」「
行
き
た
く
な
る
」

「
住
み
た
く
な
る
」
平
戸
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
平
戸
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

―
歴
史
を
紡
い
だ
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
城
下
町
・
平
戸
―

平
戸
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
有
楽
町
ひ
ら
ど
商
館
」が
オ
ー
プ
ン

平
戸
市
地
域
資
源 

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
　
会
長

藤
澤
　
美
好有楽町ひらど商館 内装

有楽町ひらど商館 外観
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活
動
の
始
ま
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
も
り
ラ
ジ
オ
く
ら
ぶ

（
通
称
「
あ
お
ラ
ジ
」）
は
、
平
成
20
年
１

月
に
設
立
、
同
年
４
月
に
法
人
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
青
森
市
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
（
市
町
村
域
を
放
送

対
象
エ
リ
ア
と
す
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

局
）
の
設
置
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
、
県

域
放
送
局
や
他
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
局
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
を
経

験
し
た
人
達
も
お
り
、
私
も
県
域
放
送
局

で
記
者
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
験
し
ま
し

た
。
当
時
か
ら
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
平

時
に
お
い
て
も
地
域
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
他
地
域
で
の
実

用
例
か
ら
青
森
市
で
も
存
在
意
義
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

番
組
制
作
講
座
か
ら�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
へ

活
動
当
初
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

実
現
に
向
け
青
森
市
内
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
そ
の
意
義
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
情
報
発
信
の
価
値
と
意
義

を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
番
組
制
作
講

座
、
表
現
力
を
取
得
す
る
た
め
の
ド
ラ
マ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
朗
読
劇
）
を
企
画
、
実

施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
既
に
県
域

放
送
局
の
本
社
が
あ
る
青
森
市
に
、
新
た

な
ラ
ジ
オ
局
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
と

い
う
声
が
強
く
、
資
金
調
達
な
ど
の
難
し

さ
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
平

成
22
年
に
青
森
市
に
あ
る
芸
術
施
設
が
実

施
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
（
芸
術
家
が
一
定
期
間
あ
る
地

域
に
滞
在
を
し
て
作
品
を
制
作
す
る
事

業
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
市

民
が
制
作
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
24
時
間
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
行
わ
れ
、
あ
お
ラ
ジ
は
「
副
音
声
に

よ
る
24
時
間
生
放
送
」
を
提
案
し
、
同
時

配
信
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
常
時
２
０

０
近
い
ア
ク
セ
ス
数
を
記
録
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
の
可
能
性
を

実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
森
市
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
放
送
席
を
設
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
配
信
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
平

成
24
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
ラ
ジ

オ
局
「
Ａ
ｉ
ｒ
＋
（
エ
ア
プ
ラ
ス
）」
と

明
示
し
、
こ
れ
ま
で
青
森
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
、
市
民
ラ
ジ
オ
を
意
識
し
た

様
々
な
番
組
を
制
作
、発
信
し
て
い
ま
す
。

発
信
者
が
成
長
し
夢
を
か
な
え
る

〝
Ｄ
Ｊ
（
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ�

Ｊ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ

＝
ド
リ
ー
ムŋ

ジ
ョ
ッ
キ
ー
）〞

あ
お
ラ
ジ
の
根
幹
は
、
市
民
参
加
の
番

組
制
作
で
あ
り
、
特
に
市
民
が
自
身
の
言

葉
で
語
り
、
発
信
す
る
こ
と
を
最
重
要
テ

ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
は「
市

民
Ｄ
Ｊ
発
掘
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
市
民
の
語
り
手
の
発
掘
・
育
成
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
団
体
が
番
組
を
制
作
し
、
発
信
す
る
こ

と
で
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
団
体

が
成
長
し
て
い
ま
す
。
実
例
で
は
、
青
森

市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
団
体
「
カ
ッ

チ
ャ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、「
レ

デ
ィ
オ
☆
カ
ッ
チ
ャ
ー
ト
」
と
い
う
番
組

を
制
作
し
ま
し
た
。
市
内
の
女
性
達
に
よ

る
様
々
な
ト
ー
ク
や
音
楽
番
組
は
、
団
体

の
知
名
度
の
向
上
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

で
多
く
の
来
場
者
を
集
め
る
な
ど
の
効
果

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ

ア
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を

紹
介
す
る
番
組
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
レ
ッ

ト
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
が
番
組
出
演
を
き
っ

か
け
に
、
県
域
放
送
や
新
聞
記
事
で
紹
介

さ
れ
る
な
ど
の
効
果
を
生
み
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
で
、
発
信
者
は
自
身
の
夢
を

市
民
主
体
の
情
報
発
信
で

�

人
・
組
織
・
地
域
の
成
長
を
応
援

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
ラ
ジ
オ
局
―

小
笠
原
　
秀
樹

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
も
り
ラ
ジ
オ
く
ら
ぶ 

理
事
・
ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
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全国協議会登録団体の紹介

NPO法人
あおもりラジオくらぶ
（青森県青森市）
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叶
え
る
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
「
Ｄ

Ｊ
（
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｊ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ
＝
ド

リ
ー
ム
・
ジ
ョ
ッ
キ
ー
）」
で
あ
り
、
あ

お
ラ
ジ
は
そ
の
よ
う
な
人
達
を
応
援
す
る

こ
と
で
、
そ
の
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

組
織
も
地
域
も
成
長
す
る
と
い
う
将
来
像

を
明
確
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｊ

を
増
や
し
た
い
、
そ
の
思
い
で
発
信
者
の

自
分
ら
し
さ
を
前
面
に
出
し
た
番
組
の
企

画
、
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

未
来
創
造
ラ
ジ
オ�

〜
誰
も
が
未
来
の
創
造
者
〜

あ
お
ラ
ジ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を

始
め
て
以
降
認
知
度
が
上
が
り
、
Ａ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
青
森
ね
ぶ

た
祭
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
発
生

日
に
合
わ
せ
た
配
信
な
ど
、
定
例
化
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
提
供
や

番
組
制
作
に
協
力
を
す
る
団
体
も
増
え
て

お
り
、
青
森
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
の

公
開
討
論
会
な
ど
、
青
森
市
民
の
た
め
の

番
組
も
増
え
て
い
ま
す
。
設
立
10
年
が
経

過
し
た
平
成
30
年
３
月
に
は
、
記
念
番
組

「
未
来
創
造
ラ
ジ
オ
〜Live for the 

Future

　Live for the D
ream

〜
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
公
開
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
会
場
か
ら
生
配
信
し
た
ほ
か
、
テ
レ
ビ

番
組
と
し
て
も
収
録
し
、
青
森
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま

し
た
。
夢
は
見
る
だ
け
で
な
く
未
来
に
向

け
て
行
動
す
る
、
未
来
を
創
る
の
は
私
た

ち
市
民
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
発
信
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
集
い
、
つ
な
が
る

「
場
」
を
創
る�

〜
あ
お
ラ
ジ
の
こ
れ
か
ら
〜

あ
お
ラ
ジ
が
設
立
当
初
に
掲
げ
た
、
青

森
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
設
置
は
い

ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

目
的
を
達
成
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
活
動

し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
放
送
局
は
目
的

で
は
な
く
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
立
派
な
公
民
館
が
あ
っ
て
も
、
利
用

す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
放
送
も
同
じ
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
は
な
く
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
の
、
放
送
と
い
う

「
場
」
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
場
に

は
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、
イ
ベ
ン
ト
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、
障
害
の
あ
る
人
と
様
々
な
人
た
ち

が
集
い
、
地
域
に
は
多
様
な
市
民
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
県
域
放
送
で
は
網
羅
で
き

な
い
多
様
な
声
を
届
け
、
多
く
の
人
が
集

い
、
つ
な
が
る
場
を
創
る
た
め
に
も
、
あ

お
ラ
ジ
の
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
の
役
割
も
再

認
識
さ
れ
、
そ
の
点
か
ら
全
国
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
設
置
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
青
森
市
に
お
い
て
も
、
災
害
時
の

情
報
発
信
の
あ
り
方
、
関
わ
り
方
を
検
討

し
な
が
ら
、
行
政
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
局
の
実
現
に
向
け
た
提
言
へ
と
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

番組制作講座

大学生による番組制作体験

他団体と合同で行った公開放送

「レディオ☆カッチャート」配信の様子
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第６回 ふるさとパンフレット大賞
地域活性化センターでは、「ふるさと情報コ

ーナー」（中央区日本橋・日本橋プラザビル１階）
において都道府県・市町村の観光・イベント等
のパンフレット約 2,600 種類を展示し、来訪
者の皆様にご自由にお持ち帰りいただいていま
す。同コーナーは、年間約 34 万部のパンフレ
ットを提供しており、有名な観光地のある地域
のパンフレットをはじめ、人気を博しています。
そこで、当センターでは、デザインや魅力的

なフレーズ、使い勝手の良さ、アイデアなど、
優れたセンスで地域情報を発信しているパンフ
レットを表彰する「ふるさとパンフレット大賞」
を実施しています。6回目となる今年度は、平
成 30 年 10 月 25 日に地域活性化センター大会
議室で選考を行い、次のとおり各賞が決定しま
したのでご報告いたします。

【選考委員】
委員長　  南　伸坊　氏

（イラストレーター）
委　員　  楓　千里　氏

（  株式会社JTBパブリッシング 顧問）
  パックン　氏
（お笑いコンビ パックンマックン）
  マックン　氏
（お笑いコンビ パックンマックン）
  岩崎正敏　氏
（一般財団法人地域活性化センター
常務理事）

【後　　援】
時事通信社、共同通信社

大৆のळాݝは、ܹ૿している֎
όーδϣޠࠃに中͚޲٬ޫ؍人ࠃ
ϯ、ؖޠࠃόーδϣϯ、λΠޠόー
δϣϯなど、それͧれݸผにͬ࡞た
その「ܾ断」がධՁ͞れました。

༏ल৆のʰこまつまなͼʱはඒし
いࣸਅ΍ϨΠΞ΢τ、σβΠϯの手ܰ͞がങわれました。

ಆ৆のʰ.inato $ity (uiEe anE EtiRuetteʱは、大׶
৆のळాݝと対র的に̐かޠࠃをฒ記するํ式にした
たΊに、ࣸਅが小͞くなͬてັ力が໨ݮりしました。಺
༰はいいのに「ؤுりすぎたで৆」とύοΫϯҕһから
෉が޻΋཈えるࢉがありました。ฒ記しないで༧ݴൃ
できるといいですͶ。

બߟҕһ௕ߨධɹೆ�৳๥�ҕһ௕

受賞団体
【大　　　賞】  秋田県

「県勢情報誌“One and Only JAPAN AKITA”」
【優　秀　賞】 石川県小松市

「こまつまなび～こまつの文化にふれて～」
【南 伸 坊 賞】 福岡県吉富町

「聞かれすぎて慣れました 吉富町ってどこ？」
【楓 千 里 賞】  大分県竹田市

「暮らすように旅する竹田 つくりてのつくるば」
【パックン賞】  天草・宇土半島地域広域連携事業実行委員会

「天草・宇土半島 ワイルド島と男メシ」
【マックン賞】  群馬県嬬恋村

「妻との時間をつくる旅 公式ガイドブック」
【地域活性化センター賞】
   静岡県静岡市

「しずおか東海道まちあるきガイドブック」
【敢　闘　賞】  群馬県沼田市

「天空の城下町 真田の里 沼田」 
東京都港区
「Minato City Guide and Etiquette 港区観光＆マ
ナーブック」

【
大
賞
】
秋
田
県

27 2019・1月号 地域づくり 本編 2019・1月号地域づくり 本編 26



受賞パンフレットは、日本橋プラザビル１階「ふるさと情報コーナー」でも展示しておりますが、パンフレッ
トによっては、在庫が僅少のものもございます。入手できない場合もありますのでご了承ください。

＜ふるさと情報コーナー＞東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル１階　℡03-5202-6137
※各受賞作品へのコメントなど詳細は、センターのホームページでご覧ください。　http://www.jcrd.jp/

【楓千里賞】
大分県竹田市

【南伸坊賞】
福岡県吉富町

【敢闘賞】
群馬県沼田市

【パックン賞】
天草・宇土半島地域
広域連携事業実行委員会

【地域活性化センター賞】
静岡県静岡市

【マックン賞】
群馬県嬬恋村

【敢闘賞】
東京都港区

選考委員の皆様（左から　楓千里委員、南伸坊委員長、パックン
委員、マックン委員、岩崎委員）

【優秀賞】
石川県小松市
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安
中
市
は
、
群
馬
県
の
西
部
に
位
置
し
、
高
崎
市
や
富
岡
市
、

長
野
県
軽
井
沢
町
に
接
す
る
人
口
約
５
万
８
千
人
の
ま
ち
で
す
。

日
本
三
大
奇
勝
の
一
つ
、
妙
義
山
や
碓
氷
峠
な
ど
の
山
々
に
囲
ま

れ
、
市
内
を
碓
氷
川
、
九
十
九
川
の
清
流
が
潤
し
、
里
山
の
風
景

を
残
す
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
古
く
は
東
山
道
、
近
世
に
は
中

山
道
の
宿
場
、
関
所
が
置
か
れ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
現

在
も
市
内
に
北
陸
新
幹
線
の
安
中
榛
名
駅
、
上
信
越
自
動
車
道
の

松
井
田
・
妙
義
、
碓
氷
・
軽
井
沢
の
２
カ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、
交
通
・
輸
送
の
要
所
と
し
て
栄
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
は
、
温
泉
マ
ー
ク
発
祥
の
地
磯
部
温
泉
、

め
が
ね
橋
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
レ
ン
ガ
造
り
の
国
指
定
重

要
文
化
財
碓
氷
第
三
橋
梁
等
を
擁
す
る
碓
氷
峠
周
辺
地
域
、
秋
間

梅
林
な
ど
、
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
２
月
に
は
、
江
戸
時
代
の

安
中
藩
主
・
板
倉
勝
明
が
、
若
い
藩
士
た
ち
の
鍛
練
の
た
め
に
実

施
し
た
安
政
遠
足
（
あ
ん
せ
い
と
お
あ
し
）
と
言
わ
れ
る
日
本
で

最
初
の
マ
ラ
ソ
ン
を
題
材
に
し
た
映
画
「
サ
ム
ラ
イ
マ
ラ
ソ
ン
」

が
全
国
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
本
市
の
人
口
は
平
成
11
年
の
約
６
万
７
千
人
を
ピ
ー
ク

に
、
長
期
的
減
少
局
面
に
移
行
し
て
お
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
少

子
高
齢
化
も
急
速
に
進
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

人
口
の
減
少
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
社
会
資
本
整
備
、
地
域
経
済
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
な
ど
様
々
な
分
野
に
影
響
を
与

え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
は
平
成
26
年
４
月
に
市
長

に
就
任
し
、
本
年
４
月
に
は
、
再
び
市
民
の
付
託
を
得
て
、
２
期

目
の
市
政
運
営
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
市
長
就
任
時
に
考
え
た

こ
と
は
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
す
こ
と
を
第
一
に
、

「
市
民
の
力
や
地
域
の
力
」
を
源
と
し
た
、
市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
し

た
。
１
期
目
の
４
年
間
で
は
、
こ
の
考
え
を
基
本
と
し
て
、
各
種

施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

近
年
、
社
会
構
造
の
変
化
や
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
よ
り
、
行
政
ニ
ー
ズ
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
は
、
行
政
だ
け
の

力
で
は
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、「
安
中
を
今
よ
り
も
良
い
ま
ち
に
し
た
い
、
そ
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
こ
の
地
に
受

け
継
が
れ
る
人
づ
く
り
の
精
神
と
と
も
に
、
多
く
の
活
動
と
し
て

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
新
た
な
総

合
計
画
「
第
２
次
総
合
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
度
〜
平
成
38
（
２
０
２
６
）
年
度
）」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

本
市
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
地
域
の
課
題
を
「
自
分
た
ち
の

こ
と
」
と
し
て
共
に
考
え
、
協
力
し
、
よ
り
よ
い
解
決
を
目
指
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
市
民
総
働
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。「
総
働
」
と
は
、
市
民
を
含

む
多
様
な
主
体
（
市
民
、
行
政
、
民
間
事
業
者
、
専
門
家
、
学
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
）
が
、
共
通
の
課
題
認
識
の
も
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、「
オ
ー
ル
安
中
」
で
自
主
的
・

自
立
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
市
に
暮
ら
す
住
民
が
「
こ
の
ま
ち

が
好
き
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が

大
切
で
す
。
現
在
、
本
市
で
は
、
多
世
代
交
流
に
よ
る
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
と
し
て
、「
安
中
市
子
育
て
・
交
流
・
憩
い
の
広
場
（
仮

称
）」
の
施
設
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
様
な
世
代
が
年
間
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
様
々
な
企
画
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
の
施

設
で
は
、
子
育
て
世
代
を
応
援
し
な
が
ら
、
互
い
に
助
け
合
い
支

え
合
え
る
よ
う
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
多
様
な
主
体

が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
「
総
働
」
の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。第

２
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
、
本
市
の
将
来
像
「
み
ん
な
元
気

で
　
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
　
市
民
総
働
の
ま
ち
　
あ
ん
な
か
」
を

実
現
す
る
た
め
、
今
後
と
も
各
種
施
策
に
全
力
で 

取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

௕ࢢத҆ݝഅ܈ 茂木　英子

「市民総働」による
まちづくりを目指して

2019・1月号地域づくり 本編 28



ＣＯＮＴＥＮＴＳ２０１９�
 1 巻頭エッセー／交流新時代への福井の飛躍 ੢઒Ұ੣ʢ෱Ҫݝ஌ࣄʣ

特　集 金融機関と地域活性化

1

表
紙

国
宝
松
本
城
氷
彫
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ớ
長
野
ݝ
দ
ຊ
ࢢ
Ờ

ຊ
भ
ٴ
ͼ
長
野
ݝ
の
΄
΅
த
ԝ
ʹ
Ґ
ஔ
͢
Δ
৴
भ
ɾ

দ
ຊ
͸
、
ඪ
ߴ
໿
̒
̌
̌
ἇ
ʹ
Ґ
ஔ
͠
、
ྫྷ
ྋ
Ͱ
੖
ఱ

͕
ଟ
͍
ؾ
ީ
の
஍
Ͱ
͢
Ố

ࢢ
֗
஍
͸
ࠃ
ๅ
দ
ຊ
৓
Λ
த
৺
ʹ
৓
Լ
ொ
の
෩
৘
Λ

࢒
͠
、
ྺ
࢙
ͱ
จ
Խ
Λ
ײ
͡
͞
ͤ
ͯ
͘
Ε
Δ
֗
ฒ
Έ
ͱ

ͳ
ỳ
ͯ
͍
·
͢
Ố
੢
ʹ
͸
̏
̌
̌
̌
ἇ
ڃ
の
ल
ๆ
࿈
ͳ

Δ
๺
Ξ
ϧ
ϓ
ε
、
౦
ʹ
͸
ோ
๬
の
ૉ
੖
Β
͠
͍
ඒ
ἃ
ݪ

ߴ
ݪ
Λ
༗
͠
ͯ
͍
·
͢
Ố

ࠃ
ๅ
দ
ຊ
৓
ණ
ூ
ϑ
ỻ
ε
ς
ỹ
バ
ϧ
̎
̌
̍
̕
͸
ฏ

成
úø
೥
̍
݄
ùý
೔
ɾ
ùþ
೔
ʹ
দ
ຊ
৓
ެ
Ԃ
Ͱ
։
࠵
͞
Ε

·
͢
Ốủ
શ
ࠃ
ණ
ூ
ί
ン
Ϋ
ồ
ϧ
Ứ
͸
ख़
࿅
の
ٕ
ज़
Λ

࣋
ͭ
બ
ख
͕
ू
·
り
、
໷
Λ
ప
͠
ͨ
࡞
ۀ
Ͱ
ණ
૾
Λ
੍

࡞
͠
·
͢
Ố
Ϋ
ϥ
イ
Ϛ
ỽ
Ϋ
ε
͸
ùþ
೔
ૣ
ே
Ố
׬
成
͠

ͯ
ؒ
΋
ͳ
͍
ϥ
イ
τ
Ξ
ỽ
ϓ
͸
ѹ
ר
の
ޫ
ܠ
Ͱ
͢
Ố

দ
ຊ
の
ౙ
ͳ
Β
Ͱ
͸
の
イ
ϕ
ン
τ
Ͱ
͢
Ố
օ
༷
の
͓

ӽ
͠
Λ
৺
Α
り
͓
଴
ͪ
͠
ͯ
͓
り
·
͢
Ố

໰
͍
߹
Θ
ͤ
ઌ
ử
ࠃ
ๅ
দ
ຊ
৓
ණ
ூ
ϑ
ỻ
ε
ς
ỹ
バ
ϧ

࣮
ߦ
ҕ
һ
ձ
ࣄ
຿
ớہ

̌
̎
̒
̏
ổ
̏
̐
ổ
̔
̏
̌
̓
Ờ

ớ
ࣸ
ਅ
ఏ
ڙ
ử
দ
ຊ
ࢢ
؍
ޫ
Թ
ઘ
՝
Ờ氷彫作品と国宝松本城

レギュラーリポート

 2  地域金融機関による地方創生と地域連携 Ո৿৴ળʢਆށେֶࡁܦ
तʣڭॴڀݚӦܦ

 6 北海道苫小牧市 信用金庫が結婚をサポート ࠤ੉ӳ໌

 8 岐阜県高山市 電子地域通貨「さるぼぼコイン」でお金の地産地消 ాத௚थ

 12  地方銀行と自治体が連携した地方創生の取り組み ؎ࢁ৴඙ʢҰൠࣾஂ๏ਓશࠃ஍ํۜڠߦձ
຿෦ެ຿ࣨ௕݉෦௕୅ཧۀ ʣ

基調論文

副基調論文

Ҡॅ・定ॅ・ަྲྀਪਐࢧԉ事業　新ׁࡾݝ৚市
ものづくりۀاでインターンシップ̫ ॅډしࢼ͓
	 ॾڮΈ͖ͣ

地ํ૑ੜ実ફक़　௕野ݝ൧ా市
౰事ऀҙࣝからੜまれる共創の࢓組Έ
	 ேԬ޾඙

ฏ成30年度地ํ૑ੜϑΥーϥϜ in ಸྑ
ಸྑで地ํ創ੜフΥーϥムを։࠵
ฏ成30年度౔೔ू中ηϛφー
取り組む΂き成長෼野のインό΢ンドઓུ、ࠓ
地ํ૑ੜ΁ʙ΢οドελーτએݴ　東京都ᐻݪ村
थྸ̍ ̌̌ ೥の৿とࢠͲもをつな͙ 木育
	 ੨໦྄ี

ॻ੶঺հ

14

16

18

Ξϯςφγϣοϓ৘ใ
ฏށ市Ξンςφショップ「༗ָொひらͲ঎館」がΦープン
	 ౻ᖒඒ޷

地域ͮくりの現場から
/P0 ๏人あ͓΋りϥδΦくらͿ　੨森ݝ੨森市
市民主体の৘ใൃ信で人ɾ組৫ɾ地域の成長をԠԉ
	 খּݪलथ

ୈ 6 回;る͞ とύϯϑϨοτ大৆
首長の思い
「市民૯働」にΑるまちづくりを目指して

ໜ໦ӳࢠʢ܈അ҆ݝதࢢ௕ʣ

24

26

28

23

20

21

22

●๺ւಓ� �஍ํ૑ੜʹऔΓ૊Ήͯ͠ܞͱ࿈ۀا੓ɺେֶɺߦ େಓɹ޼
�੢࿨լொݝखؠ● ʮ࡞Δʯ͔ΒʮചΔʯ·Ͱͷτʔλϧࢧԉ� ༞थڮ∁
●ઍ༿ݝ� ࣏ࣗମͱ࿈ͯ͠ܞ஍ํ૑ੜΛࢧԉ� ੴོจࡾ
●੩Ԭݝ� �౔ѪΛৢ੒͢ΔڷʹͲ΋ͨͪࢠ େڮɹ߂
●େࡕ෎ຕํࢢɺ৸԰઒ࢢɺ࢛ᑍ೅ࢢɺ໳ਅࢢɺେ౦ࢢɺकࢢޱɺަ໺ࢢ
�� �ʮ८ϦζϜ�ʯۀࣄɾॅସ͑ଅਐډۙ খ੢խ੖
●ಸྑݝ� ʮՔ͙ޫ؍ʯʹޫ؍͚޲ৼڵʹऔΓ૊Ή� ԣ୩࿨໵
●ௗऔݝ� ஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠͷ૬ஊ૭ޱͱͳΔۜߦʹ� ᜊ౻ߒจ
●Ѫඤݝ� ϑΝϯυΛ׆༻ͨ͠஍Ҭੑ׆Խ� നੴ༤Ұ
●෱Ԭݝ� ஍ۜͱ࿈ܞɺ֤஍Ͱ৽ͨͳ̖̞ۀࣄ૑ग़Λ� टӳ༟࠷
�ݝຊ۽● ૑଄త෮ڵΛ໨ͯ͠ࢦʮ৯ʯͱʮޫ؍ʯΛ੝Γ্͛Δ� ԣా࢘ݑ

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3	खલΈͦですがʜ	 ʲฌݿ県三田市ʳ

三田市は、大阪や神戸といった大都市の近
郊にありながら、豊かな自然に恵まれ、

市内には美しい街並みのニュータウン、里山
や田園景観など日本の原風景が残る農村地域、
そしてかつての城下町の歴史を感じる市街地
など、個性あふれる魅力が集まったまちです。
豊饒な土壌と気温の寒暖差に恵まれた大地

の恵みも豊富で、「美食のまち三田」を推進し
ています。１頭１頭丁寧に育てられた三田牛
は、肉質、脂質ともに食通をうならせる上質な味と高い評価を得ています。
全国に三田市を発信する取り組みとして、幕末に日本人で初めてビールの醸造に

成功したと言われる三田出身の蘭学者・川本幸民にちなみ、毎年11月３日に「三田
ビール検定」を実施しています。川本幸民の製法を再現した「幕末のビール復刻版　
幸民麦酒」も販売しています。
また、「さんだ」と語感が似ているサンタクロースにちなんだ「サンタ×三田プロ

ジェクト」を実施し、12月をサンタ月間として様々なイベントを実施しています。

█有馬富士公園あそびの王国
三田の伝説をテーマにした遊具が点在

明日の風が見えるまち
三田市

三田市

兵
庫
県

239

█サンタバス
サンタ ×三田プロジェクトのメインイ
ベントとして、連節バスの車内で楽し
いイベントを開催

█三田ビール検定
全国から集まった受検者がビールと三
田の問題にチャレンジ

█幸民麦酒
幕末に川本幸民が醸造したビールを小
西酒造が復刻。ふっくらとした香りと
クリーミーな泡が特徴

█皿池湿原
ハッチョウトンボ（日本一小さなトンボ）
など希少な生物が生息する県下有数の貴重
な生態系が残る

█心月院
吉田茂の懐刀と呼ばれた白洲次郎、その妻
正子の墓所がある

█天空のまち
まちが濃霧に包まれると有馬富士山頂から
は天空に浮かぶまちのような市街地の光景
が見られることも

█三田肉
見事な霜降りをもち、柔らかく繊細で濃密
なうま味は高い評価を得ている
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金融機関と地域活性化

北海道苫小牧市（p６-７）
苫小牧信用金庫本店敷地内に設置した縁結びの鈴と祠
1

●3

●1
●2

●5 ●4

岩手県西和賀町（p10-11）
官民一体で商品開発の打ち合わせ
3

静岡県（p14-15）
「しずおかキッズアカデミー」で親子でお茶摘み体験！お茶講座
も受けました

5
岐阜県高山市（p16-17）

移動販売車でのさるぼぼコイン決済の様子
6

千葉県（p12-13）
空き公共施設視察ツアー
4

北海道（p８-９）
2018.11.5 学校法人日本体育大学等との連携協定締結式の様子
2

本
事
例
は
、そ
ん
な
学
生
の
地
元
就
職
を
支
援
す
べ
く
、

む
つ
市
の
中
核
的
企
業
５
社
と
青
森
銀
行
が
提
携
し
、
地

域
外
に
進
学
し
た
人
が
地
元
に
戻
っ
て
き
た
際
に
奨
学
金

を
支
給
す
る
「
お
か
え
り
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

本
制
度
は
、
①
域
外
の
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
は
卒

業
後
に
就
職
を
希
望
す
る
地
元
企
業
を
予
め
決
め
て
お
く

②
青
森
銀
行
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
進
学
③
地
元
企

業
は
学
生
が
卒
業
後
に
自
社
に
就
職
し
た
際
に
教
育
ロ
ー

ン
の
元
金
分
を
支
給
④
金
利
分
は
在
学
中
に
同
社
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
た
時
の
給
与
で
補
填
す
る
、
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。

む
つ
市
に
は
高
等
教
育
機
関
が
な
く
、
高
校
卒
業
生
の

８
割
以
上
が
地
域
外
に
進
学
す
る
た
め
、
若
い
世
代
に
ど

う
や
っ
て
地
元
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
同
制
度
の
発
案
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
み
ち

の
く
福
祉
会
の
内
田
大
輔
理
事
長
に
経
緯
を
聞
く
と
、「
高

校
の
後
輩
で
あ
る
大
学
生
に
地
元
に
戻
っ
て
こ
な
い
か
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
『
地
元
就
職
だ
と
奨
学
金
が
返
せ
な
い
』

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
発
端
」で
あ
る
と
い
う
。

大
都
市
と
地
方
で
初
任
給
や
待
遇
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
奨
学
金
返
済
は
、
地
元
就
職
の
促
進
に
向
け

た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

内
田
氏
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
意
識
と
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
考
え
て
い
た
奨
学
金
の
支
援
に
つ
い
て
青
森
銀
行
の

支
店
長
に
相
談
し
、
以
降
、
同
行
本
部
担
当
者
も
交
え
て

具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
の
詳
細
を
詰
め
、
制
度
実
現
に
至
っ

た
。
な
お
、
青
森
銀
行
が
同
制
度
で
提
供
す
る
教
育
ロ
ー

ン
は
、
最
優
遇
金
利
を
適
用
し
、
年
間
60
万
円
が
上
限
で

あ
り
、
大
学
在
学
４
年
間
だ
と
合
計
２
４
０
万
円
と
な
る

（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。予
め
就
職
先
を
決
め
て
お
き
、

必
要
な
知
識
を
習
得
し
て
き
た
学
生
を
即
戦
力
の
リ
ー

ダ
ー
候
補
と
し
て
採
用
で
き
る
こ
と
等
を
勘

案
す
る
と
、
内
田
氏
は
企
業
の
負
担
は
決
し

て
大
き
く
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
む

つ
市
も
連
携
に
加
わ
り
、
制
度
Ｐ
Ｒ
等
に
一

役
買
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
く
人
材
の
確
保

は
官
民
共
通
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
民
間

企
業
・
金
融
機
関
の
取
り
組
み
を
、
で
き
る

限
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

あ
る
。

内
田
氏
に
、
地
元
企
業
に
お
け
る
人
材
確

保
の
話
を
聞
く
と
、
な
ぜ
若
い
人
材
が
必
要

か
、
若
い
人
が
人
生
を
か
け
て
就
職
す
る
会
社
と
し
て
の

魅
力
は
何
か
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
企
業
が
し
っ
か
り
発

信
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
本
当
に
熱
く
語
ら
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
思
い
を
自
治
体
と
地
元
金
融
機
関
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
結
実
さ
せ
る
。
産
官
金
連
携
の

お
手
本
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
紙
面
の
関
係
か
ら
４
事
例
の
み
の
紹
介
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
事
例
集
に
は
全
20
の
事
例
を
掲
載
し
て

い
る
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
地
方
銀
行
が

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
」
と
い
っ
た
お
声
も
頂
戴
し
て
お
り
、
私
ど
も
と

し
て
も
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

本
事
例
集
に
ご
関
心
の
向
き
は
、
ぜ
ひ
当
協
会
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
当
協
会
は
、
会
員
銀
行
の
担
当

者
を
対
象
に
、
地
方
創
生
に
関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
の
研

修
・
勉
強
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。
私
ど
も
の
取

り
組
み
が
、
各
地
で
熱
い
思
い
を
も
っ
て
地
方
創
生
を
志

向
す
る
皆
様
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

移住定住（青森県むつ市／青森銀行）地元企業５社とむつ市、青森銀行が連携

事例集表紙
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奈良県（p20-21）
奈良市から受託して行う「空き家・町家見学ツアー」
8

●7

●8●10●11
●12

●9 ●6

●5

愛媛県（p24-25）
「えひめベンチャーファンド2013」の投資先
であるアザース株式会社がTOKYO PRO 
Marketに上場

10

福岡県（p26-27）
OpenAILabハンズオンセミナーの様子
11

熊本県（p2�-2�）
香港にて熊本ＰＲを行う飲食店「割烹櫓杏（ろあん）」の開業
１周年式典

12

大阪府枚方市、寝屋川市、四條畷市、門真市、大東市、守口市、
交野市（p1�-1�）

京阪電気鉄道との包括連携協定

7

鳥取県（p22-23）
民宿買い取り案件（支援の様子）
9



特 集
期
待
さ
れ
る
地
域
金
融
機
関
の
地
方
創
生

金
融
ி
の
「
中
খ
・
地
域
金
融
機
関
向
け
の
૯
合
的
な

؂
ಜ
ࢦ
਑
」
で
、「
ސ
٬
企
業
の
発
ల
の
た
め
に
は
、
地

域
や
広
域
の
׆
性
Խ
ࡦ
の
中
に
、
当
֘
企
業
や
取
Ҿ
先
を

戦
ུ
的
に
Ґ
ஔ
ͮ
け
支
援
す
る
こ
と
が
༗
ӹ
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
、
঎
޻
関
係
ஂ
体
等
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
、
ಛ
に
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
実
ࢪ
す

る
計
ը
的
で
継
続
的
な
取
り
組
み
と
の
༗
機
的
連
携
が
重

要
で
あ
る
」
と
ࢦ
ఠ
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
؂
ಜ
ࢦ
਑
」
で
は
、「
ސ
٬
企
業
の
経
Ӧ
໨

ඪ
の
実
現
や
経
Ӧ
課
題
の
ղ
決
に
向
け
て
ộ
適
時
に
最
適

な
ι
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
を
提
案
す
る
。
そ
の
際
、
必
要
に
Ԡ

͡
、
ސ
٬
企
業
の
ཱ
৔
に
ཱ
っ
て
、
ଞ
の
金
融
機
関
、
外

部
ઐ
໳
Ո
、
外
部
機
関
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
ࠃ
や

地
方
ެ
共
ஂ
体
の
中
খ
企
業
支
援
ࢪ
ࡦ
を
׆
用
す
る
」
こ

と
が
ࢦ
ఠ
さ
れ
、
具
体
的
な
ι
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
事
例
と
し

て
自
治
体
と
連
携
し
た
Ϗ
δ
ω
ス
マ
ッ
ν
ン
グ
の
取
り
組

み
な
ど
が
ࣔ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ސ
٬
の
中
খ
企
業
を
支
援
す
る
際
に
、

自
治
体
な
ど
の
地
域
の
ॾ
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
地
域

金
融
機
関
に
ظ
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

た
だ
し
、
地
域
金
融
機
関
の
連
携
の
重
要
性
・
必
要
性

は
ސ
٬
企
業
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
؂
ಜ
ࢦ
਑
」

で
は
、
わ
͟
わ
͟
「
地
域
の
面
的
再
生
΁
の
ੵ
ۃ
的
な
ࢀ

ը
」
と
い
う
߲
໨
を
ཱ
て
て
、「
地
域
金
融
機
関
は
、
੒

長
分
໺
の
育
੒
や
産
業
集
ੵ
に
よ
る
高
෇
加
Ձ
஋
Խ
な
ど

の
地
域
の
面
的
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
ੵ
ۃ
的
に
ࢀ

ը
す
る
こ
と
が
ظ
待
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
例

え
ば
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
に
よ
る
地
域
׆
性
Խ
に
関
す
る
プ

ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
に
対
し
て
情
報
・
ϊ
΢
ϋ
΢
・
人
材
を
提
供

す
る
こ
と
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
や
中
খ
企
業
関
係
ஂ
体
ٴ
ͼ

地
域
経
済
׆
性
Խ
支
援
機
ߏ
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
的
・
広
域
的
な
׆
性
Խ
プ
ラ
ン
を
ࡦ
ఆ
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
地
域
の
面
的
再
生
に
向
け
て
ੵ
ۃ
的
な
役

割
を
Ռ
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
ࢦ
ఠ
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
金
融
機
関
に
は
ސ
٬
企
業
΁
の
支
援

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化

地
Ҭ
ۚ
༥
ػ
ؔ
ʹ
Α
Δ
地
方
創
生
と
地
Ҭ
連
携

Ổ
取
り
組
み
意
ཉ
は
高
い
が
連
携
に
課
題
も
Ổ

Ո
৿
　
信
ળ

ਆ
ށ
େ
ֶ
ܦ
ࡁ
ܦ
Ӧ
ݚ
ڀ
ॴ
ڭ
त

筆者プロフィール

家森 信善氏
（やもり・のぶよし）

1963 年生まれ。名古屋大学教授、同総長補佐
などを経て、2014 年より神戸大学経済経営研究
所教授。2016年より同副所長を兼務。経済学博士。
これまでに、中小企業研究奨励賞・本賞などを受
賞。現在、金融庁・参与、金融審議会委員、金融
仲介の改善に向けた検討会議有識者メンバー、中
小企業庁・中小企業政策審議会臨時委員、地域経
済活性化支援機構（REVIC）社外取締役、経済産
業研究所ファカルティフェローなどを務める。
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は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
全
体
を
׆
性
Խ
す
る
役
割
も

ظ
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
へ
の
現
場
の
高
い
意
識

ච
者
は
、
２
０
１
５
年
̓
月
か
ら
２
０
１
̓
年
̒
月
ま

で
の
ظ
間
、
ಠ
ཱ
行
੓
法
人
経
済
産
業
研
ڀ
ॴ
に
お
い
て

ϑ
Ỹ
Χ
ϧ
テ
ỹ
ϑ
ỻ
ロ
ー
と
し
て
「
地
方
創
生
に
向
け

て
地
域
金
融
に
ظ
待
さ
れ
る
役
割
Ổ
地
域
経
済
で
の
ޏ

用
の
࣭
向
上
に
ߩ
ݙ
す
る
た
め
の
金
融
を
໨
ࢦ
し
て
Ổ
」

プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
を
実
ࢪ
し
た
。
そ
の
研
ڀ
׆
ಈ
の
一
؀

で
、
２
０
１
̓
年
１
月
に
「
現
৔
か
ら
み
た
地
方
創
生
に

向
け
た
地
域
金
融
の
現
ঢ়
と
課
題
に
関
す
る
実
ଶ
ௐ
ࠪ
」

（
以
Լ
、
支
店
長
Ξ
ン
έ
ー
ト
）
を
実
ࢪ
し
た
。
こ
の
ௐ

ࠪ
で
は
、
全
ࠃ
の
地
域
金
融
機
関
の
支
店
長
̓
０
０
０
人

に
ௐ
ࠪ
ථ
を
ૹ
෇
し
、
２
８
５
８
人
か
ら
ճ
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
詳
し
く
は
、
Ո
森
（
２
０
１
８
）
を
ࢀ
র

し
て
΄
し
い
。

こ
の
ௐ
ࠪ
の
中
で
、「
金
融
機
関
は
地
方
創
生
に
ߩ
ݙ

す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
จ
΁
の
共
ײ
度
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
ճ
答
の
あ
っ
た
２
̓
̕
１
人
の
内
、
ûĀ
・̓
ˋ
が
「
強

く
共
ײ
」、
ûþ
・５
ˋ
が
「
あ
る
ఔ
度
共
ײ
」
と
ճ
答
し
て

お
り
、「
΄
と
ん
ど
共
ײ
し
な
い
」
や
「
全
く
共
ײ
し
な

い
」
は
あ
わ
せ
て
も
１
・
８
ˋ
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、

地
域
金
融
機
関
の
支
店
長
の
΄
ぼ
全
員
が
、
地
方
創
生
に

ߩ
ݙ
す
る
こ
と
を
自
ら
の
࢖
໋
と
ଊ
え
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

ま
た
、「
経
Ӧ
に
問
題
を
๊
え
た
企
業
を
支
え
る
の
は

金
融
機
関
の
࢖
໋
で
あ
る
」
に
つ
い
て
も
、
ճ
答
の
あ
っ

た
２
̓
８
̒
人
の
内
、「
強
く
共
ײ
」
が
û6
・
̕
ˋ
、「
あ

る
ఔ
度
共
ײ
」
が
ü0
・
̓
ˋ
と
、
や
は
り
΄
ぼ
す
べ
て
の

支
店
長
が
ސ
٬
企
業
に
対
す
る
支
援
を
自
ら
の
࢖
໋
で
あ

る
と
ଊ
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

一
方
で
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
課
題
も
໌
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
ௐ
ࠪ
で
、「
ސ
٬
企
業
を
支
援

す
る
際
に
、
ࠃ
や
地
方
自
治
体
（
外
ֲ
ஂ
体
を
ؚ
む
）
と

協
働
（
補
助
金
の
利
用
、
ٕ
ज़
支
援
η
ン
タ
ー
利
用
、
制

度
融
ࢿ
の
利
用
な
ど
を
ؚ
む
）
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に

経
ݧ
し
た
ো
֐
」
を
尋
ね
て
み
た
。
そ
の
結
Ռ
が
、
ਤ
ද

１
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ଟ
い
ճ
答
が
「
利
用
の
手
続
き
が

൥
ࡶ
で
あ
る
」
で
、「
ど
の
よ
う
な
ࢪ
ࡦ
が
あ
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
」
や
「
制
度
が
ස
ൟ
に
ม
ߋ
に
な
り
、
適
用

Մ
ೳ
か
൑
அ
し
に
く
い
」
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
支
援
ࡦ
の
最
ऴ
的
な
Ϣ
ー
β
ー
は
中
খ
企
業

で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
制
度
の
ଘ
在
を
企
業
に
知
ら
せ
る

上
で
地
域
金
融
機
関
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
൴
ら

の
ଟ
く
が
、
現
行
制
度
が
「
わ
か
り
に
く
い
」「
൑
அ
し

に
く
い
」
と
ײ
͡
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
制
度
ӡ
用
上

の
大
き
な
課
題
だ
と
ݴ
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、ච
者
は
、

行
੓
と
地
域
金
融
機
関
が
支
援
ࡦ
の
ߏ
ங
の
時
఺
か
ら
連

携
す
る
こ
と
が
ޮ
Ռ
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

金
融
機
関
が
期
待
す
る
自
治
体
と
の
連
携

ච
者
は
、
上
ه
の
支
店
長
Ξ
ン
έ
ー
ト
と
は
ผ
に
、
全

ࠃ
の
金
融
機
関
５
２
０
社
の
本
店
・
本
社
に
対
す
る
Ξ
ン

έ
ー
ト
ௐ
ࠪ
（
以
Լ
、
本
店
Ξ
ン
έ
ー
ト
）
を
２
０
１
̓

年
１
Ỗ
２
月
に
実
ࢪ
し
、
２
８
０
社
（
信
用
金
ݿ
１
５
０

社
、
信
用
組
合
ÿü
社
、
地
方
銀
行
2þ
社
、
ୈ
ೋ
地
方
銀
行

ø6
社
、
都
市
銀
行
等
２
社
）
か
ら
の
ճ
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
詳
し
く
は
、
Ո
森
・
෌
ଜ
（
２
０
１
̓
）
お
よ

ͼ
Ո
森
・
෌
ଜ
・
ඌ
ౡ
・
ग
（
２
０
１
̓
）
を
ࢀ
র
し
て

΄
し
い
。

લ
ड़
し
た
よ
う
に
支
店
長
の
΄
と
ん
ど
が
地
方
創
生
΁

の
࢖
໋
ײ
を
࣋
っ
て
い
る
が
、
こ
の
本
部
Ξ
ン
έ
ー
ト
で

「
و
社
の
社
܇
、
経
Ӧ
理
೦
、
経
Ӧ
Ϗ
δ
ἀ
ン
な
ど
に
、

『
地
元
企
業
や
地
域
経
済
΁
の
ߩ
ݙ
』
と
い
っ
た
؍
఺
は

ؚ
ま
れ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
ճ
答
金

融
機
関
２
８
０
社
の
内
、
２
̒
４
社
は
「
地
元
企
業
や
地

域
経
済
΁
の
ߩ
ݙ
」
と
い
っ
た
؍
఺
が
「
໌
ࣔ
的
に
ؚ
ま

れ
て
い
る
」
と
ճ
答
し
て
お
り
、「
҉
໧
的
に
あ
る
い
は

間
઀
的
に
ؚ
ま
れ
て
い
る
」
を
બ
୒
し
た
８
社
を
加
え
る

と
、
２
̓
２
社
と
な
る
。
΄
ぼ
全
て
の
金
融
機
関
が
地
方

創
生
を
経
Ӧ
理
೦
に
ਾ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

本
部
Ξ
ン
έ
ー
ト
で
は
、「
ա
ڈ
５
年
間
に
、
و
社
の

本
店
ॴ
在
地
の
地
方
自
治
体（
都
ಓ
෎
ݝ
お
よ
ͼ
市
ொ
ଜ
）

の
創
業
支
援
、
お
よ
ͼ
঎
޻
・
産
業
ৼ
ڵ
ࢪ
ࡦ
全
ൠ
の
ม

 利用の手続きが煩雑である 45.0%
どのような施策があるのかわかりにくい 41.6%
制度が頻繁に変更になり、適用可能か判断しにくい 33.8%
審査などに時間がかかりすぎる 24.2%
どこに相談すればよいのか、わかりにくい 20.2%
行政機関の横の連携が弱い 14.9%
担当者の知識・経験が乏しい 12.4%
現場の実態と乖離した制度・対応が多い 11.5%
熱意のない担当者が多い 9.2%
対応結果（たとえば、申請の不採択）についての十分な説明がない 8.0%
協働の機会はあるが、障害を感じたことはない 7.4%
回答数 2,756

図表 1　地方自治体等との協働での障害

（注）選択率の多い順に主な結果を並べている。
（出所）家森（2018）。
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Խ
」に
つ
い
て「
ੵ
ۃ
Խ
」「
や
や
ੵ
ۃ
Խ
」「
ԣ
ば
い
」「
や

や
ফ
ۃ
Խ
」「
ফ
ۃ
Խ
」の
５
ஈ
֊
で
ධ
Ձ
し
て
も
ら
っ
た
。

「
ੵ
ۃ
Խ
」
も
し
く
は
「
や
や
ੵ
ۃ
Խ
」
し
た
と
の
ճ
答

਺
（
૯
਺
は
２
８
０
社
）
を
ݟ
て
い
く
と
、
都
ಓ
෎
ݝ
の

創
業
支
援
が
２
１
１
社
、
産
業
ৼ
ڵ
ࢪ
ࡦ
全
ൠ
が
２
１
̕

社
、
市
ொ
ଜ
の
創
業
支
援
が
２
１
̕
社
、
産
業
ৼ
ڵ
ࢪ
ࡦ

全
ൠ
が
２
０
̒
社
で
あ
り
、
大
൒
の
金
融
機
関
が
地
元
の

自
治
体
の
創
業
支
援
や
産
業
ৼ
ڵ
の
࢟
੎
に
つ
い
て
޷
意

的
に
ධ
Ձ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

金
融
機
関
か
ら
ݟ
て
「
ࠓ
後
、
自
治
体
と
の
連
携
を
強

Խ
し
た
い
分
໺
」を
尋
ね
て
み
た
結
Ռ
が
ਤ
ද
２
で
あ
る
。

全
体
の
結
Ռ
を
ݟ
る
と
、
最
も
ଟ
い
の
が
ÿ0
ˋ
を
௒
え
て

い
る
「
中
খ
企
業
の
経
Ӧ
力
の
強
Խ
」
で
、গ
し
差
が
あ
っ

て
、「
事
業
ঝ
継
」や「
地
域
経
済
を
担
う
人
材
の
育
੒（
創

業
者
教
育
な
ど
を
ؚ
む
）」
が
続
い
て
い
る
。「
強
Խ
し
た

い
分
໺
は
な
い
」
と
い
っ
た
ճ
答
は
΄
と
ん
ど
な
く
、
金

融
機
関
が
自
治
体
と
の
連
携
に
ظ
待
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
ද
に
は
、
金
融
機
関
の
本
店
の
ॴ
在
地
ผ
に
ճ
答

を
੔
理
し
た
結
Ռ
も
ࣔ
し
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
ڵ

ຯ
深
い
ҧ
い
が
ݟ
ら
れ
る
。
ま
ͣ
、「
都
市
ݍ
」
で
は
「
事

業
ঝ
継
」
を
あ
げ
る
ճ
答
社
が
þÿ
・
̏
ˋ
と
、「
大
都
市
ݍ
」

の
üû
・５
ˋ
に
ൺ
べ
て
ඇ
ৗ
に
高
い
఺
が
ಛ
௃
的
で
あ
る
。

ま
た
、「
そ
の
ଞ
地
域
」
で
は
、「
঎
店
֗
の
׆
性
Խ
」
が

62
・
̒
ˋ
と
ඇ
ৗ
に
高
い
。
本
ಛ
集
で
は
、
様
ʑ
な
地
域

金
融
機
関
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
課
題
が
ҟ
な
る
の
で
、
当
વ
な
が
ら
取
り
組
み
内

༰
も
ଟ
様
に
な
る
は
ͣ
で
あ
る
。
あ
る
地
域
の
金
融
機
関

が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
੒
Ռ
を
ग़
し
て
い
る
分
໺
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
ผ
の
地
域
の
金
融
機
関
が
優
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

金
融
機
関
と
自
治
体
連
携
が 

効
果
的
な
分
野

本
店
Ξ
ン
έ
ー
ト
で
は
、
̓
つ
の
分

໺
に
つ
い
て
自
治
体
と
の
連
携
の
ޮ
Ռ

に
つ
い
て
の
ධ
Ձ
を
４
ஈ
֊
で
尋
ね
て

い
る
。
そ
の
ճ
答
ঢ়
گ
を
੔
理
し
た
の

が
ਤ
ද
̏
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
ඇ

ৗ
に
ޮ
Ռ
的
」
あ
る
い
は
「
ޮ
Ռ
は
あ

る
」
を
બ
୒
し
た
社
の
ൺ
཰
を
「
༗
ޮ

཰
」
と
ද
ه
し
て
い
る
。

ଟ
く
の
金
融
機
関
か
ら
連
携
が
「
༗

ޮ
」
と
ධ
Ձ
さ
れ
て
い
る
߲
໨
は
、「
中

খ
企
業
の
経
Ӧ
力
の
強
Խ
」
と
「
地
域

経
済
を
担
う
人
材
の
育
੒
（
創
業
者
教

育
な
ど
を
ؚ
む
）」で
あ
っ
た
。こ
れ
は
、

ਤ
ද
２
の
上
Ґ
߲
໨
と
同
͡
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
で
ޮ
Ռ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
か
ら
も
一
૚
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
࣭
問
の
બ
୒
ࢶ
に
は
、「
֘
当
す
る
取
り
組
み
は

な
い
」
を
用
意
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
બ
୒
཰
に
つ
い
て

も
ਤ
ද
̏
に
ࣔ
し
て
い
る
。「
中
খ
企
業
の
経
Ӧ
力
の
強

Խ
」
に
つ
い
て
自
治
体
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
な
い

と
い
う
金
融
機
関
は
２
割
以
Լ
で
あ
る
が
、「
企
業
༠
க
」

で
は
൒
਺
の
金
融
機
関
が
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
答
え
て

い
る
。
ಛ
௃
的
な
の
は
、
঎
店
֗
の
׆
性
Խ
で
あ
る
。
取

り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
ճ
答
は
̏
割
以
Լ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ͣ
、
༗
ޮ
だ
と
い
う
ճ
答
も
2ü
ˋ
に
ຬ
た
な
い

の
で
あ
る
。
࢒
೦
な
が
ら
、
঎
店
֗
の
׆
性
Խ
に
つ
い
て

は
、取
り
組
み
の
割
に
結
Ռ
が
ग़
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ද
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
金
融
機
関
の
ཱ

地
ผ
に
ݟ
る
と
、
঎
店
֗
の
׆
性
Խ
に
つ
い
て
の
連
携
し

た
取
り
組
み
が
な
い
ൺ
཰
は
、「
大
都
市
ݍ
」で
は
úü
・８
ˋ
、

「
都
市
ݍ
」
で
は
û0
・０
ˋ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
そ
の
ଞ

地
域
」
で
は
22
・
̕
ˋ
で
あ
り
、「
そ
の
ଞ
地
域
」
の
金
融

機
関
が
よ
り
熱
心
に
঎
店
֗
の
׆
性
Խ
の
た
め
に
自
治
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

地
方
創
生
へ
の
金
融
機
関
の
積
極
姿
勢

支
店
長
Ξ
ン
έ
ー
ト
で
は
現
৔
の
੹
任
者
で
あ
る
支
店

長
の
ݸ
人
的
な
地
方
創
生
΁
の
ݟ
ղ
を
尋
ね
た
が
、
本
店

Ξ
ン
έ
ー
ト
で
は
金
融
機
関
と
し
て
の
ݟ
ղ
を
尋
ね
て
み

た
。
そ
の
ճ
答
結
Ռ
が
ਤ
ද
４
で
あ
る
。「
あ
ま
り
関
与
し

た
い
と
思
わ
な
い
」
と
の
ճ
答
は
΄
と
ん
ど
な
く
、「
自
治

体
の
要
੥
に
Ԡ
え
て
対
Ԡ
し
て
い
る
」
や
「
自
治
体
に
ੵ

ۃ
的
に
協
力
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
ճ
答
が
大
൒
で
あ
る
。

　 全体 大都市圏 都市圏 その他
中小企業の経営力の強化 84.4% 83.6% 78.3% 86.2%
事業承継 62.7% 54.5% 78.3% 60.9%
地域経済を担う人材の育成 62.0% 50.9% 65.2% 64.9%
商店街の活性化 56.2% 43.6% 47.8% 62.6%
新産業の育成 50.7% 34.5% 58.7% 54.0%
地域の将来計画の策定 31.9% 34.5% 21.7% 33.9%
企業誘致 26.1% 20.0% 28.3% 27.6%
地域経済の調査・研究 20.7% 30.9% 13.0% 19.5%
強化したい分野はない 1.8% 3.6% 2.2% 1.1%

回答数 276 55 46 174

図表 2　金融機関が自治体との連携強化を希望する分野

（注）「大都市圏」は東京、大阪、名古屋圏。「都市圏」は、大都市圏を除く
都市圏。
（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。

有効率 取り組み無し率 有効回答数
中小企業の経営力の強化 48.0% 19.3% 269
地域経済を担う人材の育成 47.0% 25.9% 270
地域の将来計画の策定 30.7% 31.5% 267
新産業の育成 29.4% 39.8% 269
商店街の活性化 23.8% 28.3% 269
地域経済の調査・研究 21.6% 40.1% 269
企業誘致 13.1% 50.0% 268

図表 3　金融機関による自治体との連携の評価

（注）「非常に効果的」あるいは「効果はある」を選択した社の比率を有効
率と表記した。
（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。
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ま
た
、
ද
に
は
ࣔ
し
て
い

な
い
が
、「
経
Ӧ
ਞ
は
地
方

創
生
に
取
り
組
む
決
意
を

࣋
っ
て
い
る
」
に
イ
Τ
ス

と
ճ
答
し
た
の
が
໿
̓
割

（
２
̓
１
社
中
１
８
̏
社
）

で
あ
っ
た
。
業
ଶ
ผ
に
イ
Τ

ス
の
ൺ
཰
を
ൺ
べ
る
と
、
地

方
銀
行
で
は
̕
割
を
௒
え
る

が
、
ୈ
ೋ
地
方
銀
行
や
信
用

金
ݿ
で
は
̓
割
୆
で
、
信
用

組
合
で
は
５
割
を
੾
る
な

ど
、
業
ଶ
に
よ
っ
て
取
り
組
み
࢟
੎
に
ҧ
い
が
あ
る
。
Լ

Ґ
業
ଶ
΄
ど
、
地
方
の
面
的
な
支
援
を
ؚ
む
地
方
創
生
は

ՙ
が
重
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ͧ
れ
の
金
融
機

関
が
自
ら
の
ঢ়
گ
に
Ԡ
͡
た
取
り
組
み
を
考
え
、
実
行
す

る
べ
き
で
あ
り
、や
れ
る
こ
と
は
গ
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
事
例

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
຿
ہ
は
、
ఆ
ظ
的

に
、
金
融
機
関
と
地
方
ެ
共
ஂ
体
と
が
連
携
し
て
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
し
て
お
り
、
各
金
融

機
関
や
自
治
体
が
新
し
い
取
り
組
み
を
࢝
め
る
際
に
ࢀ
考

に
な
る
１
。

こ
こ
で
は
、
同
事
例
に
は
ؚ
ま
れ
て
い
な
い
、
Ѫ
知
ݝ

の
੢
ඌ
信
用
金
ݿ
の
「
に
し
し
ん
ϋ
イ
ス
Ϋ
ー
ϧ
・
も
の

ͮ
く
り
ί
ン
テ
ス
ト
」（
本
年
度
は
øø
月
４
೔
開
催
）
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
（
ࣸ
ਅ
）。
こ
れ
は
、
２
０
１
０

年
に
「
੢
ࡾ
Տ
ϋ
イ
ス
Ϋ
ー
ϧ
・
ى
業
Ո
ί
ン
テ
ス
ト

２
０
１
０�

」
と
し
て
࢝
ま
り
、
２
０
１
̏
年
に
は
「
Ѫ

知
ݝ
ϋ
イ
ス
Ϋ
ー
ϧ
・
ى
業
Ո
ί
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
実

ࢪ
さ
れ
、
２
０
１
８
年
の
開
催
が
̓
ճ
໨
と
な
っ
た
。

２
０
１
５
年
に「
ୈ
̏
ճ
キ
Ỿ
リ
Ξ
教
育
ਪ
進
連
携
ද
জ
」

（
経
済
産
業
ল
・
จ
部
Պ
学
ল
に
よ
る
共
同
実
ࢪ
）
で
優

ल
৆
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
事
業
で
は
、
職
業
教
育
を
ओ
と
す
る
ઐ
໳
学
Պ
の

地
元
高
校
生
（
２
０
１
８
年
の
ί
ン
テ
ス
ト
で
は
機
ց
、

ి
ࢠ
・
ి
ؾ
・
情
報
学
Պ
に
য
఺
を
当
て
て
い
る
）
に
ࢿ

金
を
提
供
し
て
、
Ϗ
δ
ω
ス
プ
ラ
ン
（
঎
඼
開
発
お
よ
ͼ

実
際
の
ൢ
ച
を
;
く
む
）
を
実
ફ
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ

る
。
そ
の
プ
ロ
η
ス
で
信
用
金
ݿ
の
役
職
員
が
ࢦ
ಋ
し
た

り
、
信
用
金
ݿ
の
ސ
٬
企
業
を
紹
介
す
る
こ
と
で
ٕ
ज़
的

な
支
援
や
ൢ
࿏
開
୓
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

ච
者
も
２
０
１
０
年
の
ୈ
１
ճ
ί
ン
テ
ス
ト
か
ら
৹
ࠪ

ҕ
員
長
と
し
て
ࢀ
加
し
て
い
る
が
、
Ϣ
χ
ー
Ϋ
な
Ξ
イ
σ

Ξ
に
い
つ
も
ڻ
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
２
０
１
̓
年
ί

ン
テ
ス
ト
で
は
、
൒
田
޻
業
高
校
の
ి
ಈ
ं
い
す
の
੡
࡞

が
最
優
ल
৆
を
֫
得
し
て
い
る
が
、
ো
֐
者
の
ෆ
ศ
を
ٕ

ज़
で
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
高
校
生
の
若
い
ײ
性
と
学

ん
だ
ٕ
ज़
を
生
か
し
た
࡞
඼
で
あ
っ
た
。

ओ
催
者
の
੢
ඌ
信
用
金
ݿ
に
と
っ
て
௚
ち
に
ି
し
ग़
し

が
૿
え
る
取
り
組
み
で
は
な
い
が
、
地
元
の
高
校
生
が
Ϗ

δ
ω
ス
や
も
の
࡞
り
に
関
心
を
࣋
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、

地
元
の
高
校
が
׆
性
Խ
す
れ
ば
、
長
い
໨
で
地
域
経
済
の

׆
性
Խ
に
つ
な
が
る
は
ͣ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
地
ಓ
な
取
り
組
み
が
全
ࠃ
で
ల
開
さ
れ
る
こ

と
も
ظ
待
し
た
い
。

参
考
文
献

家
森
信
善
編
『
地
方
創
生
の
た
め
の
地
域
金
融
機
関
の
役
割
―
金

融
仲
介
機
能
の
質
向
上
を
目
指
し
て
―
』　

中
央
経
済
社　

２
０

１
８
年
３
月
。

家
森
信
善
・
冨
村
圭
「
地
域
金
融
機
関
の
地
方
創
生
推
進
の
課
題

―
広
が
る
取
り
組
み
の
格
差
、
人
材
育
成
に
力
を
―
」『
金
融
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』　

２
０
１
７
年
10
月
。

家
森
信
善
・
冨
村
圭
・
尾
島
雅
夫
・
朱
ト
ン
「
地
方
創
生
に
関
す
る

地
域
金
融
の
現
状
と
課
題
―
２
０
１
７
年
・
金
融
機
関
本
部
向
け
調

査
の
概
要
報
告
―
」　RIEB D

P2017-J10　

２
０
１
７
年
７
月
。

（
注
）

１
．
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
〜
地
方
創
生
に
資
す
る
金
融
機
関
等
の
「
特
徴
的
な
取
組
事

例
」
〜
」

https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/m

eeting/
kinyu/jirei.htm

l

3．自治体の要請に応えて対応している 54.2%
2．自治体に積極的に協力している 48.7%
5．関与したいが自治体からの要請がない 14.9%
1．自治体をリードしている 10.2%
6．関与したいが、能力・余力がない 7.6%
4．あまり関与したいと思わない 2.2%

図表 4　地方創生への金融機関の姿勢

（注）有効回答社は 275社。
（出所）家森・冨村・尾島・朱（2017）。
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特 集
結
婚
相
談
所
設
立
の
経
緯

಩
খ
຀
信
用
金
ݿ
は
、
๺
ւ
ಓ
಩
খ
຀
市
を
中
心
に
ۙ

ྡ
の
øÿ
市
ொ
ଜ
を
事
業
۠
域
と
し
、
２
０
１
８
年
度
に
創

ཱ
þ0
प
年
を
ܴ
え
た
信
用
金
ݿ
で
す
。

当
金
ݿ
本
店
ॴ
在
地
の
಩
খ
຀
市
は
、
人
ޱ
øþ
万
人
を

௒
え
る
๺
ւ
ಓ
内
で
４
൪
໨
の
人
ޱ
を
༗
す
る
都
市
で
す

が
、
当
地
域
に
お
い
て
も
গ
ࢠ
高
ྸ
Խ
・
人
ޱ
ݮ
গ
問
題

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、地
域
と
共
に
า
む
「
信
用
金
ݿ
」

に
と
り
ま
し
て
も
大
ม
重
要
な
課
題
で
す
。
若
者
の
ଟ
く

は
「
い
ͣ
れ
結
ࠗ
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
も
の
の
、
ग़

会
い
の
機
会
に
ܙ
ま
れ
ͣ
「
൩
ࠗ
Խ
・
ະ
ࠗ
Խ
」
が
進
行

し
て
い
る
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

当
金
ݿ
は
、
そ
う
ݴ
っ
た
声
に
お
Ԡ
え
し
よ
う
と
２
０

１
２
年
øø
月
、
಩
খ
຀
঎
޻
会
ٞ
ॴ
と
連
携
し
て
「
ࠗ
׆

ύ
ー
テ
ỹ
ー
」
を
企
ը
、
予
૝
を
上
ճ
る
大
き
な
൓
ڹ
が

あ
り
、
ఆ
員
を
૿
員
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ࢀ
加
者
の
中
に
は
ੵ
ۃ
的
に
Ξ
プ
ロ
ー
ν
が
ग़
དྷ
な

い
方
や
Χ
ッ
プ
ϧ
と
な
っ
て
も
そ
の
後
の
交
際
に
結
ͼ
෇

◆◆◆

か
な
い
方
が
ଟ
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
一
า
౿
み
ࠐ
ん
だ

取
り
組
み
が
必
要
と
し
て
、
２
０
１
̏
年
̒
月
、
一
人
ひ

と
り
の
希
望
に
Ԋ
っ
た
お
相
手
を
紹
介
し
「
お
ݟ
合
い
・

交
際
・
結
ࠗ
」
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
結
ࠗ
相
談
ॴ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

結
婚
相
談
所
の
概
要

結
ࠗ
相
談
ॴ
の
૭
ޱ
は
当
金
ݿ
本
店
̓
֊
に
設
ஔ
、
ઐ

担
の
ঁ
性
職
員
１
人
と
２
人
の
職
員
が
ϑ
Ỽ
ロ
ー
し
て
対

Ԡ
し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
な
の
で
、
結
ࠗ
相
談
ॴ
の
対

Ԡ
ϊ
΢
ϋ
΢
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ઐ
担

の
ঁ
性
職
員
は
ಠ
自
に
通
信
ߨ
࠲
を
受
ߨ
し
「
஥
人
࢜
」

の
認
ఆ
を
受
け
਌
਎
と
な
っ
て
会
員
΁
の
Ξ
υ
ό
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

結
ࠗ
相
談
ॴ
の
ೖ
会
ࢿ
格
は
「
当
金
ݿ
取
Ҿ
先
の
方
」

「
結
ࠗ
し
た
い
と
ݴ
う
໌
確
な
意
思
の
あ
る
方
」
な
ど
と

ఆ
め
、
会
員
ظ
間
は
̏
年
（
Ԇ
長
Մ
・
結
ࠗ
後
は
Ӭ
ٱ
会

員
）
と
し
て
い
ま
す
。

ೖ
会
に
際
し
て
の
必
要
ॻ
ྨ
と
し
て
、
ೖ
会
ਃ
ࠐ
ॻ
・

◆◆◆

プ
ロ
ϑ
ỹ
ー
ϧ
・
੤
໿
ॻ
・
ށ
੶
౽
本
・
ॴ
得
ূ
໌
ॻ
・

最
ऴ
学
ྺ
の
卒
業
ূ
ॻ
・
ࣸ
ਅ
を
提
ग़
し
て
い
た
だ
き
、

ೖ
会
༬
り
金
と
し
て
１
万
円
を
お
༬
か
り
し
ま
す
が
、
ୀ

会
時
に
は
全
ֹ
返
金
し
ま
す
の
で
実
࣭
ແ
ྉ
の
結
ࠗ
相
談

ॴ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
相
手
の
ご
紹
介
は
、
ೖ
会
ਃ
ࠐ
ॻ
に
ه
載
さ
れ
た
希

望
৚
݅
に
よ
り
ݕ
ࡧ
し
「
お
相
手
の
プ
ロ
ϑ
ỹ
ー
ϧ
と
ࣸ

ਅ
」
を
ݟ
て
も
ら
い
、
お
会
い
し
た
い
か
を
決
め
て
も
ら

い
ま
す
。
உ
ঁ
૒
方
が
共
に
お
会
い
し
た
い
と
な
っ
た
৔

合
「
お
ݟ
合
い
」
に
進
み
ま
す
。

お
ݟ
合
い
は
、当
金
ݿ
の
Ԡ
઀
ࣨ
で
ú0
分
間
行
い
ま
す
。

お
ޓ
い
の
プ
ロ
ϑ
ỹ
ー
ϧ
を
ݟ
な
が
ら
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
ݟ
合
い
ऴ
ྃ
後
に
உ
ঁ
そ
れ
ͧ
れ
と
ݸ
ผ
に
面

談
し
、
交
際
に
進
む
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

お
ݟ
合
い
ऴ
ྃ
後
は
ス
ト
ー
Χ
ー
な
ど
の
待
ち
෬
せ
事
ނ

๷
ࢭ
対
ࡦ
と
し
て
、
ঁ
性
を
先
に
ؼ
し
ø0
分
ఔ
度
経
ա
後

に
உ
性
を
ؼ
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

交
際
に
進
む
৔
合
は
、
お
ޓ
い
に
連
བྷ
先
を
交
׵
す
る

ま
で
は
、
事
຿
ہ
が
間
に
ೖ
り
連
བྷ
役
を
行
い
ま
す
。
交

際
ظ
間
は
֓
ね
̏
Χ
月
と
し
、
結
ࠗ
を
લ
提
に
交
際
を
継

続
す
る
の
か
、
交
際
を
ଧ
ち
੾
り
࣍
の
方
の
紹
介
に
Ҡ
る

の
か
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
交
際
ظ
間
中
は

最
௿
月
１
ճ
、
உ
ঁ
そ
れ
ͧ
れ
か
ら
交
際
ঢ়
گ
に
つ
い
て

経
ա
報
ࠂ
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

結
ࠗ
を
લ
提
と
し
た
交
際
を
開
࢝
し
た
৔
合
は
、
ਵ
時

連
བྷ
を
取
り
な
が
ら
交
際
ঢ়
گ
を
確
認
し
結
ࠗ
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
΄
か
、
結
ࠗ
後
も
ۙ
گ
の
聞
き
取
り
な
ど

に
よ
り
ܨ
が
り
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ੵ

ཱ
༬
金
や
ॅ
୐
ロ
ー
ン
な
ど
会
員
限
ఆ
の
優
遇
঎
඼
を
用

意
し
て
、
ೖ
会
時
か
ら
結
ࠗ
後
も
ক
དྷ
に
౉
り
Ԡ
援
す
る

๺
ւ
ಓ
಩
খ
຀
ࢢ

Ổ
結
ࠗ
相
談
ॴ
を
開
設
、
官
民
一
体
で
取
り
組
み
Ổ

ࠤ
੉
　
ӳ
໌

಩
খ
຀
৴
༻
ۚ
ݿ
業
務
ਪ
ਐ
部
ɹ
ओ
੮
ௐ
ࠪ
໾

৴
༻
ۚ
ݿ
が
݁
ࠗ
Λ
α
ϙ
ồ
τ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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体
制
と
し
て
い
ま
す
。

結
婚
に
向
け
て
の
環
境
づ
く
り

当
金
ݿ
が
行
う
結
ࠗ
相
談
ॴ
は
、
地
元
の
信
用
金
ݿ
が

行
っ
て
い
る
こ
と
で
҆
心
で
き
る
と
の
理
༝
で
ೖ
会
さ
れ

る
方
が
ଟ
い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
า
を
౿
み
ग़
せ
な
い

方
も
ଟ
く
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
ޮ
Ռ
を
発
ش
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
２
０
１
５
年
に
಩
খ
຀
市
と
಩
খ
຀
঎
޻

会
ٞ
ॴ
と
の
間
で
結
ࠗ
支
援
事
業
の
連
携
協
ఆ
を
క
結
し

た
の
を
ൽ
੾
り
に
、
ۙ
ྡ
の
む
か
わ
ொ
・
ް
ਅ
ொ
・
ന
࿝

ொ
・
ന
࿝
ொ
঎
޻
会
・
新
ף
ொ�

と
も
連
携
協
ఆ
を
క
結
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
結
ࠗ
΁
の
機
ӡ
を
੝
り
上
げ
る
取
り

組
み
を
開
࢝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
金
ݿ
本
店
の
ෑ
地
内
に
「
ئ
い
を
ࠐ
め
て
ླ

を
໐
ら
せ
ば
࿀
が
実
る
ʂ
」
を
キ
Ỿ
ッ
ν
ϑ
Ϩ
ー
ζ
と
し

た
「
ԑ
結
ͼ
の
ླ
」
と
「
᛿
」
を
設
ஔ
、
同
͡
く
地
域
ॅ

民
の
交
ྲྀ
ڌ
఺
と
し
て
設
ஔ
し
て
い
る
԰
内
ܕ
の
଍
౬
・

手
౬
ࢪ
設
「
ま
ち
な
か
交
ྲྀ
ؗ
」
内
に
「
お
み
く
͡
機
（
࿀

み
く
͡
）」
を
設
ஔ
し
、
若
い
உ
ঁ
の
キ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

な
れ
れ
ば
と
ظ
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

２
０
１
８
年
ø0
月
຤
現
在
、
会
員

਺
５
̏
̓
人
（
உ
性
２
５
４
人
、
ঁ

性
２
８
̏
人
）、
お
相
手
の
ご
紹
介

１
１
̒
２
ճ
、お
ݟ
合
い
５
０
８
ճ
、

結
ࠗ
を
決
め
た
Χ
ッ
プ
ϧ
ûú
組
、
̒

人
の
お
ࢠ
様
が
஀
生
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

当
金
ݿ
の
結
ࠗ
相
談
ॴ
の
取
り
組
み
は
、
๺
ւ
ಓ
内
信

用
金
ݿ
の
間
で
も
話
題
と
な
り
、
Ѵ
઒
信
用
金
ݿ
、
ଳ
広

信
用
金
ݿ
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
開
࢝
し
ま
し
た
。
結

ࠗ
相
談
ॴ
の
会
員
の
中
に
は
、
๺
ւ
ಓ
内
で
の
స
ۈ
が
あ

る
会
員
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
Ѵ
઒
・
ଳ
広
方
面
΁
の
స

ۈ
者
に
は
、
྆
金
ݿ
の
結
ࠗ
相
談
ॴ
を
紹
介
す
る
こ
と
も

で
き
、
ಓ
内
信
用
金
ݿ
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
が
׆
か
さ
れ
利

ศ
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

当
金
ݿ
の
結
ࠗ
相
談
ॴ
は
開
設
か
ら
５
年
を
経
ա
し
ま

し
た
が
、
２
０
１
８
年
２
月
に
地
方
創
生
に
ࢿ
す
る
金
融

機
関
等
の
「
ಛ
௃
的
な
取
組
事
例
」
と
し
て
内
ֳ
෎
ಛ
໋

担
当
大
ਉ
（
地
方
創
生
担
当
）
ද
জ
を
受
৆
。
同
年
̒
月

に
は
全
ࠃ
の
信
用
金
ݿ
の
社
会
ߩ
ݙ
׆
ಈ
を
ݦ
জ
す
る
ୈ

2ø
ճ
信
用
金
ݿ
社
会
ߩ
ݙ
৆
で
最
も
優
れ
た
׆
ಈ
に
与
え

ら
れ
る
「
会
長
৆
」
を
受
৆
し
ま
し
た
。

今
後
も
お
節
介
な

世
話
焼
き
信
用
金
庫
と
し
て

当
金
ݿ
の
結
ࠗ
相
談
ॴ
に
は
、
ຖ
月
新
ن
ೖ
会
者
が
๚

れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
一
組
で
も
ଟ
く
の
Χ
ッ
プ
ϧ
が

஀
生
し
、こ
の
地
で
幸
せ
に
฻
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ࠓ
後
も
お
અ
介
な
世
話
ম
き
信
用
金
ݿ
と
し
て
、
地
域
の

方
ʑ
の
お
役
に
ཱ
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ࢀ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
生
ま
れ

る
「
ឺ
」
を
大
੾
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
ҡ
࣋
し
発
ల

で
き
る
「
信
用
金
ݿ
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆

苫小牧市・苫小牧商工会議所との結婚支援事業連携協定

専担者が取得した
仲人士の認定証

苫小牧信用金庫結婚相談所の相談窓口
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๺
ւ
ಓ
銀
行
で
は
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
行
内
の
ਪ

進
体
制
強
Խ
を
໨
的
と
し
て
ฏ
੒
2þ
年
̓
月
に
「
ಓ
銀
地

方
創
生
本
部
」
を
設
ஔ
し
、
地
方
創
生
の
実
現
を
銀
行
経

Ӧ
の
中
核
に
Ґ
ஔ
ͮ
け
て
い
ま
す
。
本
ߘ
で
は
、
๺
ւ
ಓ

の
課
題
や
本
行
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
地
方
創
生
の
取

り
組
み
と
共
に
、
最
ۙ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
の
地
域
性
と
課
題

ま
ͣ
、
๺
ւ
ಓ
の
地
域
性
と
課
題
に
つ
い
て
؆
୯
に
৮

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

๺
ւ
ಓ
は
࢛
方
を
ଠ
ฏ
༸
、
೔
本
ւ
、
Φ
ϗ
ー
π
Ϋ
ւ

に
ғ
ま
れ
、
༤
大
か
つ
ม
Խ
に
෋
ん
だ
ࢁ
ַ
、
広
大
な
࣪

ݪ
、
ඒ
し
い
ܠ
؍
の
ఱ
વ
ބ
প
に
よ
り
ܗ
੒
さ
れ
、
๛
か

な
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
に
ܙ
ま
れ
、
ౙ
の
ੵ
ઇ
פ
ྫྷ
に
象
௃
さ
れ
る

よ
う
に
ඒ
し
い
࢛
ق
を
༗
す
る
地
域
で
す
。
ま
た
、
৯
ྉ

自
給
཰
が
全
ࠃ
ฏ
ۉ
を
大
き
く
上
ճ
り
、「
೔
本
の
৯
ྐ

ج
地
」
と
も
ݴ
わ
れ
る
よ
う
に
、
೶
ྛ
ਫ
産
業
を
ج
װ
産

◆◆◆

業
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
人
ޱ
ݮ
গ
や
高
ྸ
Խ
の
進
行
が
଎
い
、
大
ফ

අ
地
か
ら
཭
れ
て
い
る
が
ނ
に
෺
ྲྀ
ί
ス
ト
が
高
い
と
い

っ
た
ଟ
く
の
課
題
も
๊
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
地
域
経
済
の

׆
性
Խ
に
ਚ
力
す
る
こ
と
が
本
行
の
࢖
໋
で
あ
り
、
地
方

創
生
に
ੵ
ۃ
的
に
取
り
組
む
ॴ
以
で
も
あ
り
ま
す
。

行
政
機
関
、
大
学
、
地
域
中
核
企
業
な
ど
と

連
携
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む

本
行
は
、
こ
れ
ま
で
ഓ
っ
て
き
た
ϊ
΢
ϋ
΢
や
ω
ッ
ト

ϫ
ー
Ϋ
を
׆
用
し
、
৯
や
؍
ޫ
に
限
ら
ͣ
幅
広
い
分
໺
で

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ల
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
に
は
、
ࠃ
や
ಓ
ி
、
ಓ
内
市
ொ
ଜ
と
い
っ

た
行
੓
機
関
や
、
大
学
、
高
ઐ
等
学
ज़
研
ڀ
機
関
、
地
域

中
核
企
業
と
の
連
携
が
ෆ
Մ
ܽ
で
す
。

こ
こ
で
、そ
の
੒
Ռ
の
一
部
を
؆
୯
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
๺
ݟ
産
ۄ
ね
͗
の
ロ
シ
Ξ
向
け
༌
ग़
に
つ
い
て
、
本
行

◆◆◆

が
設
ཱ
し
た
地
域
঎
社
「
๺
ւ
ಓ
૯
合
঎
事
᷂
」
を
׆

用
し
た
サ
ポ
ー
ト
の
実
ࢪ
。

・
૿
加
す
る
ւ
外
؍
ޫ
٬
の
受
け
ೖ
れ
体
制
੔
උ
と
「
Ք

͙
؍
ޫ
」
の
確
ཱ
を
໨
的
と
し
た
঎
談
会
「
イ
ン
ό
΢

ン
υ
プ
ロ
ダ
Ϋ
ト
」
の
開
催
。

・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ʗ
Ｐ
̛
̞
の
ス
キ
ー
ム
を
׆
用
し
、
ެ
Ӧ
ॅ
୐

の
代
ସ
と
な
る
民
間
௞
ି
ॅ
୐
の
ݐ
設
を
、๺
ւ
ಓ
ி
、

市
ொ
ଜ
、
地
域
企
業
と
連
携
し
て
実
ࢪ
し
た
「
ԕ
ผ
Ϟ

σ
ϧ
」
の
ߏ
ங
と
サ
ポ
ー
ト
。

・
大
学
生
の
地
元
企
業
΁
の
就
業
促
進
を
໨
的
と
し
、
จ

Պ
ল
が
進
め
る
̘
̤
̘
ʴ
と
連
ಈ
し
た
「
̘
̤
̘
ʴ
企

業
આ
໌
会
」
の
継
続
開
催
。

・
学
校
法
人
೔
本
体
育
大
学
、
学
校
法
人
౦
೔
本
学
Ԃ
๺

ւ
ಓ
ҩ
ྍ
大
学
、
当
ผ
ொ
お
よ
ͼ
本
行
に
よ
る
４
者
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
ఆ
の
క
結
。

日
体
大
等
と
の
連
携
事
例

લ
ه
の
５
つ
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
ฏ
੒
ú0
年
øø
月
に

క
結
し
た
೔
体
大
等
と
の
４
者
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

ఆ
の
క
結
に
つ
い
て
ご
આ
໌
し
ま
す
。

೔
体
大
は
、
ス
ポ
ー
π
分
໺
に
お
い
て
全
ࠃ
で
最
も
ྺ

࢙
を
༗
し
、
਺
ʑ
の
Φ
リ
ン
ϐ
ッ
Ϋ
ϝ
ダ
リ
ス
ト
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
π
બ
手
、
そ
し
て
優
ल
な
ࢦ
ಋ
者
を
輩
ग़
し
て
い

る
大
学
で
す
。

ಓ
ҩ
ྍ
大
は
、
ༀ
学
部
・
ࣃ
学
部
・
؃
ޢ
福
祉
学
部
・

心
理
Պ
学
部
・
リ
ϋ
Ϗ
リ
テ
ー
シ
ἀ
ン
Պ
学
部
を
༗
し
、

དྷ
年
４
月
に
は
新
た
に
ҩ
ྍ
ٕ
ज़
学
部
ྟ
চ
ݕ
ࠪ
学
Պ
を

開
設
す
る
な
ど
、
ಓ
内
༗
਺
の
ҩ
ྍ
ܥ
大
学
で
す
。

当
ผ
ொ
は
、
ࡳ
ຈ
市
に
ྡ
઀
し
、
新
ઍ
ࡀ
ۭ
ߓ
か
ら
ं

で
໿
１
時
間
の
人
ޱ
໿
１
万
̒
ઍ
人
の
ொ
で
す
。
ج
װ
産

◆◆◆

๺
ւ
ಓ

行
੓
ỏ
େ
ֶ
ỏ
ا
ۀ
と
連
携
し
ͯ

 

地
方
創
生
ʹ
取
り
組
Ή

େ
ಓ
　
޼

๺
ւ
ಓ
銀
行
地
Ҭ
ৼ
ڵ
公
務
部

ớ
人
ࣄ
ަ
ྲྀ
ʹ
Α
Γ
ࡳ
ຈ
ࢢ
͔
Β
೿
ݣ
Ờ

Ổ
銀
行
経
Ӧ
の
中
核
に
Ґ
ஔ
෇
け
て
Ổ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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業
の
೶
業
に
加
え
、
大
手
՛
ࢠ
ϝ
ー
Χ
ー
の
大
き
な
޻
৔

が
あ
り
、
自
વ
と
֗
ฒ
み
が
ௐ
࿨
し
た
๺
Ԥ
෩
の
ॅ
୐
地

「
ス
΢
ỻ
ー
σ
ン
ώ
ϧ
ζ
」
を
༗
し
て
い
て
、
Ώ
と
り
と

や
す
ら
͗
の
あ
る
田
ࣷ
ラ
イ
ϑ
が
ָ
し
め
る
ま
ち
ͮ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ಓ
ҩ
ྍ
大
が
ཱ
地
す
る

ொ
で
も
あ
り
、本
行
が
ࢦ
ఆ
金
融
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
ܦ
Ң

学
校
法
人
೔
本
体
育
大
学
が
私
ཱ
大
学
法
人
と
し
て
は

ࠃ
内
初
の
ス
ポ
ー
π
教
育
を
ப
と
し
た
உ
ࢠ
の
全
ྈ
制
の

ಛ
ผ
支
援
学
校
を
ฏ
੒
2Ā
年
に
๺
ւ
ಓ
໢
૸
市
に
開
設
す

る
に
あ
た
り
、
同
法
人
、
本
行
お
よ
ͼ
シ
ン
Ϋ
タ
ン
Ϋ
の

᷂
ಓ
銀
地
域
૯
合
研
ڀ
ॴ
と
の
間
で
แ
ׅ
連
携
協
ఆ
を
క

結
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
དྷ
、
本
行
と
様
ʑ
な
情
報
交
׵
を

行
う
と
と
も
に
਌
ີ
な
お
取
Ҿ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
、
೔
体
大
が
ಓ
内
で
ҩ
ྍ
ܥ
大
学
を
༗
す
る

自
治
体
と
の
連
携
を
ٻ
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
行
が
当

ผ
ொ
お
よ
ͼ
ಓ
ҩ
ྍ
大
を
紹
介
し
ま
し
た
。

྆
大
学
は
、
ޓ
い
の
設
ஔ
学
部
は
ҟ
な
り
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
π
・
ҩ
ྍ
・
݈
߁
の
分
໺
で
相
ޓ
に
補
׬
機
ೳ
を
Ռ

た
す
こ
と
で
෇
加
Ձ
஋
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

当
ผ
ொ
は
２
０
０
万
人
都
市
の
ࡳ
ຈ
市
が
ྡ
઀
し
て
い
る

と
い
う
ロ
έ
ー
シ
ἀ
ン
の
ྑ
さ
が
決
め
手
と
な
り
、
本
行

が
ࠓ
ճ
の
協
ఆ
క
結
を
ί
ー
σ
ỹ
ω
ー
ト
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

○
ڠ
ఆ
の
໨
త

ࠓ
ൠ
の
協
ఆ
は
体
育
・
ス
ポ
ー
π
お
よ
ͼ
݈
߁
ͮ
く
り

で
の
相
ޓ
連
携
・
協
力
や
地
方
創
生
が
ओ
な
໨
的
で
す
。

྆
大
学
が
そ
れ
ͧ
れ
の
ઐ
໳
分
໺
の
ϊ
΢
ϋ
΢
を
提
供

し
、
人
材
・
研
ڀ
分
໺
で
交
ྲྀ
等
を
ੵ
ۃ
的
に
進
め
て
、

地
域
の
発
ల
に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
を
໨
ࢦ
し
ま
す
。
本
行
と

当
ผ
ொ
は
そ
の
ό
ッ
Ϋ
Ξ
ッ
プ
の
た
め
に
必
要
な
経
Ӧ
ࢿ

ݯ
を
提
供
し
ま
す
。

○
ࠓ
ޙ
の
ల
๬

具
体
的
な
事
業
実
ࢪ
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
た
め
、
ま
だ

ߏ
૝
ஈ
֊
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ࠓ
後
は
྆
大
学
の
教
員
や

学
生
の
交
ྲྀ
、
ߨ
ԋ
会
の
共
同
開
催
、
ス
ポ
ー
π
に
お
け

る
マ
΢
ス
ϐ
ー
ス
の
׆
用
や
心
理
、
リ
ϋ
Ϗ
リ
等
に
関
す

る
共
同
研
ڀ
お
よ
ͼ
当
ผ
ொ
で
の
体
育
ܥ
部
׆
ಈ
の
合
॓

な
ど
が
案
と
し
て
ڍ
が
っ
て
い
ま
す
。

本
行
と
し
て
は
、
本
連
携
が
生
み
ग़
す
相
৐
ޮ
Ռ
に
よ

っ
て
、
ொ
の
知
໊
度
や
魅
力
が
Ξ
ッ
プ
し
、
学
生
の
地
元

ఆ
ண
あ
る
い
は
交
ྲྀ
人
ޱ
の
૿
加
が
ਤ
ら
れ
、
当
ผ
ொ
、

そ
し
て
๺
ւ
ಓ
の
地
方
創
生
の
޷
事
例
と
な
れ
ば
と
大
ม

ظ
待
し
て
お
り
、
ࠓ
後
も
ੵ
ۃ
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
例
は
ಓ
内
外
の
大
学
お
よ
ͼ
自
治
体
と
の
連
携

と
い
う
本
行
で
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。
ࠓ
後
も
関

係
機
関
と
೔
ࠒ
か
ら
情
報
交
׵
等
を
行
い
、
こ
の
よ
う
に

シ
φ
δ
ー
ޮ
Ռ
が
得
ら
れ
る
取
り
組
み
を
実
ࢪ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当別町 ～スウェーデンヒルズ～

北海道医療大学

日体大世田谷キャンパス

本行では、これまでの地方創生に関する実績の一部を
まとめてHPで公開しています

9 2019・1月号 地域づくり 特集編 2019・1月号地域づくり 特集編 8



特 集
県
内
で
最
初
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
町

ؠ
手
ݝ
੢
࿨
լ
ொ
は
、
ळ
田
ݝ
と
の
ݝ
ڥ
に
Ґ
ஔ
し
、

࢛
ق
ં
ʑ
の
๛
か
な
自
વ
と
๛
෋
な
Թ
ઘ
ࢿ
ݯ
に
ܙ
ま
れ

た
ொ
で
す
。ฏ
੒
øþ
年
に
౬
田
ொ
と
୔
内
ଜ
が
合
ซ
し
て
、

人
ޱ
໿
̓
̓
０
０
人
の
ொ
と
し
て
஀
生
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
ொ
の
ج
װ
産
業
で
あ
る
೶
業
・
؍
ޫ
業
を
は
͡
め
と

す
る
地
域
経
済
の
ਰ
ୀ
に
よ
り
、
高
ྸ
Խ
཰
は
û0
ˋ
を
௒

え
、
ฏ
੒
26
年
５
月
に
೔
本
創
੒
会
ٞ
が
発
ද
し
た
ক
དྷ

人
ޱ
予
ଌ
で
は
「
ؠ
手
ݝ
内
で
最
初
に
ফ
໓
す
る
Մ
ೳ
性

が
あ
る
」
と
ݫ
し
い
ক
དྷ
が
ࣔ
さ
れ
ま
し
た
。
੢
࿨
լ
ொ

に
ج
൫
を
࣋
つ
当
金
ݿ
に
と
っ
て
も
、
地
元
企
業
の
׆
性

Խ
、
Ք
͙
力
の
強
Խ
は
重
要
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

当
金
ݿ
は
、
地
域
の
人
ޱ
ݮ
গ
や
地
域
経
済
ॖ
খ
の
ࠀ

෰
は
、
地
域
と
共
に
า
む
信
用
金
ݿ
の
社
会
的
࢖
໋
と
ଊ

え
、ฏ
੒
2þ
年
̏
月
に「
૯
合
支
援
部
」を
ཱ
ち
上
げ
、様
ʑ

な
ラ
イ
ϑ
ス
テ
ー
δ
に
あ
る
経
Ӧ
課
題
の
ղ
決
と
地
域
׆

◆◆◆

性
Խ
の
取
り
組
み
を
一
元
的
に
ਪ
進
す
る
૯
合
支
援
体
制

の
੔
උ
を
ਤ
り
ま
し
た
。

「
西
和
賀
町
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に 

至
る
ま
で

「
ؠ
手
ݝ
内
で
最
初
に
ফ
໓
す
る
ொ
」
と
い
わ
れ
る
中

で
、
魅
力
あ
る
地
域
ͮ
く
り
に
よ
る
地
域
׆
性
Խ
が
ٸ
຿

と
な
り
、
ա
ૄ
Խ
や
গ
ࢠ
高
ྸ
Խ
、
地
域
産
業
の
ਰ
ୀ
な

ど
の
課
題
を
ղ
決
す
る
た
め
、
ொ
長
を
は
͡
め
と
す
る
ொ

役
৔
と
の
対
話
を
通
͡
て
、
೔
ࠒ
か
ら
関
係
を
深
め
、
ࢪ

ࡦ
の
助
ݴ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

੢
࿨
լ
ொ
の
魅
力
を
ݝ
内
外
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ொ
を
Ԡ
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
૿
や
す
た
め
、
ฏ
੒

26
年
øø
月
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
制
度
׆
用
に
よ
る
地
域
׆
性

Խ
を
ப
と
す
る
「
地
域
経
済
׆
性
Խ
に
向
け
た
แ
ׅ
連
携

協
ఆ
」
を
ொ
と
క
結
し
ま
し
た
。
ொ
内
事
業
者
を
対
象
に

ࠓ
後
の
事
業
ల
開
、
経
Ӧ
課
題
や
೰
み
に
つ
い
て
ώ
Ξ
リ

ン
グ
を
行
う
中
で
、
事
業
者
は
魅
力
的
な
঎
඼
を
࡞
っ
て

◆◆◆

い
る
の
に
そ
の
魅
力
を
う
ま
く
発
信
で
き
て
い
な
い
こ

と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
事
業
者
も
問
題
意
識
を
ײ
͡
て

い
る
こ
と
、
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
か
が
分
か
ら
ͣ
೰
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
何
か

޻
෉
を
す
る
こ
と
で
঎
඼
の
෇
加
Ձ
஋
を
高
め
、
広
く
情

報
発
信
も
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
信
金
中
ԝ
金
ݿ
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
೔
本
σ
β
イ
ン
ৼ
ڵ
会
と
連
携
し
て
は
ど
う
か

と
の
Ξ
υ
ό
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
ৼ
ڵ
会
の
Ξ
υ
ό
イ
ス
を
受
け
、
ૣ
଎
、
੢

࿨
լ
ொ
に
ಛ
産
඼
・
地
域
ࢿ
ݯ
の
෇
加
Ձ
஋
を
σ
β
イ
ン

に
よ
っ
て
高
め
て
み
て
は
ど
う
か
と
提
案
、
協
ٞ
を
重
ね

方
向
性
が
一
க
し
、
地
方
創
生
事
業
と
し
て
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
「
੢
࿨
լ
ொ
σ
β
イ
ン
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ؠ
ख
ݝ
੢
࿨
լ
ொ

ủ
࡞
Δ
Ứ
͔
Β
ủ
ച
Δ
Ứ
·
Ͱ
の

 

τ
ồ
λ
ϧ
ࢧ
ԉ

∁
ڮ
　
༞
थ

๺
্
৴
༻
ۚ
ݿ
૯
߹
ࢧ
ԉ
部
ɹ
෭
部
長

Ổ
官
民
一
体
の
「
੢
࿨
լ
ொ
σ
β
イ
ン
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
」
Ổ

西和賀町地方創生プロジェクト

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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取
り
組
み
事
例
の
具
体
的
活
動
内
容
と
成
果

本
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
は
、
੢
࿨
լ
ொ
の
๛
か
な
৯
ࢿ
ݯ
を

׆
用
し
た
地
域
産
業
の
「
Ք
͙
力
」
の
向
上
を
ਤ
る
も
の

で
す
。
੢
࿨
լ
ொ
、
੢
࿨
լ
ொ
内
事
業
者
、
ؠ
手
ݝ
内
σ

β
イ
φ
ー
を
ό
ッ
Ϋ
Ξ
ッ
プ
す
る
「
࿮
組
み
」
を
ߏ
ங
し
、

信
金
中
ԝ
金
ݿ
と
当
金
ݿ
が
企
ը
・
ௐ
੔
役
、
経
Ӧ
支
援
、

ൢ
࿏
֦
大
支
援
、
金
融
支
援
と
い
っ
た
Ϗ
δ
ω
ス
面
で
、

ؠ
手
ݝ
޻
業
ٕ
ज़
η
ン
タ
ー
と
೔
本
σ
β
イ
ン
ৼ
ڵ
会
が

σ
β
イ
ン
面
で
、
そ
れ
ͧ
れ
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
内
外
の

連
携
で
「
࡞
る
」
か
ら
「
ച
る
」
ま
で
を
ト
ー
タ
ϧ
で
支

援
し
て
い
ま
す
。

ϒ
ラ
ン
υ
ί
ン
η
プ
ト
は
「
ઇ
」。
ொ
民
に
と
っ
て
は
、

໽
介
も
の
で
す
が
、
ઇ
の
降
ら
な
い
地
域
の
人
や
外
ࠃ
人

な
ど
か
ら
ݟ
れ
ば
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
φ
ス
イ

ϝ
ー
δ
の
あ
る
ઇ
を
プ
ラ
ス
に
と
ら
え
て
ொ
の
魅
力
と
し

◆◆◆

て
発
信
す
る
「
Ϣ
キ
ϊ
ν
Χ
ラ
」
ϒ
ラ
ン
υ
が
஀
生
し
ま

し
た
。

プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
で
は
、
Ｐ
̙
̘
̖
を
重
ࢹ
し
、
事
業
者

と
σ
β
イ
φ
ー
に
よ
る
঎
඼
開
発
等
の
ݸ
ผ
Ｐ
̙
̘
̖

と
、
情
報
発
信
・
ൢ
࿏
֦
大
・
マ
ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
、
؍
ޫ

π
Ξ
ー
の
企
ը
、
進
௙
؅
理
を
行
う
「
Ϣ
キ
ϊ
ν
Χ
ラ
プ

ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
ਪ
進
会
ٞ
」
に
よ
る
全
体
Ｐ
̙
̘
̖
の
２
本

ப
で
実
ޮ
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
঎
඼
開
発
な
ど
は
、

事
業
者
と
ݝ
内
在
ॅ
の
σ
β
イ
φ
ー
が
ݸ
ผ
に
話
し
合
い

を
重
ね
、
ਪ
進
会
ٞ
で
ݕ
౼
、
全
体
の
౷
一
ײ
を
保
ち
な

が
ら
も
ݸ
ʑ
を
ޫ
ら
せ
る
঎
඼
・
σ
β
イ
ン
を
生
み
ग़
し

ま
し
た
。
当
金
ݿ
は
、
事
業
者
΁
の
経
Ӧ
支
援
、
金
融
支

援
の
΄
か
、
業
ք
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
を
׆
用
し
、
౦
ژ
都

内
等
で
開
催
さ
れ
る
Ϗ
δ
ω
ス
マ
ッ
ν
や
イ
ϕ
ン
ト
に
ग़

ల
し
、
テ
ス
ト
マ
ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
ൢ
ച
交

ব
の
੮
に
当
金
ݿ
職
員
が
同
行
し
、
Ӧ
業
׆
ಈ
を
ό
ッ
Ϋ

Ξ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

当
初
、
事
業
者
の
中
に
は
「
ച
り
上
げ
が
ݮ
っ
て
い
る

中
で
঎
඼
を
開
発
し
て
も
ແ
理
」
と
ফ
ۃ
的
な
声
も
গ
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ࠓ
で
は
事
業
者
の
΄
う
か
ら

ੵ
ۃ
的
に
意
ݟ
を
ग़
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ച
り
上
げ
が
Ξ
ッ
プ
し
た
こ
と
や
෺
産
ల
等
で
お
٬

様
の
൓
Ԡ
が
ݟ
え
た
こ
と
か
ら
意
ཉ
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

の
で
し
Ỷ
う
。
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
の
取
り
組
み
を
通
͡
て
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
魅
力
、
Ձ
஋
に
ؾ
ͮ
き
、「
自
社
঎

඼
を
ԡ
し
ग़
す
だ
け
で
な
く
事
業
者
同
࢜
の
ܨ
が
り
、
੢

࿨
լ
全
体
で
ひ
と
つ
の
イ
ϝ
ー
δ
を
ଧ
ち
ग़
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
実
ײ
し
た
」
な
ど
と
事
業
者
の
意
識
に
も

ม
Խ
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

こ
の
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
は
、
そ
れ
ͧ
れ
が
強
み
を
発
ش
し
、

ऑ
み
を
補
う
こ
と
で
੒
Ռ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
ど
の

よ
う
に
地
域
内
に
お
金
を
॥
؀
さ
せ
る
か
」「
୭
が
地
域
を

ݗ
Ҿ
し
て
い
く
ओ
体
と
な
る
か
」
を
໌
確
に
し
た
う
え
で
、

໨
先
の
利
ӹ
に
と
ら
わ
れ
ͣ
、
長
い
໨
で
ݟ
て
地
域
を
元

ؾ
に
し
て
い
く
׆
ಈ
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

੢
࿨
լ
ொ
に
は
、「
ઇ
」
と
い
う
タ
Χ
ラ
Ϟ
ϊ
が
あ
り

ま
す
。
地
域
に
຾
る
魅
力
的
な
ࢿ
ݯ
を
地
域
ϒ
ラ
ン
σ
ỹ

ン
グ
に
よ
り
、
ொ
の
魅
力
、
元
ؾ
、
Ք
͙
力
に
ܨ
が
る
よ

う
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
ഓ
っ
て
き
た

経
ݧ
と
知
ݟ
を
׆
用
し
、「
地
域
プ
ロ
σ
ỿ
ー
サ
ー
」
と

し
て
ௐ
੔
役
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
࣋
続
的
に
機
ೳ
さ
せ
る
こ
と
で
、
地

域
ॅ
民
が
い
き
い
き
と
働
き
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な

ொ
と
な
り
、「
ؠ
手
ݝ
内
で
最
初
に
ফ
໓
す
る
ொ
」
か
ら

୤
٫
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

よい仕事おこしフェア

28年度ユキノチカラ新商品

スキーム図等
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千
葉
県
の
現
状

౦
ژ
都
の
ྡ
に
Ґ
ஔ
し
ࠃ
際
ۭ
ߓ
を
༗
す
る
ઍ
༿
ݝ
で

す
が
、
౦
ژ
ݍ
に
Ґ
ஔ
ͮ
け
ら
れ
な
が
ら
も
ೆ
๺
に
長
い

൒
ౡ
性
と
い
う
地
理
的
要
Ҽ
か
ら
、
๺
౦
部
か
ら
ೆ
部
地

域
の
ଟ
く
の
自
治
体
で
は
ଞ
ݝ
同
様
、
গ
ࢠ
高
ྸ
Խ
と
い

う
課
題
を
๊
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、戦
後
一
؏
し
て
૿
加
܏
向
に
あ
っ
た
ݝ
人
ޱ
も
、

ݝ
の
ਪ
計
で
は
２
０
２
０
年
の
̒
２
４
万
̓
ઍ
人
を
ϐ
ー

Ϋ
に
ݮ
গ
に
స
͡
、
２
０
̏
０
年
に
は
̒
１
１
万
̒
ઍ
人

ま
で
ݮ
গ
す
る
と
予
૝
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
高
ྸ

Խ
が
進
ん
で
い
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
銀
行
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
ઍ
༿
ݝ
を
Ӧ
業
ج
൫
と
す
る
ઍ
༿
銀
行

は
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
、
ଟ
く
の
ݝ

内
の
自
治
体
の
ࢦ
ఆ
金
融
機
関
を
຿
め
て
き
ま
し
た
（
２

０
１
８
年
øø
月
現
在
⽅
ݝ
内
üü
ஂ
体
中
ûû
ஂ
体
の
ࢦ
ఆ
金

◆◆◆◆◆◆

融
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

ઍ
༿
銀
行
で
は
、
こ
の
自
治
体
と
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
を

׆
か
し
、
グ
ϧ
ー
プ
会
社
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地

方
創
生
΁
向
け
た
自
治
体
の
様
ʑ
な
取
り
組
み
΁
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
と
連
携
し
た
空
き
公
共
施
設
利
活
用
事
業

当
行
グ
ϧ
ー
プ
と
自
治
体
が
連
携
し
て
地
方
創
生
΁
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
ひ
と
つ
に
、
ઍ
༿
ݝ
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
等
を
׆
用
し

た
企
業
進
ग़
支
援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

本
事
業
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
当
行
グ
ϧ
ー
プ
の
シ
ン
Ϋ
タ
ン
Ϋ
で
あ
る
「
ち
ば
͗

ん
૯
合
研
ڀ
ॴ
」
で
す
。

同
社
は
１
̕
̕
０
年
の
設
ཱ
以
དྷ
、
地
域
に
ಛ
Խ
し
た

シ
ン
Ϋ
タ
ン
Ϋ
と
し
て
ݝ
内
自
治
体
の
૯
合
計
ը
ࡦ
ఆ
支

援
や
ま
ち
ͮ
く
り
に
関
す
る
各
छ
ௐ
ࠪ
、
ί
ン
サ
ϧ
テ
ỹ

ン
グ
、
マ
ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
ௐ
ࠪ
業
຿
な
ど
を
受
ୗ
し
、
ಠ

自
性
・
ઐ
໳
性
の
高
い
ௐ
ࠪ
・
分
ੳ
・
提
ݴ
を
行
う
こ
と
で
、

◆◆◆

地
域
経
済
の
׆
性
Խ
΁
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ઍ
༿
ݝ
か
ら
の
受
ୗ
業
຿
で
あ
る
「
ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
等

を
׆
用
し
た
企
業
進
ग़
支
援
事
業
」
は
、
ࠓ
後
も
人
ޱ
ݮ

গ
が
ݟ
ࠐ
ま
れ
企
業
༠
க
の
೉
қ
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い

る
、
ݝ
๺
౦
部
か
ら
ೆ
部
に
か
け
て
の
ú0
市
ொ
ଜ
を
対
象

地
と
し
て
、
ഇ
校
と
な
っ
た
学
校
や
༮
ஓ
Ԃ
な
ど
の
ۭ
き

ެ
共
ࢪ
設
、
ۭ
き
Ո
、
ۭ
き
店
ฮ
΁
の
企
業
進
ग़
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

ۭ
き
ࢪ
設
を
׆
用
し
た
い
市
ொ
ଜ
と
進
ग़
希
望
事
業
者

を
௚
઀
Ҿ
き
合
わ
せ
る
た
め
の
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
実

際
に
ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
を
८
る
ࢹ
࡯
π
Ξ
ー
の
組
੒ŋ

ӡ
Ӧ

な
ど
が
受
ୗ
業
຿
の
内
༰
で
す
が
、
本
事
業
で
は
、
当
行

の
Ӧ
業
店
と
も
連
携
し
て
、
取
Ҿ
先
事
業
者
か
ら
ۭ
き
ެ

共
ࢪ
設
の
利
׆
用
に
ڵ
ຯ
の
あ
る
企
業
の
۷
り
ى
こ
し
を

行
い
、
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
や
ࢹ
࡯
π
Ξ
ー
の
紹
介
と
市
ொ
ଜ
と

の
マ
ッ
ν
ン
グ
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

結
Ռ
、
受
ୗ
後
̏
年
໨
を
ܴ
え
る
ࠓ
೔
ま
で
に
、
øø
の

ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
΁
ø2
社
の
企
業
༠
க
に
੒
ޭ
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
へ
の
資
金
供
給

当
行
で
は
、
自
治
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

中
で
、
事
業
に
対
し
て
円
׈
に
ࢿ
金
を
供
給
す
る
た
め
に

「
広
域
ち
ば
地
域
׆
性
Խ
ϑ
Ỹ
ン
υ
」
を
、
Ｒ
̚
̫
̞
̘

キ
Ỿ
ϐ
タ
ϧ
と
グ
ϧ
ー
プ
企
業
で
あ
る
ち
ば
͗
ん
キ
Ỿ
ϐ

タ
ϧ
が
共
同
で
設
ཱ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
方
創
生
に
ࢿ
す
る
民
間
事
業
者
の
新
ن
事
業
・

創
業
の
取
り
組
み
を
ੵ
ۃ
的
に
支
援
す
る
た
め
に
「
ち
ば

͗
ん
地
方
創
生
融
ࢿ
制
度
」
を
２
０
１
５
年
øø
月
に
創
設

し
ま
し
た
。

す
で
に
20
先
を
௒
す
利
用
実
੷
を
࣋
つ
本
融
ࢿ
制
度

◆◆◆

ઍ
༿
ݝ

Ổ
ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
利
׆
用
や
ま
ち
ͮ
く
り
支
援
Ổࡾ

ੴ
　
ོ
จ

ઍ
༿
銀
行
地
方
૑
ੜ
部
ɹ
෭
部
長

自
治
体
と
連
携
し
ͯ
地
方
創
生
Λ
ࢧ
ԉ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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は
、
そ
の
ಛ
௃
と
し
て
、
自
治
体
の
ۭ
き
ެ
共
ࢪ
設
の
利

׆
用
案
݅
や
೶
業
と
؍
ޫ
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
な

ど
、
地
方
創
生
に
ࢿ
す
る
新
た
な
Ϗ
δ
ω
ス
Ϟ
σ
ϧ
に
対

Ԡ
す
る
た
め
に
事
業
計
ը
に
合
わ
せ
た
ॊ
ೈ
な
返
済
৚
݅

等
の
設
ఆ
が
Մ
ೳ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
融
ࢿ
実
行

後
も
、
事
業
の
進
௙
ঢ়
گ
に
つ
い
て
継
続
的
に
Ϟ
χ
タ
リ

ン
グ
を
行
い
、
事
業
計
ը
と
実
੷
஋
に
ဃ
཭
が
あ
る
৔
合

に
は
、
対
Ԡ
ࡦ
の
Ξ
υ
ό
イ
ス
や
事
業
計
ը
の
ݟ
௚
し
な

ど
の
ϋ
ン
ζ
Φ
ン
支
援
を
、
当
行
が
௚
઀
行
う
体
制
を
੔

え
て
い
ま
す
。

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援

◆◆◆

さ
ら
に
、
当
行
で
は
ݹ
民
Ո
を
׆
用
し
た
؍
ޫ
ま
ち
ͮ

く
り
を
志
向
す
る
自
治
体
と
の
連
携
も
強
Խ
し
て
い
ま
す
。

๪
૯
൒
ౡ
の
中
ԝ
に
Ґ
ஔ
し
、
ߐ
ށ
時
代
に
は
ಙ
઒
࢛

ఱ
Ԧ
の
ひ
と
り
、
本
ଟ
஧
উ
の
治
め
る
大
ଟ
ت
ൡ
ø0
万
ੴ

と
し
て
ӫ
え
た
৓
Լ
ொ
で
あ
る
大
ଟ
ت
ொ
は
、
ۙ
年
は
গ

ࢠ
高
ྸ
Խ
に
よ
る
人
ޱ
ݮ
গ
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
大
ଟ
ت
ொ
で
開
催
し
た
「
ݹ
民
Ո
を
׆
用
し
た
؍

ޫ
ま
ち
ͮ
く
り
シ
ン
ポ
δ
΢
ム
」
に
は
、
人
ޱ
̕
ઍ
人
༨

り
の
こ
の
ொ
に
、
ݝ
内
外
か
ら
５
０
０
人
を
௒
え
る
ࢀ
加

者
が
集
ま
り
、
こ
れ
を
ܖ
機
と
し
て
同
ொ
で
は
༗
識
者
会

ٞ
が
発
଍
し
ま
し
た
。

当
行
も
༗
識
者
会
ٞ
に
ࢀ
ը
す
る
中
で
ொ
と
の
連
携
を

強
Խ
し
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は
、「
ג
ࣜ
会
社
わ
く
わ

く
Χ
ン
ύ
χ
ー
大
ଟ
ت
」
の
設
ཱ
を
支
援
。
現
在
、
؍
ޫ

૯
合
戦
ུ
の
ཱ
案
や
؍
ޫ
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
、
関
連
ࢪ
設

の
ӡ
Ӧ
、
地
域
の
؍
ޫ
事
業
者
΁
の
情
報
提
供
等
、
官
民

連
携
組
৫
と
し
て
ެ
ӹ
性
の
高
い
事
業
に
取
り
組
む
た

め
、
当
行
と
大
ଟ
ت
ொ
、
ொ
内
事
業
者
に
加
え
て
、
当
行

と
「
地
域
׆
性
Խ
แ
ׅ
連
携
協
ఆ
」
を
క
結
し
地
方
創
生

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ג
ࣜ
会
社
マ
イ
φ
Ϗ
の
協
力
の

も
と
、
೔
本
൛
̙
̢
̤
΁
の
ొ
࿥
を
໨
ࢦ
し
て
׆
ಈ
を
ల

開
し
て
い
ま
す
。

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
支
援

ઍ
༿
銀
行�

で
は
、
地

域
金
融
機
関
と
し
て
஝

ੵ
し
て
き
た
ϊ
΢
ϋ
΢

と
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
を
׆

用
し
、「
গ
ࢠ
高
ྸ
Խ

に
よ
る
人
ޱ
ݮ
গ
」
と

「
人
ޱ
の
౦
ژ
一
ۃ
集

中
」
に
よ
る
地
域
経
済

の
ॖ
খ
を
ࠀ
෰
す
る
た

め
に
、
ݝ
内
の
自
治
体

が
ਪ
進
し
て
い
る
計
ը

「
地
方
൛
૯
合
戦
ུ
」

に
対
し
て
、
グ
ϧ
ー
プ

が
一
体
と
な
っ
て
支

援
・
協
力
を
行
い
、
ઍ

༿
ݝ
経
済
の
׆
性
Խ
に

ࠓ
後
と
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

古民家を活用した宿泊施設

銚子スポーツタウン

大多喜町の街並み
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「
し
ず
お
か
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
は

「
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
」
は
、
地
域
の
ࢠ
ど

も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
;
る
さ
と
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く

知
り
、
も
っ
と
޷
き
に
な
る
こ
と
で
、
ক
དྷ
は
੩
Ԭ
を
എ

負
っ
て
ཱ
つ
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
૝
い

で
、
੩
Ԭ
銀
行
の
ओ
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
੩
Ԭ
ݝ
の

各
地
域
で
、
ࢠ
ど
も
た
ち
が
地
元
の
魅
力
に
つ
い
て
学
Ϳ

イ
ϕ
ン
ト
ܗ
ࣜ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
し
ず
お
か
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が 

で
き
る
ま
で

੩
Ԭ
銀
行
で
は
、
地
方
創
生
部
と
い
う
部
ॺ
が
で
き
た

２
０
１
５
年
度
以
降
、
੩
Ԭ
ݝ
の
๊
え
る
課
題
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
。

地
方
の
課
題
と
い
え
ば
人
ޱ
ݮ
গ
で
す
。
ಛ
に
੩
Ԭ
ݝ

は
ट
都
ݍ
か
ら
ൺ
ֱ
的
ۙ
い
た
め
か
、
人
ޱ
ྲྀ
ग़
が
ଟ
い

◆◆◆◆◆◆

ݝ
で
、
ಛ
に
若
年
人
ޱ
の
ྲྀ
ग़
が
ݦ
ஶ
で
し
た
。
若
い
人

が
ݮ
っ
て
し
ま
っ
て
は
地
方
創
生
の
実
現
は
ఔ
ԕ
い
。

զ
ʑ
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

੩
Ԭ
ݝ
は
ඇ
ৗ
に
魅
力
の
ଟ
い
地
域
で
す
。
Թ
ஆ
な
ؾ

候
、
ଠ
ฏ
༸
に
面
し
て
お
り
ਫ
産
業
も
੝
ん
、
ҏ
౾
を
は

͡
め
と
し
た
全
ࠃ
的
な
؍
ޫ
地
も
あ
り
、
੡
଄
業
を
中
心

に
世
ք
的
に
༗
໊
な
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。た
だ
、

੩
Ԭ
ݝ
の
ࢠ
ど
も
は
、
ଞ
ݝ
の
ࢠ
ど
も
と
ൺ
べ
、
そ
の
魅

力
を
語
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
ࣖ

に
し
ま
し
た
。

ࢠ
ど
も
た
ち
が
地
元
の
い
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
あ
ま
り

知
ら
な
い
た
め
に
、
੒
長
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
と
き
੩

Ԭ
ݝ
か
ら
ग़
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
ࢠ
ど
も
た
ち
に
੩
Ԭ
ݝ
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ࢠ
ど
も
た
ち
が

地
元
の
魅
力
を
知
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
ڷ
౔
Ѫ
を

࣋
っ
た
人
材
を
育
੒
し
、
進
学
な
ど
で
一
度
は
ݝ
外
に
ग़

た
と
し
て
も
ক
དྷ
は
੩
Ԭ
ݝ
で
׆
༂
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
ん
な
૝
い
か
ら
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
は
生
ま

れ
ま
し
た
。

体
験
が
重
要

ୈ
１
ճ
は
、
ҏ
౾
൒
ౡ
の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
シ
ン
ポ

δ
΢
ム
の
開
催
で
し
た
。
໿
̏
５
０
人
の
਌
ࢠ
に
ご
ࢀ
加

い
た
だ
き
、
ҏ
౾
൒
ౡ
ಛ
༗
の
地
ܗ
や
ྺ
࢙
、
ಛ
産
඼
等

に
つ
い
て
ࢠ
ど
も
た
ち
に
఻
え
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
４

月
に
ҏ
౾
൒
ౡ
が
ࠃ
内
で
̕
൪
໨
の
「
Ϣ
ω
ス
ί
世
ք
δ

Φ
ύ
ー
Ϋ
」
に
認
ఆ
さ
れ
る
લ
の
開
催
で
し
た
が
、
ࢠ
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
و
重
な
経
ݧ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
ࢠ
ど
も
た
ち
に
ॆ
実
し
た
学
ͼ
の
機
会
を
与
え

ら
れ
な
い
か
と
考
え
、
２
０
１
̓
年
度
か
ら
は
「
体
ݧ
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
た
だ
ߨ
ٛ
を
聞
く
だ
け
で
は
ࢠ

ど
も
た
ち
の
心
に
は
࢒
ら
な
い
。
ࢀ
加
者
が
গ
人
਺
と
な

っ
て
も
、
ॆ
実
し
た
体
ݧ
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
意

識
し
ま
し
た
。
２
０
１
̓
年
̕
月
に
ݝ
内
の
઒
ࠜ
本
ொ
で

開
催
し
た
「
̨
̡
৐
ं
ˍ
お
஡
ത
࢜
に
な
ろ
う
ʂ
」
で
は
、

੩
Ԭ
の
一
൪
の
魅
力
と
も
ݴ
え
る
お
஡
に
つ
い
て
、「
お

஡
ఠ
み
ˍ
஡
業
η
ン
タ
ー
ݟ
学
」「
̨
̡
৐
ं
ˍ
̨
̡
੔

උ
৔
ݟ
学
」
と
い
う
体
ݧ
を
交
え
な
が
ら
、
ࢠ
ど
も
た
ち

に
地
元
の
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
ま

し
た
。地

域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
連
携

２
０
１
８
年
度
は
、
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
に
あ
る
企
業
や

大
学
な
ど
の
ओ
体
的
な
ӡ
Ӧ
ࢀ
加
と
い
う
こ
と
を
ಛ
に
意

識
し
ま
し
た
。
銀
行
が
地
域
の
魅
力
を
఻
え
る
イ
ϕ
ン
ト

を
ओ
催
し
た
と
し
て
も
、
銀
行
自
体
は
な
ん
ら
地
域
ࢿ
ݯ

◆◆◆◆◆◆

੩
Ԭ
ݝ

Ổ
地
域
金
融
機
関
が
行
う

�

「
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
」
Ổ

େ
ڮ
　
߂

੩
Ԭ
銀
行
ɹ
ৗ
務
ࣥ
行
໾
һ

ࢠ
Ͳ
΋
た
ͪ
ʹ
ڷ
౔
Ѫ
Λ
ৢ
੒
͢
Δ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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を
࣋
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ै
དྷ
は
、
੩
Ԭ
銀
行
が
୯
ಠ
ओ
催

と
な
り
、
ଞ
の
事
業
者
に
は
ߨ
ࢣ
と
し
て
ࢀ
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
ଟ
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
は

地
域
ࢿ
ݯ
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
（
企
業
や
大
学
等
）
に
共
催
と
い
う
ܗ

で
ओ
体
的
に
ӡ
Ӧ
に
ࢀ
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
魅
力
に

つ
い
て
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

地
元
の
ג
ࣜ
会
社
໦
ଜ
ர
଄
ॴ
と
共
催
で
行
っ
た
ୈ
̕

ճ
の
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
で
は
、
ர
଄
の
分
໺

で
世
ք
的
に
׆
༂
す
る
同
社
に
、
地
元
ҏ
౾
の
ࠃ
市
が
ތ

る
世
ք
Ҩ
産
の
ர
଄
ࢪ
設
「
೙
ࢁ
൓
ࣹ
࿍
」
の
仕
組
み
や
、

ர
଄
を
は
͡
め
と
し
た
最
新
ٕ
ज़
の
魅
力
に
つ
い
て
ଘ
分

に
൸
࿐
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

複
数
日
開
催
で
充
実
度
の
向
上

ࢠ
ど
も
た
ち
に
よ
り
ॆ
実
し
た
機
会
を
提
供
す
る
た
め

に
、
ෳ
਺
೔
の
イ
ϕ
ン
ト
を
実
ࢪ
す
る
こ
と
も
実
ݧ
的
に

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
は
１
೔
の

ࢀ
加
し
や
す
い
イ
ϕ
ン
ト
で
し
た
が
、
地
元
の
ඦ
՟
店
দ

ࡔ
԰
੩
Ԭ
店
、
地
元
の
์
ૹ
ہ
੩
Ԭ
์
ૹ
と
共
同
で
開
催

し
た
ୈ
ø0
ճ
の
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
で

は
、
地
元
の
生
産
者
や
企
業
４
社
の
協
力
を
得
て
、

◆◆◆

ࢠ
ど
も
た
ち
が
２
೔
間
の
イ
ϕ
ン
ト
に
ࢀ
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ݝ
内
各
地
に
あ
る
ೕ
੡
඼
や
み
か
ん
な
ど
の

ಛ
産
඼
を
、
দ
ࡔ
԰
੩
Ԭ
店
で
実
際
に
ࢠ
ど
も
た
ち
が
ൢ

ച
を
す
る
と
い
う
体
ݧ
ܕ
イ
ϕ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、
た

だ
ൢ
ച
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
લ
に
ࢠ
ど
も
た
ち
が
そ
れ

ら
の
生
産
現
৔
に
実
際
に
ෝ
き
、
ࡡ
ೕ
や
ऩ
֭
を
体
ݧ
し

ま
す
。
そ
こ
で
生
産
者
た
ち
か
ら
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ಛ
産
඼

に
か
け
る
૝
い
を
学
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
ࢠ
ど
も
た

ち
は
ඦ
՟
店
の
ಛ
設
ϒ
ー
ス
で
ൢ
ച
員
と
し
て
、
自
分
た

ち
が
学
ん
で
き
た
ಛ
産
඼
の
す
ば
ら
し
さ
を
自
分
た
ち
の

ݴ
༿
で
お
٬
様
に
఻
え
、
ൢ
ച
し
ま
す
。
し
か
も
そ
の
様

ࢠ
は
地
元
์
ૹ
ہ
を
通
͡
テ
Ϩ
Ϗ
で
์
ૹ
さ
れ
る
。
ࢠ
ど

も
た
ち
の
心
に
࢒
る
こ
と
は
間
ҧ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
銀
行
が
や
る
の
か

そ
も
そ
も
な
ぜ
銀
行
が
そ
ん
な
機
会
を
ࢠ
ど
も
た
ち
に

提
供
す
る
の
か
。
લ
ड़
し
た
と
お
り
、
銀
行
自
体
は
な
ん

ら
地
域
ࢿ
ݯ
を
࣋
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
金
融

機
関
で
あ
る
զ
ʑ
は
、
੩
Ԭ
ݝ
の
あ
ら
Ώ
る
৔
ॴ
に
ڌ
఺

を
࣋
っ
て
お
り
、
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
の
ࢿ
ݯ
を
࣋
っ
て
い

◆◆◆

る
方
ʑ
と
関
係
を
࣋
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
Ώ
え
、
そ
れ
ͧ

れ
の
地
域
の
い
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
地
域
の
方
ʑ
に
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
の

૝
い
を
共
ײ
し
て
も
ら
い
、
ࢠ
ど
も
た
ち
΁
一
ॹ
に
発
信

し
て
い
く
。
こ
れ
を
ݝ
全
体
で
行
う
こ
と
は
、
地
域
金
融

機
関
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。し

ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
で
は
さ
ま
͟
ま
な
企
業

や
ஂ
体
の
こ
と
を
ࢠ
ど
も
た
ち
に
఻
え
て
い
ま
す
が
、
こ

の
取
り
組
み
は
੩
Ԭ
銀
行
や
そ
の
ଞ
ஂ
体
の
Ｐ
Ｒ
の
৔
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
ࢠ
ど
も
た
ち
に
地
元
の
ྑ
さ

を
఻
え
、地
元
の
こ
と
を
޷
き
に
な
っ
て
も
ら
う
৔
で
す
。

こ
の
৔
が
企
業
や
ஂ
体
の
એ
఻
の
た
め
の
৔
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
い
う
こ
と
は
ৗ
に
ؾ
を
෇
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
の
取
り
組
み

は
、
２
０
１
８
年
２
月
に
内
ֳ
官
๪
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
よ
り
、
地
方
創
生
に
ࢿ
す
る
金
融
機
関

等
の
「
ಛ
௃
的
な
取
組
事
例
」
と
し
て
ද
জ
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
へ
の
広
が
り
の
期
待
と
我
々
の
決
意

ࠓ
後
は
地
域
に
し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
の
૝
い

が
広
が
り
、
行
੓
、
大
学
、
企
業
な
ど
様
ʑ
な
ஂ
体
で
自

発
的
に
ࢠ
ど
も
た
ち
に
ڷ
౔
Ѫ
を
࣋
っ
て
も
ら
う
機
会
を

提
供
す
る
৔
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
て
΄
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

し
ͣ
お
か
キ
ッ
ζ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ー
は
、�

現
在
ま
で
øø
ճ
開

催
、
Ԇ
べ
໿
１
４
０
０
人
の
ࢠ
ど
も
た
ち
が
ࢀ
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ࢠ
ど
も
た
ち
に
ڷ
౔
Ѫ
を
育

み
、
੩
Ԭ
ݝ
の
こ
と
が
大
޷
き
な
੩
Ԭ
ݝ
の
リ
ー
ダ
ー
の

ժ
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

2018 年 2月に
「まち・ひと・しごと創生本部」表彰を受賞

松坂屋で販売員になる子どもたち

伊豆地域で初めて開催した際の
ポスター
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フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
取
り
組
み
で 

地
域
の
課
題
解
決

ذ
ෞ
ݝ
の
๺
部
に
Ґ
ஔ
す
る
高
ࢁ
市
は
、
ߐ
ށ
時
代
以

དྷ
の
৓
Լ
ொ
・
঎
Ո
ொ
の
࢟
を
࢒
す
「
ඈ
ଭ
の
খ
ژ
都
」

と
ݺ
ば
れ
、
全
ࠃ
各
地
か
ら
ଟ
く
の
؍
ޫ
٬
が
๚
れ
る
。

最
ۙ
は
、「
೔
本
の
ݪ
෩
ܠ
を
࢒
す
֗
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
ւ
外
か
ら
の
؍
ޫ
٬
も
૿
加
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ඈ
ଭ

高
ࢁ
も
、
ॅ
民
の
高
ྸ
Խ
と
人
ޱ
ݮ
গ
、
そ
れ
に
൐
う
地

域
経
済
の
ਰ
ୀ
と
い
う
地
方
都
市
に
共
通
す
る
課
題
に
௚

面
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
を
Ӧ
業
ج
൫
と
す
る
当
組
合
は

経
Ӧ
方
਑
と
し
て
「
̘
̨
̫
経
Ӧ
」（
共
創
Ձ
஋
経
Ӧ
）

を
掲
げ
、
事
業
׆
ಈ
を
通
͡
て
地
域
課
題
の
ղ
決
に
د
与

す
る
こ
と
を
໨
ࢦ
し
て
い
る
。

ฏ
੒
2ÿ
年
ø2
月
、
ϑ
ỹ
ン
テ
ッ
Ϋ
（
金
融
と
̞
̩
を
融

合
し
た
新
サ
ー
Ϗ
ス
）
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
・
ϫ
ー
キ
ン
グ
ν

◆◆◆

ー
ム
（
以
Լ
̛
̩
Ｐ
̩
）
を
組
੒
し
、
新
た
な
ऩ
ӹ
事
業

と
し
て
決
済
事
業
に
進
ग़
す
る
と
と
も
に
、
当
֘
事
業
׆

ಈ
を
通
͡
て
キ
Ỿ
ッ
シ
ỿ
Ϩ
ス
決
済
؀
ڥ
の
ఆ
ண
に
よ
る

؍
ޫ
ফ
අ
の
֦
大
、
域
外
΁
の
ࢿ
金
ྲྀ
ग़
཈
ࢭ
や
域
内
経

済
の
า
ཹ
ま
り
௿
Լ
な
ど
の
地
域
課
題
の
ղ
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
࢝
め
た
。
そ
の
中
で
、
ి
ࢠ
通
՟
か
つ
地
域

通
՟
の
ಛ
௃
を
ซ
せ
࣋
っ
た
ి
ࢠ
地
域
通
՟
「
さ
る
ぼ
ぼ

ί
イ
ン
」
の
Ϗ
δ
ω
ス
Ϟ
σ
ϧ
が
஀
生
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
ア
プ
リ
開
発
へ

̛
̩
Ｐ
̩
で
は
、
ඈ
ଭ
高
ࢁ
を
๚
れ
る
年
間
４
̒
０
万

人
の
؍
ޫ
٬
の
方
ʑ
に
こ
の
地
域
で
よ
り
ଟ
く
の
お
金
を

࢖
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
加
え
て
、
地
域
ॅ
民
の
方
ʑ
に

も
継
続
的
か
つ
ੵ
ۃ
的
に
࢖
っ
て
頂
け
る
サ
ー
Ϗ
ス
、
さ

ら
に
は
地
域
内
で
ࢿ
金
が
॥
؀
す
る
機
ೳ
を
࣋
つ
仕
組
み

◆◆◆

を
ݕ
౼
し
た
。
そ
こ
で
ग़
し
た
答
え
が
「
地
域
通
՟
」
の

ి
ࢠ
Խ
で
あ
る
。

当
地
域
は
、
た
く
さ
ん
の
؍
ޫ
٬
が
๚
れ
る
地
域
で
は

あ
る
が
、
地
域
課
題
と
し
て
決
済
イ
ン
ϑ
ラ
の
ී
ٴ
཰
の

௿
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
要
Ҽ
は
、
加
ໍ
店
が
決
済
イ
ン
ϑ

ラ
を
ಋ
ೖ
す
る
৔
合
に
発
生
す
る
イ
χ
シ
Ỿ
ϧ
ί
ス
ト
と

決
済
手
਺
ྉ
だ
。
そ
こ
で
、
̛
̩
Ｐ
̩
で
は
、
ฏ
੒
2Ā
年

５
月
か
ら
̏
Χ
月
間
、
地
域
の
事
業
者
（
ûø
店
ฮ
）
の
協

力
の
も
と
、
全
職
員
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
で
の
ి
ࢠ

決
済
の
実
ূ
実
ݧ
を
行
い
、
職
員
や
Ո
଒
、
知
人
そ
し
て

ذ
ෞ
ݝ
ߴ
山
ࢢ

Ổ
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
を
׆
用
し
た

�

生
׆
Ξ
プ
リ
で
キ
Ỿ
ッ
シ
ỿ
Ϩ
ス
Ổ

ా
த
　
௚
थ

ඈ
ଭ
৴
༻
૊
߹
ܦ
Ӧ
ا
ը
部
ا
ը
՝�

兼
ϖ
Π
ϝ
ϯ
τ
ࣄ
業
՝
ɹ
՝
長

ి
ࢠ
地
Ҭ
௨
՟
ủ
͞
Δ
΅
΅
ί
Π
ϯ
Ứ
Ͱ

 

͓
ۚ
の
地
࢈
地
ফ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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加
ໍ
店
の
意
ݟ
を
ந
ग़
し
一
つ
の
結
࿦
を
ग़
し
た
。
加
ໍ

店
に
決
済
端
຤
を
設
ஔ
す
る
必
要
の
な
い
̦
Ｒ
ί
ー
υ
で

も
決
済
が
ॆ
分
Մ
ೳ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
Ξ
プ
リ

の
Ϣ
ー
β
ー
が
金
ֹ
を
ೖ
力
し
て
ೖ
力
金
ֹ
を
加
ໍ
店
に

確
認
し
て
も
ら
い
決
済
す
る
方
法
と
な
る
。
初
め
て
ス
マ

ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
を
࢖
う
職
員
や
年
഑
の
職
員
か
ら
も
、
׳
れ

て
し
ま
え
ば
金
ֹ
を
ೖ
力
す
る
޻
ఔ
は
ॆ
分
ڐ
༰
で
き
、

サ
イ
ϑ
を
ग़
し
て
支
෷
う
よ
り
ศ
利
、
さ
ら
に
加
ໍ
店
か

ら
も
、
金
ֹ
を
確
認
す
る
だ
け
な
の
で
思
っ
た
以
上
に
؆

୯
だ
っ
た
と
の
意
ݟ
が
ଟ
か
っ
た
。

手
਺
ྉ
に
つ
い
て
は
、
２
ˋ
を
௒
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
ศ
利
で
も
ಋ
ೖ
は
し
な
い
と
の
加
ໍ
店
の
意
ݟ
が

ଟ
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
਺
ྉ
は
１
ˋ
୆
と
す
る
ス
キ

ー
ム
で
ݕ
౼
し
た
。

街
を
緑
の
マ
ー
ク
で
染
め
る

ฏ
੒
2Ā
年
ø2
月�

、「
さ
る
ぼ
ぼ
ί
イ
ン
」
を
リ
リ
ー
ス

し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
を
࢖
っ
て
決
済
を
す

る
当
地
域
の
人
ޱ
は
都
市
部
に
ൺ
べ
て
は
る
か
に
গ
な

い
。
そ
こ
で
、
ฏ
੒
ú0
年
̏
月
຤
ま
で
、
ま
ͣ
は
、
ス
マ

ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
決
済
を
体
ݧ
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

ϑ
Ỽ
ン
に
ί
イ
ン
を
ν
Ỿ
ー
δ
す
る
際
に
プ
Ϩ
ϛ
Ξ
ム
ಛ

య
と
し
て
通
ৗ
の
ഒ
の
２
ˋ
を
෇
与
し
た
。
加
ໍ
店
に
と

っ
て
、
決
済
用
の
̦
Ｒ
ί
ー
υ
は
当
組
合
が
࡞
੒
す
る
の

で
ಋ
ೖ
අ
用
は
０
円
だ
が
、
さ
ら
に
׵
金
・
ૹ
金
手
਺
ྉ

を
ແ
ྉ
と
し
た
。
׵
金
手
਺
ྉ
は
、
加
ໍ
店
が
ί
イ
ン
を

現
金
Խ
す
る
際
に
生
͡
、１
・５
ˋ
（
੫
ผ
）
ま
た
は
、１
・

８
ˋ
（
੫
ผ
）
を
差
Ҿ
い
た
金
ֹ
が
、
ཌ
Ӧ
業
೔
に
当
組

合
の
༬
金
ޱ
࠲
に
ೖ
金
さ
れ
る
。
ま
た
、
さ
る
ぼ
ぼ
ί
イ

ン
の
地
域
通
՟
と
し
て
の
ಛ
௃
と
し
て
、
加
ໍ
店
が
仕
ೖ

れ
な
ど
の
支
෷
い
を
加
ໍ
店
間
の
ૹ
金
機
ೳ
で
2û
時
間
い

つ
で
も
で
き
る
఺
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
の
ૹ
金
手

਺
ྉ
は
０
・
５
ˋ
（
੫
ผ
）
と
し
、
׵
金
す
る
よ
り
も
地

域
内
で
ί
イ
ン
を
॥
؀
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
す
る
仕
組
み

と
し
た
。
ಋ
ೖ
し
て
い
た
だ
い
た
加
ໍ
店
に
は
、
当
地
の

代
ද
的
な
౔
産
෺
で
、
当
組
合
の
キ
Ỿ
ラ
Ϋ
タ
ー
で
も
あ

る
「
さ
る
ぼ
ぼ
」
の
マ
ー
Ϋ
の
ೖ
っ
た
྘
の
ス
テ
ッ
Χ
ー

を
店
の
ೖ
り
ޱ
に
ష
り
、
Ϩ
δ
に
は
྘
の
̦
Ｒ
ί
ー
υ
を

設
ஔ
し
た
。
ฏ
੒
ú0
年
ø0
月
຤
現
在
で
、
加
ໍ
店
਺
は
８

０
０
店
ฮ
、
ν
Ỿ
ー
δ
ֹ
４
ԯ
̏
ઍ
万
円
、
Ϣ
ー
β
ー
਺

◆◆◆

５
４
０
０
人
と
な
り
、
地
域
の
キ
Ỿ
ッ
シ
ỿ
Ϩ
ス
؀
ڥ
が

গ
し
ͣ
つ
で
は
あ
る
が
、
ม
Խ
し
࢝
め
、
加
ໍ
店
の
ೖ
り

ޱ
の
྘
の
ス
テ
ッ
Χ
ー
が
֗
中
で
໨
ཱ
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
さ
ら
に
ଟ
く
の
加
ໍ
店
で
ಋ
ೖ
し
て
い
た
だ
き
、

最
ऴ
的
に
は
全
て
の
お
店
の
ೖ
ޱ
を
྘
に
છ
め
て
い
き
た

い
と
い
う
૝
い
で
೔
ʑ
ਪ
進
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

決
済
ア
プ
リ

こ
の
Ξ
プ
リ
の
࢖
い
方
の
大
き
な
ಛ
௃
は
、
支
෷
う
金

ֹ
を
Ϣ
ー
β
ー
が
ೖ
力
し
、
会
計
時
に
店
ฮ
ス
タ
ッ
ϑ
に

金
ֹ
に
間
ҧ
い
が
な
い
か
確
認
し
て
も
ら
い
決
済
を
す
る

こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
支
෷
時
に
は
「
ひ
と
手
間
」
を
要
す

る
支
෷
い
方
法
と
な
り
、
ૣ
く
て
ศ
利
な
キ
Ỿ
シ
ỿ
Ϩ
ス

支
෷
い
と
は
গ
し
イ
ϝ
ー
δ
が
ҟ
な
る
。
Ϣ
ー
β
ー
に
ܟ

ԕ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
ݒ
೦
は
あ
っ
た
が
、
支
෷

時
に
店
ฮ
ス
タ
ッ
ϑ
に
一
声
か
け
る
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ー
シ
ἀ

ン
が
発
生
し
、「
あ
ん
と
ʂ
」（
ඈ
ଭ
地
方
の
方
ݴ
で
「
あ

り
が
と
う
」
の
意
）
の
決
済
Ի
で
決
済
׬
ྃ
ը
面
が
ද
ࣔ

さ
れ
る
と
、
Ϣ
ー
β
ー
も
自
વ
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
ݴ

༿
が
ग़
て
地
域
通
՟
ら
し
い
と
の
ご
意
ݟ
も
ಧ
い
て
い

る
。

生
活
ア
プ
リ
を
目
指
し
て

ক
དྷ
、
さ
る
ぼ
ぼ
ί
イ
ン
Ξ
プ
リ
は
、
地
域
で
の
お
買

෺
を
ศ
利
に
す
る
決
済
Ξ
プ
リ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
情
報
や
サ
ー
Ϗ
ス
を
ೖ
手
で
き
る
生
׆
Ξ
プ
リ
と

な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
る
ぼ
ぼ
ί

イ
ン
Ξ
プ
リ
で
地
域
ॅ
民
や
؍
ޫ
٬
に
、
い
か
に
༗
ӹ
な

ί
ン
テ
ン
π
を
提
供
で
き
る
か
が
ࠓ
後
の
課
題
で
あ
る
。

◆◆◆◆◆◆

アプリで加盟店のQRコード読み取る様子さるぼぼコイン加盟店ステッカー
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内
閣
府
大
臣
表
彰
の
「
巡
リ
ズ
ム
」

当
金
ݿ
の
地
方
創
生
ਪ
進
事
業
「
८
リ
ζ
ム
」
は
、
２

０
１
̒
年
度
の
金
融
機
関
等
の
「
地
方
創
生
に
ࢿ
す
る
ಛ

௃
的
な
取
組
事
例
」
úû
બ
に
બ
ば
れ
て
、
内
ֳ
෎
ಛ
໋
担

当
大
ਉ
よ
り
ද
জ
さ
れ
た
。
当
金
ݿ
は
１
̕
４
５
年
８
月

１
೔
に
創
ཱ
。
大
ࡕ
෎
の
๺
౦
部
に
Ґ
ஔ
す
る
๺
Տ
内
̓

市
を
ओ
要
Ӧ
業
Τ
リ
Ξ
と
し
て
20
店
の
Ӧ
業
店
を
༗
し
、

ै
業
員
਺
は
໿
̏
̏
０
人
で
あ
る
。๺
Տ
内
̓
市
は
大
ࡕ
・

ژ
都
の
΄
ぼ
中
間
に
Ґ
ஔ
し
て
お
り
、
高
度
経
済
੒
長
ظ

に
働
く
世
代
が
ॅ
ま
い
を
ٻ
め
て
Ҡ
り
ॅ
む
こ
と
で
人
ޱ

が
૿
加
、
ま
ち
が
ܗ
੒
さ
れ
て
き
た
。「
८
リ
ζ
ム
」
を

発
案
し
た
２
０
１
４
年
当
時
の
人
ޱ
は
໿
１
１
̓
万
人
、

世
ଳ
਺
üø
万
世
ଳ
で
あ
っ
た
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

「
८
リ
ζ
ム
」
は
、
時
の
ྲྀ
れ
と
と
も
に
高
ྸ
者
の
み

の
世
ଳ
が
૿
加
す
る
中
、
自
୐
に
ॅ
み
続
け
る
こ
と
が
೉

◆◆◆◆◆◆

し
く
な
っ
た
৔
合
に
は
、
ศ
利
な
Ӻ
લ
マ
ン
シ
ἀ
ン
や
市

内
の
高
ྸ
者
ઐ
用
ࢪ
設
等
΁
の
ॅ
み
ସ
え
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
ॴ
༗
さ
れ
て
い
る
ॅ
୐
は
「
ച

٫
、
௞
ି
、
取
り
յ
し
」
な
ど
に
よ
り
、
ଞ
地
域
か
ら
の

ࢠ
育
て
世
代
の
Ҡ
ॅ
促
進
に
役
ཱ
て
、
都
市
ܕ
ί
ン
ύ
Ϋ

ト
シ
テ
ỹ
の
実
現
を
め
͟
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
を
発
案
し
た
の
は
、
２
０
１
̏
年
̒
月
、
̒

代
໨
理
事
長
に
就
任
し
た
٢
໺
ܟ
ণ
で
あ
る
。
就
任
ま
で

業
຿
部
を
担
当
し
て
い
た
٢
໺
理
事
長
は
、
地
域
の
؀
ڥ

ม
Խ
に
಄
を
೰
ま
せ
て
い
た
。
一
つ
は
高
ྸ
Խ
の
進
ల
、

も
う
一
つ
は
ۭ
き
Ո
の
૿
加
で
あ
る
。
そ
の
എ
ܠ
に
は
、

若
年
૚
が
就
職
・
結
ࠗ
を
機
に
当
地
か
ら
ྲྀ
ग़
し
高
ྸ
者

の
み
の
世
ଳ
が
૿
加
し
て
、
地
域
ࢿ
ݯ
で
あ
る
ྑ
࣭
な
ॅ

୐
؀
ڥ
が
う
ま
く
׆
か
さ
れ
ͣ
、
ま
ち
の
׆
力
が
ঃ
ʑ
に

ࣦ
わ
れ
て
い
く
ঢ়
گ
が
あ
っ
た
。
༗
ޮ
׆
用
さ
れ
て
い
な

い
ෆ
ಈ
産
を
マ
イ
φ
ス
の
「
負
ಈ
産
」、ۭ
き
Ո
を
「
ࢮ
産
」

と
ݺ
Ϳ
が
、
ྑ
࣭
な
ॅ
୐
؀
ڥ
を
保
ち
࣍
世
代
に
つ
な
͙

こ
と
が
地
域
を
क
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
׆
ಈ
が

地
域
金
融
機
関
の
࢖
໋
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
方
、
ژ
ࡕ
ి
ं
は
、
Ԋ
ઢ
地
域
の
再
׆
性
Խ
に
取

り
組
ん
で
い
た
。「
く
ら
し
の
Ձ
஋
」
を
高
め
る
「
Ԋ
ઢ

再
ߞ
」
を
中
ظ
経
Ӧ
計
ը
の
ओ
࣠
戦
ུ
に
取
り
ೖ
れ
て
お

り
、ྑ
࣭
な
ॅ
؀
ڥ
を
༗
す
る
「
く
ͣ
は
ロ
ー
ζ
タ
΢
ン
」

を
中
心
と
し
た
Ԋ
ઢ
の
ま
ち
ͮ
く
り
に
஫
力
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
当
金
ݿ
の
理
೦
と
も
一
க
し
て
い
た
た
め
、
２
０

１
̒
年
１
月
øĀ
೔
に
แ
ׅ
連
携
協
ఆ
を
క
結
し
た
。
さ
ら

に
、
࢖
໋
実
現
に
は
行
੓
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
た
٢

໺
理
事
長
は
、
就
任
時
よ
り
ఆ
ظ
的
に
各
市
長
を
๚
ね
、

地
域
の
課
題
で
あ
る
高
ྸ
Խ
の
進
ల
、
ۭ
き
Ո
の
૿
加
に

つ
い
て
意
ݟ
交
׵
を
続
け
て
い
た
。
や
が
て
地
方
創
生
法

が
ࢪ
行
さ
れ
、
地
方
൛
૯
合
戦
ུ
を
各
市
が
ࡦ
ఆ
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
๺
Տ
内
̓
市
そ
れ
ͧ
れ
に
৹
ٞ
会
ҕ
員
と

し
て
職
員
が
ࢀ
ը
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
金
融
機
関
の

ཱ
৔
か
ら
「
地
域
の
課
題
ղ
決
に
向
け
た
提
案
」
を
行
っ

た
。
そ
の
提
案
が
、
ۙ
ډ
・
ॅ
ସ
え
促
進
事
業
「
८
リ
ζ

ム
」
で
あ
る
。
そ
の
結
Ռ
、
わ
ͣ
か
１
年
で
、
ژ
ࡕ
ి
ं

を
ච
಄
に
、
全
̓
市
と
แ
ׅ
連
携
協
ఆ
を
క
結
で
き
、「
८

リ
ζ
ム
」
の
Լ
地
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
（
̓
市
の

協
ఆ
క
結
は
以
Լ
の
と
お
り
。
２
０
１
̒
年
の
̏
月
2Ā
೔

ຕ
方
市
、
̒
月
øü
೔
৸
԰
઒
市
、
̓
月
22
೔
交
໺
市
、
８

月
2ü
೔
࢛
ᑍ
೅
市
、
同
2Ā
೔
大
౦
市
、
øø
月
øû
೔
क
ޱ
市
、

２
０
１
̓
年
２
月
22
೔
໳
ਅ
市
）。

活
動
内
容

「
८
リ
ζ
ム
」
の
具
体
的
な
׆
ಈ
と
し
て
は
、
ঁ
性
得

意
先
係
øü
人
を
ؚ
む
Ӧ
業
職
員
Ā2
人
が
、
೔
ʑ
の
׆
ಈ
と

し
て
ॅ
ま
い
や
฻
ら
し
に
関
す
る
Ξ
ン
έ
ー
ト
ௐ
ࠪ
を
̛

̰
̲
̴�

̓
̾�

̛
̰
̲
̴
で
行
っ
て
い
る
。
行
੓
と
連
携

し
た
ௐ
ࠪ
で
あ
る
こ
と
を
આ
໌
す
る
こ
と
で
、
ൺ
ֱ
的
҆

心
し
て
Ξ
ン
έ
ー
ト
に
ճ
答
い
た
だ
い
て
お
り
、
໿
２
年

◆◆◆

େ
ࡕ
෎
ຕ
ํ
ࢢ
ỏ
৸
԰
઒
ࢢ
ỏ

࢛
ᑍ
೅
ࢢ
ỏ
໳
ਅ
ࢢ
ỏ

େ
౦
ࢢ
ỏ
क
ޱ
ࢢ
ỏ
ަ
໺
ࢢ

Ổ
高
ྸ
者
の
ॅ
み
ସ
え
を
サ
ポ
ー
ト
Ổ

খ
੢
　
խ
੖

ຕ
方
৴
༻
ۚ
ݿ
地
方
૑
ੜ
ਪ
ਐ
部
ɹ
ࣥ
行
໾
һ
部
長

ۙ
ډ
ɾ
ॅ
ସ
͑
ଅ
ਐ
ࣄ
ۀ
ủ
८
Ϧ
ζ
Ϝ

�
Ứ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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൒
の
取
り
組
み
で
໿
１
万
８
ઍ
݅
の
聞
き
取
り
を
行
え

た
。
お
聞
き
し
た
ࠔ
り
事
は
、
喫
緊
の
課
題
と
ক
དྷ
の
課

題
と
に
分
け
、
相
談
者
ݸ
ʑ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
最
ળ
の

ղ
決
ࡦ
を
、
Ӧ
業
店
と
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
提
案
し
、

ղ
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
な
事
例
紹
介

１
例
໨
は
、
１
０
０
௶
を
௒
え
る
ご
自
୐
に
一
人
฻
ら

し
だ
っ
た
高
ྸ
の
ঁ
性
で
、
お
体
が
ෆ
自
༝
に
な
り
介
ޢ

ࢪ
設
΁
ೖ
ॴ
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
自
୐
の
ॲ
分
を
考

え
ら
れ
、
ࢪ
設
長
を
通
͡
て
ご
相
談
に
あ
ͣ
か
っ
た
。
現

在
、
そ
の
ॅ
୐
を
若
い
世
代
の
方
が
ߪ
ೖ
し
、
ೖ
ډ
さ
れ

◆◆◆

て
い
る
。

２
例
໨
は
、
೶
地
を
ॴ
༗
し
ߞ
࡞
さ
れ
て
い
た
が
、
高

ྸ
で
ߞ
࡞
が
೉
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
౔
地
の
༗
ޮ
׆

用
を
ݕ
౼
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
連
携
し
て
い
る

ઐ
໳
事
業
者
と
一
ॹ
に
「
若
い
世
代
向
け
௞
ି
ॅ
୐
」
の

ݐ
設
を
提
案
し
、
੒
໿
に
至
っ
た
。

̏
例
໨
は
、
か
つ
て
ற
ं
৔
と
し
て
࢖
用
さ
れ
て
い
た

ߋ
地
の
༗
ޮ
׆
用
で
あ
る
。「
ॅ
୐
ܕ
༗
ྉ
࿝
人
ϗ
ー
ム
」

と
「
サ
ー
Ϗ
ス
෇
き
高
ྸ
者
向
け
ॅ
୐
」
の
２
౩
の
ݐ
設

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
計
ը
ஈ
֊
か
ら
ࢿ
金
提
供

も
ؚ
め
て
携
わ
り
、
さ
ら
に
྆
ࢪ
設
を
ӡ
Ӧ
い
た
だ
く
事

業
者
の
ཱ
ち
上
げ
に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

い
ͣ
れ
の
例
に
お
い
て
も
、
地
域
の
高
ྸ
者
の
方
ʑ
の

༡
ٳ
ࢿ
産
の
༗
ޮ
׆
用
を
ਤ
る
こ
と
で
࿝
後
ࢿ
金
を
確
保

し
、
ࢪ
設
等
΁
の
ೖ
ډ
に
よ
り
「
҆
心
・
҆
全
」
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
世
代
向
け
の
௞

ି
ॅ
୐
等
の
ݐ
設
に
よ
り
、
ࢠ
育
て
世
代
の
ྲྀ
ೖ
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
ক
དྷ
、
ۭ
き
Ո
に
し
な
い
よ
う

に
ど
う
す
る
か
」
を
ࠓ
、
こ
の
地
域
に
お
ॅ
い
の
高
ྸ
の

方
ʑ
と
一
ॹ
に
考
え
、
ࢠ
育
て
世
代
の
ۙ
ډ
・
Ҡ
ॅ
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
ج
本
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
展
開

当
金
ݿ
は
高
ྸ
者
を
対
象
に
、相
続
対
ࡦ
や
ࢿ
産
ӡ
用
・

分
഑
に
つ
な
が
る
金
મ
信
ୗ
঎
඼
の
提
供
や
ෆ
ಈ
産
信

ୗ
、
リ
ό
ー
ス
Ϟ
ー
ή
ー
δ
ロ
ー
ン
や
ແ
ྉ
の
ݟ
क
り
サ

ー
Ϗ
ス
෇
き
ఆ
ظ
ੵ
金
の
取
り
ѻ
い
を
行
っ
て
い
る
。
金

融
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
ؚ
め
「
人
が
८
り
ॅ
む
」
仕
組
み
で
、

ଟ
く
の
世
代
が
共
ଘ
す
る
、
࣋
続
Մ
ೳ
な
ま
ち
ͮ
く
り
を

໨
ࢦ
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
２
０
１
５
年
ࠃ
連
で
採

୒
さ
れ
た
̨
̙
̜
͂
（
࣋
続
Մ
ೳ
な
開
発
໨
ඪ
）
の
実
ફ

で
あ
り
、
そ
こ
に
ಠ
自
性
の
あ
る
魅
力
的
な
信
用
金
ݿ
の

࢟
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

巡りズム ポスター

巡リズム：スキーム図

北河内 7市の人口・世帯数グラフ
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特 集
当
行
は
、「
Ӧ
業
地
域
お
よ
ͼ
当
行
の
׆
力
を
創
଄
す

る
」
と
し
た
経
Ӧ
Ϗ
δ
ἀ
ン
「
׆
力
創
଄
銀
行
」
の
実
現

に
向
け
、
さ
ま
͟
ま
な
׆
ಈ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
؍

ޫ
ৼ
ڵ
΁
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
で
、
ฏ
੒
2Ā
年
ø0
月

に
は
、
؍
ޫ
関
連
産
業
׆
性
Խ
に
よ
る
ಸ
ྑ
ݝ
全
体
で
の

「
Ք
͙
؍
ޫ
」
を
確
ཱ
す
る
こ
と
を
໨
的
に
当
部
内
に
「
؍

ޫ
戦
ུ
ࣨ
」
を
設
ஔ
し
ま
し
た
。

な
ぜ
「
観
光
振
興
」
が
必
要
か

ಸ
ྑ
ݝ
は
全
ࠃ
ฏ
ۉ
を
上
ճ
る
ス
ϐ
ー
υ
で
গ
ࢠ
Խ
・

高
ྸ
Խ
が
進
む
と
予
૝
さ
れ
て
お
り
、
ࠓ
後
生
産
年
ྸ
人

ޱ
の
ݮ
গ
に
よ
り
、「
Ք
͙
力
」
の
ऑ
体
Խ
が
進
ん
で
い

く
と
ݴ
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
ಸ
ྑ
ݝ
を

๚
れ
る
؍
ޫ
٬
਺
は
イ
ン
ό
΢
ン
υ
も
ؚ
め
年
ʑ
૿
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
外
部
׆
力
」
を
ى
ര
ࡎ
と
し
、
そ
の

׆
力
を
う
ま
く
取
り
ࠐ
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
地
域
経
済
の

׆
性
Խ
を
ਤ
る
こ
と
が
े
分
Մ
ೳ
で
す
。
࢒
೦
な
が
ら
ಸ

◆◆◆

ྑ
ݝ
؍
ޫ
の
現
ঢ়
は
、Ԇ
べ
॓
ധ
者
਺
全
ࠃ
ϫ
ー
ス
ト
２
、

外
ࠃ
人
؍
ޫ
٬
１
人
あ
た
り
ཱྀ
行
ফ
අ
୯
Ձ
全
ࠃ
ϫ
ー
ス

ト
１
、
と
「
؍
ޫ
٬
の
૿
加
ử
地
域
経
済
の
׆
性
Խ
」
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ಸ
ྑ
ݝ
は
、
自
વ
、
จ

Խ
・
ྺ
࢙
、
৯
、
ؾ
候
の
؍
ޫ
４
大
要
ૉ
と
ݴ
わ
れ
る
全

て
の
৚
݅
を
ຬ
た
し
て
お
り
、
大
き
な
Մ
ೳ
性
・
જ
在
ೳ

力
を
ൿ
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、地
域
金
融
機
関
で
あ
る
当
行
は
、

各
地
域
の
魅
力
を
۷
り
ى
こ
し
、「
地
域
経
済
の
׆
性
Խ
」

に
向
け
た
仕
組
み
を
ߏ
ங
す
る
た
め
、
؍
ޫ
ৼ
ڵ
に
お
け

る
様
ʑ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
関
連
事
業
者
へ
の
資
金
提
供

当
行
は
ฏ
੒
2þ
年
̕
月
、
ಸ
ྑ
ݝ
の
؍
ޫ
産
業
׆
性
Խ

を
໨
的
に
、
ೆ
都
σ
ỹ
ー
シ
ー
Χ
ー
υ
ג
ࣜ
会
社
、
ג
ࣜ

会
社
Ｒ
̙
؍
ޫ
ι
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
ζ
と
「
ಸ
ྑ
ݝ
؍
ޫ
׆

性
Խ
ϑ
Ỹ
ン
υ
」
を
設
ཱ
し
、
؍
ޫ
関
連
事
業
の
੒
長
ࢿ

◆◆◆

金
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
Ϋ
ラ
ϑ
ト
Ϗ
ー
ϧ
ৢ
଄
ॴ
や
、
ಸ
ྑ
の

࿝
ฮ
ञ
଄
ϝ
ー
Χ
ー
の
چ
ञ
଄
ଂ
・
ఛ
୐
を
高
ڃ
॓
ധ
・

ҿ
৯
ࢪ
設
΁
リ
ϊ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
す
る
౤
ࢿ
な
ど
を
実
行
し

ま
し
た
。

「
奈
良
町
〝
空
き
家
・
町
家
〞
見
学
ツ
ア
ー
」

の
実
施

؍
ޫ
ৼ
ڵ
を
ਪ
し
進
め
る
上
で
、
ྺ
࢙
的
֗
ฒ
み
の
保

ଘ
も
重
要
で
す
。
当
行
は
ฏ
੒
2Ā
年
̏
月
、
ಸ
ྑ
市
と
協

働
し
、
ொ
Ո
の
ॴ
༗
者
と
事
業
者
を
マ
ッ
ν
ン
グ
さ
せ
る

「
ಸ
ྑ
ொ
ἔ
ۭ
き
Ո
・
ொ
Ո
ἕ
ݟ
学
π
Ξ
ー
」
を
実
ࢪ
し

ま
し
た
。
金
融
機
関
が
自
治
体
か
ら
ݹ
民
Ո
׆
用
事
業
を

受
ୗ
し
、
ݟ
学
π
Ξ
ー
を
ӡ
Ӧ
す
る
の
は
全
ࠃ
初
の
取
り

組
み
で
す
。

「
観
光
力
創
造
塾
」
の
開
催

当
行
は
॓
ധ
؍
ޫ
٬
の
૿
加
を
໨
的
に
、
ฏ
੒
26
年
̏

月
か
ら
൒
年
に
１
ճ
、
ݝ
内
؍
ޫ
事
業
者
や
自
治
体
を
対

象
に
「
؍
ޫ
力
創
଄
क़
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ฏ
੒
ú0
年
̓
月
開
催
の
ୈ
ø0
ճ
（
ಸ
ྑ
ݝ
共
催
・
ۙ
ـ

ࡒ
຿
ہ
後
援
）
で
は
、「
؍
ޫ
で
地
域
を
元
ؾ
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
ಸ
ྑ
ݝ
؍
ޫ
の
Մ
ೳ
性
や
具
体
的
方
ࡦ
に
つ
い

て
、
ߨ
ࢣ
・
ύ
ω
リ
ス
ト
に
ご
提
ݴ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ߨ
ࢣ
に
೔
本
の
「
؍
ޫ
Χ
リ
ス
マ
」
の
一
人
で
̟
̩
̞
̘
・

̨
̬
̞
̨
̨
代
ද
の
ࢁ
田
ܡ
一
࿠
氏
に
ߨ
ԋ
し
て
い
た
だ

い
た
΄
か
、
ࢁ
田
氏
を
ؚ
む
、
４
人
の
ύ
ω
リ
ス
ト
を
交

え
て
、
地
域
׆
力
を
創
଄
す
る
؍
ޫ
に
つ
い
て
ト
ー
Ϋ
η

ッ
シ
ἀ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

ಸ
ྑ
ݝ

Ổ
ࢿ
金
提
供
や
ொ
Ո
ݟ
学
π
Ξ
ー
、

�

「
؍
ޫ
力
創
଄
क़
」
の
開
催
な
ど
Ổ

ԣ
୩
　
࿨
໵

ೆ
౎
銀
行
ࣥ
行
໾
һ
ɹ
公
務
ɾ
地
Ҭ
׆
ྗ
૑
଄
部
長

ủ
Ք
͙
؍
ޫ
Ứʹ
޲
͚
؍
ޫ
ৼ
ڵ
ʹ
取
り
組
Ή

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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奈
良
県
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
の
連
携

ࡢ
年
ø0
月
に
は
、
̙
̢
̤
を
中
心
と
す
る
؍
ޫ
地
域
ͮ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
໨
的
に
、
地
域
連
携
̙
̢
̤
で
あ

る
（
一
ࡒ
）
ಸ
ྑ
ݝ
Ϗ
δ
タ
ー
ζ
Ϗ
ỿ
ー
ロ
ー
と
「
؍
ޫ

地
域
ͮ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
ఆ
」
を
క
結
し
ま
し
た
。

こ
の
連
携
に
よ
り
、
当
行
は
金
融
面
・
情
報
面
か
ら
強
力

に
̙
̢
̤
の
؍
ޫ
地
経
Ӧ
を
ό
ッ
Ϋ
Ξ
ッ
プ
し
て
い
く
΄

か
、
؍
ޫ
ৼ
ڵ
に
携
わ
る
人
材
の
育
੒
と
機
ಈ
性
の
高
い

連
携
を
ਤ
る
た
め
、
当
部
よ
り
行
員
１
人
を
同
Ϗ
ỿ
ー
ロ

ー
΁
೿
ݣ
し
て
い
ま
す
。

当
行
取
Ҿ
先
を
ؚ
め
ݝ
内
の
優
れ
た
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
を
同
Ϗ

ỿ
ー
ロ
ー
に
紹
介
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
ண
地
ܕ
ཱྀ
行
঎

඼
と
し
て
ࠃ
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
ݝ
内
で
の
॓
ധ
、

؍
ޫ
ফ
අ
ֹ
Ξ
ッ
プ
に
ܨ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
ฏ
੒
ú0
年
̏
月
に
実
ࢪ
さ
れ
た
「
ਗ਼
ञ
発
঵

◆◆◆

の
地
・
ಸ
ྑ
を
८
る
ό
ス
π
Ξ
ー
」
を
ൽ
੾
り
に
、
地
元

౾
෗
店
と
ఱ
વ
ে
༉
ৢ
଄
の
体
ݧ
を
組
み
ೖ
れ
た
఻
౷
的

ொ
ฒ
み
ࢄ
ࡦ
π
Ξ
ー
、
٢
໺
の
自
વ
を
ຬ
喫
で
き
る
キ
Ỿ

χ
Φ
χ
ン
グ
π
Ξ
ー
、
ଧ
上
Ֆ
Ր
޻
৔
ݟ
学
と
Φ
リ
δ
φ

ϧ
Ֆ
Ր
の
ଧ
上
を
体
ݧ
で
き
る
π
Ξ
ー
な
ど
、
当
行
取
Ҿ

先
を
組
み
ೖ
れ
た
地
元
な
ら
で
は
の
ཱྀ
行
঎
඼
も
ঃ
ʑ
に

ग़
དྷ
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
観
光
力
向
上
研
修
」
の
実
施

ࡢ
年
度
よ
り
、
若
手
行
員
の
؍
ޫ
に
関
す
る
意
識
向
上

を
ਤ
る
た
め
、「
؍
ޫ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
行
内
研
修
を

実
ࢪ
し
て
い
ま
す
。「
銀
行
に
と
っ
て
௒
௿
金
利
が
続
く

ۃ
め
て
ݫ
し
い
؀
ڥ
Լ
、
何
ނ
ࠓ
、
あ
え
て
銀
行
が
؍
ޫ

ৼ
ڵ
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
か
ʁ
」
と
ਖ਼
௚
ٙ
問
に

思
っ
て
い
る
行
員
も
গ
な
か
ら
ͣ
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
研
修
で
は
、
ক
དྷ
に
わ
た
っ
て
地
域
に
Ռ
た
す
べ
き
当

◆◆◆

行
の
࢖
໋
と
役
割
、
そ
し
て
各
取
り
組
み
の
໨
的
を
し
っ

か
り
と
若
手
行
員
に
理
ղ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ୈ
一
ٛ
と

し
、
そ
の
上
で
グ
ϧ
ー
プ
୯
Ґ
に
て
「
ݝ
内
を
८
る
π
Ξ

ー
プ
ラ
ン
」の
࡞
੒
を
実
際
に
経
ݧ
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

؍
ޫ
٬
の
心
に
ࢗ
さ
る
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
発
۷
に
ܨ
が
る
ײ
性
を

ཆ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
連
携

ಸ
ྑ
ݝ
؍
ޫ
の
課
題
で
あ
る
؍
ޫ
ফ
අ
ֹ
の
Ξ
ッ
プ
を

໨
的
に
、
ฏ
੒
ú0
年
̕
月
、
̟
Ｒ
੢
೔
本
と
「
地
方
創
生

に
関
す
る
連
携
協
ఆ
」
を
క
結
し
ま
し
た
。

དྷ
य़
に
は
同
社
の�

お
お
さ
か
౦
ઢ
が
全
ઢ
開
業
し
、
新

大
ࡕ
と
ಸ
ྑ
が
ܨ
が
り
ま
す
。
同
社
が
༗
す
る
ӽ
ڥ
̚
̘

サ
イ
ト
の
׆
用
に
よ
る
当
行
取
Ҿ
先
の
ൢ
࿏
֦
大
、
同
社

Ӻ
ࣷ
内
で
の
ݝ
内
地
域
の
Ｐ
Ｒ
イ
ϕ
ン
ト
開
催
な
ど
、
お

ޓ
い
の
機
ೳ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
ࠃ
内
外
΁
の
発
信
力

を
高
め
、
؍
ޫ
٬
༠
க
に
よ
る
ݝ
内
ফ

අ
の
֦
大
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。最

後
に

ࠓ
後
も
ಸ
ྑ
ݝ
の
؍
ޫ
ৼ
ڵ
の
た

め
、
ݝ
内
؍
ޫ
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
業
຿
提
携
の
֦
大
、
؍
ޫ
事
業

者
の
意
識
・
知
識
向
上
の
た
め
の
η
ϛ

φ
ー
開
催
、
当
行
の
地
域
ポ
ー
タ
ϧ
サ

イ
ト
「
え
え
ݹ
都
な
ら
」
に
よ
る
地
域

の
魅
力
発
信
に
౒
め
、
ಸ
ྑ
ݝ
の
׆
性

Խ
に
ߩ
ݙ
し
て
ࢀ
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

観光力向上研修

観光力創造塾

JR西日本との連携協定
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特 集
日
本
一
人
口
の
少
な
い
鳥
取
県
で
活
動
す
る 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

「
ス
タ
ό
は
な
く
て
も
ス
φ
ό
（
࠭
৔
）
は
あ
る
」
と

ฏ
Ҫ
知
事
が
発
ݴ
し
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
上
で
話
題
と
な
っ

た
ௗ
取
ݝ
は
、
೔
本
一
人
ޱ
が
গ
な
い
ݝ
（
ü6
万
５
ઍ
人

ʗ
２
０
１
̓
年
）
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
ス
タ
ό

は
２
０
１
５
年
５
月
に
ແ
事
進
ग़
し
ま
し
た
）。
ௗ
取
ݝ

で
は
人
ޱ
の
自
વ
ݮ
に
は
ࣃ
ࢭ
め
が
か
か
ら
な
い
も
の

の
、
ॅ
み
や
す
さ
が
全
ࠃ
的
に
஫
໨
さ
れ
、
Ҡ
ॅ
者
が
૿

加
し
て
い
る
ݝ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
２
０
１
̓

年
度
の
Ҡ
ॅ
者
２
１
２
̓
人
）。
実
際
に
ๅ
ౡ
社
ग़
൛
の

「
田
ࣷ
฻
ら
し
の
本
」
に
よ
る
「
ॅ
み
た
い
田
ࣷ
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
ௗ
取
ݝ
ௗ
取
市
が
全
ࠃ
１
Ґ
（
２
０
１
̓
年

൛
૯
合
部
໳
）、
２
０
１
̒
年
度
の
૯
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
ௗ
取
ݝ
ؠ
ඒ
ொ
が
全
ࠃ
１
Ґ
に
ً
い
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
എ
ܠ
も
手
఻
っ
て
か
、
૯
຿
ল
が
２
０
０
̕
年
度

に
創
設
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
」
制
度
で
採
用
さ
れ

◆◆◆

た
協
力
ୂ
員
に
つ
い
て
も
２
０
１
８
年
̒
月
時
఺
で
üÿ
人

が
ௗ
取
ݝ
内
で
׆
ಈ
し
て
お
り
、
そ
の
׆
ಈ
内
༰
も
ଟ
ذ

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
」
は
ࡾ
大
都
市
ݍ
を
は
͡
め
と

す
る
都
市
部
か
ら
ա
ૄ
地
な
ど
΁
の
Ҡ
ॅ
・
ఆ
ॅ
を
促
す

た
め
の
制
度
で
、
協
力
ୂ
員
の
׆
ಈ
ظ
間
は
֓
ね
１
年
以

上
̏
年
以
Լ
で
あ
り
、
ଟ
く
の
৔
合
は
市
ொ
ଜ
か
ら
協
力

ୂ
員
の
ื
集
が
行
わ
れ
、
׆
ಈ
ظ
間
は
当
֘
市
ொ
ଜ
に
ޏ

用
さ
れ
る
（
৤
ୗ
な
ど
）
ܗ
ࣜ
と
な
り
、
任
ظ
ऴ
ྃ
後
は

໿
̒
割
の
ୂ
員
が
同
͡
地
域
に
ఆ
ॅ
し
て
い
る
ঢ়
گ
で
す

（
２
０
１
５
年
度
「
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
」
の
ఆ
ॅ
ঢ়
گ

等
に
係
る
ௐ
ࠪ
結
Ռ
「
૯
຿
ল
地
域
力
創
଄
グ
ϧ
ー
プ
地

域
自
ཱ
Ԡ
援
課
ௐ
べ
」
に
よ
る
）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
学
生
人
材
バ
ン
ク
」
と
の 

業
務
提
携

「
地
方
創
生
΁
の
ੵ
ۃ
的
な
関
与
」
を
ج
本
方
਑
に
ఆ

め
る
ฐ
行
と
し
て
は
、
;
る
さ
と
ৼ
ڵ
本
部
を
担
当
部
と

◆◆◆

し
て
、
各
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
ࡦ
ఆ
し
た
地
方
൛
૯
合
戦
ུ

と
଍
ฒ
み
を
ଗ
え
る
ܗ
で
、
若
者
の
Ҡ
ॅ
・
ఆ
ॅ
・
ى
業

支
援
を
ओ
な
ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
΁
の
ࢪ
ࡦ
の
一
؀
と
し
て
、

２
０
１
５
年
̓
月
に
、
当
地
の
̣
Ｐ
̤
法
人
「
学
生
人
材

ό
ン
Ϋ
」（
代
ද
理
事
⽅
中
઒
ݰ
༸
）
と
連
携
協
力
協
ఆ

を
క
結
い
た
し
ま
し
た
。
当
֘
̣
Ｐ
̤
法
人
は
、
ௗ
取
ݝ

か
ら
ҕ
ୗ
事
業
で
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
の
研
修
を
੥
け
負

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
క
結
に
先
だ
っ
た
情
報
交
׵
の

中
で
「
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
」
に
つ
い
て
、
協
力
ୂ
員
の

任
ظ
ऴ
ྃ
後
の
就
業
や
ى
業
΁
の
ෆ
҆
、
任
ظ
中
の
相
談

先
の
গ
な
さ
な
ど
を
課
題
と
し
て
共
༗
し
て
お
り
ま
し

た
。そ

こ
で
協
ఆ
క
結
を
機
に
当
֘
̣
Ｐ
̤
法
人
が
研
修
な

ど
を
通
͡
て
保
༗
し
て
い
た
協
力
ୂ
員
と
の
グ
リ
ッ
プ
力

と
、
ฐ
行
の
組
৫
体
制
ٴ
ͼ
ى
業
支
援
ϊ
΢
ϋ
΢
を
融
合

さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
࢝
め
ま
し
た
。

地
方
銀
行
の
支
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を 

活
か
し
た
支
援
体
制
づ
く
り

ݝ
内
各
ॴ
で
׆
ಈ
を
行
う
「
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
」
を

支
援
す
る
に
あ
た
り
、
金
融
機
関
と
し
て
の
ಛ
௃
を
生
か

す
べ
く
、
支
店
店
ฮ
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
の
׆
用
を
考
え
ま

し
た
。
協
力
ୂ
員
の
最
د
り
支
店
の
Ӧ
業
店
長
（
地
方
創

生
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
֘
当
ୂ
員
の
担
当
者
に
設
ఆ
し
、
各

छ
情
報
提
供
や
事
業
計
ը
の
ࡦ
ఆ
支
援
な
ど
を
役
割
と
し

た
上
で
、ఆ
ظ
的
に
協
力
ୂ
員
と
面
談
す
る
ϧ
ー
ϧ
と
し
、

各
ୂ
員
の
χ
ー
ζ
೺
Ѳ
や
そ
れ
ら
に
対
す
る
Ϩ
ス
ポ
ン
ス

を
行
う
体
制
を
੔
උ
い
た
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
೔

ৗ
的
に
ฐ
行
が
ओ
催
・
共
催
し
て
い
る
各
छ
関
連
η
ϛ
φ

ー
の
案
内
や
、
支
店
の
後
援
会
行
事
΁
の
ࢀ
加
を
通
͡
た

◆◆◆

ௗ
औ
ݝ

地
Ҭ
͓
͜
し
ڠ
ྗ
ୂ
の

 

૬
ஊ
૭
ޱ
と
ͳ
Δ
銀
行
ʹ

ᜊ
౻
　
ߒ
จ

ௗ
औ
銀
行
;
Δ
͞
ͱ
ৼ
ڵ
ຊ
部
法
人
Ӧ
業
ά
ϧ
ồ
ϓ
ɹ
෭
ௐ
ࠪ
໾

Ổ
支
店
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
を
׆
用
し
た
長
ظ
൐
૸
支
援
Ổ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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地
域
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ
の
֦
大
支
援
、
Ϗ
δ
ω
ス
マ
ッ
ν
ン

グ
や
事
業
計
ը
の
ࡦ
ఆ
を
通
͡
た
ى
業
支
援
、
金
融
機
関

ି
ग़
だ
け
に
限
ఆ
し
な
い
補
助
金
や
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
σ

ỹ
ン
グ
な
ど
も
ؚ
め
た
幅
広
い
ϑ
Ỹ
イ
φ
ン
ス
支
援
で

す
。

金
融
的
支
援
の
実
例

こ
の
よ
う
に
地
方
銀
行
の
支
店
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
を
׆
用

し
つ
つ
、
協
力
ୂ
員
に
長
ظ
間
൐
૸
を
行
う
支
援
を
通
͡

て
、
様
ʑ
な
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
金
融
支
援
に
つ
な
が

る
事
例
も
い
く
つ
か
ग़
て
き
て
お
り
ま
す
。
事
業
性
ࢿ
金

を
通
͡
た
支
援
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
ى
業
希
望
の
協
力

◆◆◆

ୂ
員
に
担
当
支
店
長
が
当
初
か
ら
൐
૸
し
、
事
業
計
ը
の

ࡦ
ఆ
を
ؚ
め
た
事
業
ࢿ
金
（
融
ࢿ
）
の
支
援
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ผ
の
案
݅
で
は
、
協
力
ୂ
任

ظ
中
か
ら
॓
ധ
業
を
Ӧ
む
協
力
ୂ
員
の
方
に
、
任
ظ
ऴ
ྃ

後
も
Ҿ
き
続
き
֘
当
の
෺
݅
で
事
業
を
行
う
た
め
の
෺
݅

買
い
取
り
ࢿ
金
を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
྆

案
݅
に
つ
い
て
は
、
ࢿ
金
支
援
後
も
ॱ
ௐ
な
事
業
֦
大
を

ୡ
੒
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
事
業
を
は
͡
め
よ
う
」「
事
業
を
֦
大
し
よ
う
」
と
い

う
タ
イ
ϛ
ン
グ
に
お
い
て
、
市
ொ
ଜ
行
੓
だ
け
で
な
く
、

金
融
機
関
が
当
初
よ
り
長
ظ
間
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
事
業
性
を
一
ஈ
と
深
۷
り
し
て
理
ղ
し
、
ຏ
き
上
げ

る
こ
と
が
Մ
ೳ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

金
融
と
い
う
役
割
を
越
え
て

こ
の
よ
う
に
、
金
融
機
関
ಛ
༗
の
ಛ
௃
を
生
か
し
な
が

ら
ϑ
Ỹ
イ
φ
ン
ス
支
援
な
ど
に
も
結
ͼ
つ
け
た
׆
ಈ
を
ల

開
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
എ
ܠ
に
は
、
೔
ৗ
的
な
長
ظ

൐
૸
支
援
の
ଞ
、
ௗ
取
ݝ
と
協
力
し
た
協
力
ୂ
研
修
で
の

ス
ポ
ッ
ト
支
援
な
ど
、
ୂ
員
と
の
઀
఺
を
૿
や
す
こ
と
に

຿
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ฐ
行
の
地
方
創

生
の
ಛ
௃
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ௗ
取
ݝ
ീ
಄
ொ
の
ഇ

校
校
ࣷ
を
׆
用
し
た
イ
ン
キ
ỿ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
ࢪ
設
「
൏
̡

̰
̱�

」（
ى
業
Ո
育
੒
や
新
産
業
の
創
ग़
）
の
ӡ
Ӧ
に
も

深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ى
業
希
望
の
ୂ
員
に
つ

い
て
は
「
൏
̡
̰
̱�

」
΁
の
連
携
や
、
同
イ
ン
キ

ỿ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ
と
の
交
ྲྀ
を
通
͡

て
、
さ
ら
な
る
ى
業
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
ݕ
౼
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
ى
業
や
事
業
֦
大
と
い
う
こ
と
に
限

ら
ͣ
、「
ى
業
は
希
望
し
な
い
が
、
こ
の
౔
地
が

ؾ
に
ೖ
っ
た
か
ら
こ
こ
で
฻
ら
し
た
い
」
と
い
っ

た
৔
合
の
Ո
԰
୳
し
（
ۭ
き
Ո
・
ۭ
き
店
ฮ
の
リ

ϊ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
等
）や
ۈ
຿
先
の
マ
ッ
ν
ン
グ（
当

地
に
お
い
て
も
企
業
に
お
け
る
人
材
ෆ
଍
ײ
は
೔

に
೔
に
૿
し
て
お
り
、
企
業
の
人
材
ื
集
と
協
力

ୂ
の
就
業
先
の
マ
ッ
ν
ン
グ
に
つ
い
て
も
Մ
ೳ
性

を
ײ
͡
て
い
ま
す
）
に
つ
い
て
も
力
に
な
れ
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
ײ
͡
て
お
り
ま
す
。
い
ͣ
れ
に

し
て
も
ै
དྷ
の
金
融
機
関
の
役
割
に
と
ら
わ
れ
な

い
支
援
を
継
続
し
、協
力
ୂ
員
の
方
ʑ
に
と
っ
て
、

地
元
金
融
機
関
が
よ
り
པ
り
ߕ
൹
の
あ
る
相
談
૭

ޱ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
໨
ࢦ
し
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆民宿買い取り案件（担当支店長と事業者）

起業先（担当支店長と起業事業者）ドローン操縦者養成スクール事業
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は
じ
め
に

当
行
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
地
域
׆
性
Խ
に
د
与
す
る

事
業
を
౤
ࢿ
対
象
と
し
た
ϑ
Ỹ
ン
υ
の
ӡ
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
行
が
ϑ
Ỹ
ン
υ
を
׆
用
す
る
໨
的
は
、
地
域
金

融
機
関
と
し
て
「
地
域
の
創
業
・
新
事
業
の
छ
を
発
۷
す

る
こ
と
」「
事
業
計
ը
、
経
Ӧ
者
の
ೳ
力
や
࢟
੎
を
૯
合

的
に
໨
利
き
し
、
ࢿ
金
と
ϊ
΢
ϋ
΢
を
供
給
し
な
が
ら
、

経
Ӧ
者
と
同
͡
໨
ઢ
で
੒
長
し
て
い
く
こ
と
」
で
す
。
౤

ࢿ
し
た
企
業
が
੒
長
し
て
い
く
こ
と
で
ച
り
上
げ
が
৳

ͼ
、
ޏ
用
を
創
ग़
し
て
ॴ
得
を
つ
く
り
、
੫
金
を
ೲ
め
て

地
域
社
会
の
発
ల
に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０

１
８
年
現
在
で
は
、
上
৔
を
໨
ࢦ
す
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン

υ
、
̒
࣍
産
業
Խ
を
ؚ
め
た
೶
業
ϑ
Ỹ
ン
υ
、
地
域
׆
性

Խ
ϑ
Ỹ
ン
υ
な
ど
４
つ
の
ϑ
Ỹ
ン
υ
を
ӡ
用
し
て
お
り
、

øû
年
間
に
わ
た
る
ϑ
Ỹ
ン
υ
׆
用
の
経
ݧ
と
ϊ
΢
ϋ
΢
を

׆
か
し
て
様
ʑ
な
企
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

最
ۙ
の
౤
ࢿ
事
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆◆◆

え
ひ
め
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て

（
̍
）
͑
ͻ
Ί
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
̎
̌
̌
̐
の
࣮
੷

え
ひ
め
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
は
、
地
域
に
お
い
て
上

৔
を
໨
ࢦ
す
企
業
を
支
援
す
る
た
め
に
組
੒
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
に
初
め
て
設
ཱ
し
た
「
え
ひ
め
ϕ
ン
ν

Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
２
０
０
４
」
で
は
、౤
ࢿ
し
た
øø
社
の
内
、

Ѫ
ඤ
ݝ
内
の
企
業
̒
社
の
上
৔
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
同

時
ظ
に
設
ཱ
さ
れ
た
地
域
の
金
融
機
関
が
関
与
し
た
ϕ
ン

ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
が
ø0
年
間
の
ӡ
用
ظ
間
で
１
、
２
社
上

৔
で
き
れ
ば
ྑ
い
と
さ
れ
て
い
る
中
、
当
ϑ
Ỹ
ン
υ
は
े

ೋ
分
な
上
৔
実
੷
を
Ռ
た
し
ま
し
た
。
こ
の
上
৔
実
੷
な

ど
を
౿
ま
え
て
、
２
０
１
̏
年
に
は
後
継
ϑ
Ỹ
ン
υ
と
な

る
「
え
ひ
め
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
２
０
１
̏
」
を
設
ཱ

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
̎
）
͑
ͻ
Ί
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
̎
̌
̍
̏
の
࣮
੷

２
０
１
８
年
̕
月
に
は
、「
え
ひ
め
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ

ン
υ
２
０
１
̏
」
の
౤
ࢿ
先
で
あ
る
Ξ
β
ー
ス
ג
ࣜ
会
社

◆◆◆

（
代
ද
者
⽅
中
઒
प
ฏ
氏
）
が
Ѫ
ඤ
ݝ
内
で
は
５
年
Ϳ
り

に
̩
̤
̠
̮
̤�

Ｐ
Ｒ
̤�

̢
̰
́
̺
̴
̓
に
上
৔
し
、
え

ひ
め
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ϑ
Ỹ
ン
υ
で
の
上
৔
実
੷
は
通
ࢉ
̓
社

と
な
り
ま
し
た
。
同
社
は
、
Խ
学
ௐ
ຯ
ྉ
を
࢖
わ
な
い
҆

全
・
҆
心
な
ラ
ー
ϝ
ン
ͮ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
ࠃ
の
外
৯
産
業
に
お
い
て
2û
時
間
Ӧ
業
の
店
ฮ
が
૿
加

し
、
長
時
間
࿑
働
に
൐
う
事
݅
や
事
ނ
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
同
社
は
ै
業
員
の
「
働
き
方
վ
ֵ
」
の
一
؀
と

し
て
࿑
働
時
間
୹
ॖ
を
ੵ
ۃ
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
同
社

の
代
ද
者
は
、
ࠓ
ճ
の
上
৔
を
通
͡
て
、
地
域
ラ
ー
ϝ
ン

店
で
も
一
า
౿
み
ग़
せ
ば
上
৔
で
き
る
こ
と
を
若
手
の
経

Ӧ
者
に
఻
え
た
い
と
い
う
思
い
が
ժ
生
え
た
と
の
こ
と
で

す
。
当
行
と
し
て
は
、
上
৔
を
ΰ
ー
ϧ
と
せ
ͣ
、
外
৯
産

業
全
体
の
࿑
຿
؀
ڥ
վ
ળ
に
د
与
す
る
同
社
が
地
域
の
Ϟ

σ
ϧ
と
な
る
よ
う
に
ࠓ
後
も
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と
の
連
携 

〜
え
ひ
め
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
〜

２
０
１
８
年
̏
月
、
当
行
は
࢛
ࠃ
地
方
で
初
め
て
ג
ࣜ

会
社
Ώ
う
ち
Ỷ
銀
行
と
共
同
で
、
地
域
׆
性
Խ
に
د
与
す

る
創
業
・
ୈ
ೋ
創
業
企
業
お
よ
ͼ
੒
長
性
の
高
い
ະ
上
৔

企
業
を
支
援
す
る
こ
と
を
໨
的
に
「
え
ひ
め
地
域
׆
性
Խ

ϑ
Ỹ
ン
υ
」
を
組
੒
し
ま
し
た
。
本
ϑ
Ỹ
ン
υ
は
Ѫ
ඤ
ݝ

を
中
心
に
࢛
ࠃ
Τ
リ
Ξ
を
対
象
に
ల
開
し
て
い
ま
す
。

「
༬
か
っ
た
ஷ
金
は
地
域
΁
॥
؀
さ
せ
る
」
と
い
う
思

い
を
࣋
つ
Ώ
う
ち
Ỷ
銀
行
と
、
ϑ
Ỹ
ン
υ
ӡ
Ӧ
の
実
੷
や

ϊ
΢
ϋ
΢
を
࣋
つ
当
行
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
地
域

に
ີ
ண
し
た
取
り
組
み
に
ظ
待
が
も
て
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
す
で
に
、２
社
に
対
し
て
౤
ࢿ
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆◆◆

Ѫ
ඤ
ݝ

Ổ
経
済
的
Ձ
஋
と
社
会
的
Ձ
஋
を
同
時
に
௥
ٻ
Ổ

ϑ
Ỹ
ϯ
υ
Λ
׆
༻
し
た
地
Ҭ
׆
ੑ
Խ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化

ന
ੴ
　
༤
Ұ

Ѫ
ඤ
銀
行
ι
Ϧ
ỿ
ồ
γ
ἀ
ϯ
Ӧ
業
部�

ڞ
௨
Ձ
஋
૑
଄
ਪ
ਐ
室
ɹ
ओ
೚
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（
̍
）
͑
ͻ
Ί
地
Ҭ
活
ੑ
Խ
ϑ
Ỹ
ン
υ
第
Ұ
߸
౤
ࢿ
ઌ

地
域
ϒ
ラ
ン
υ
の
ߏ
ங
、
キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
、
キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
ϑ
ỹ

ッ
シ
ỿ
の
加
޻
ൢ
ച
Ỗ
Ξ
ϑ
Ϩ
ϧ
ג
ࣜ
会
社
Ỗ

２
０
１
８
年
̓
月
、
ୈ
一
߸
౤
ࢿ
先
と
し
て
Ξ
ϑ
Ϩ
ϧ

᷂
（
代
ද
者
⽅
੢
ᖒ
௚
৓
氏
）
に
౤
ࢿ
し
ま
し
た
。
同
社

は
、
਌
会
社
で
あ
る
ಓ
࿏
ฮ
૷
業
の
中
ԝ
ಓ
࿏
ג
ࣜ
会
社

か
ら
キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
、キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
ϑ
ỹ
ッ
シ
ỿ
（
ν
ἀ
΢
β
ϝ
）

の
企
ը
、
加
޻
、
ൢ
ച
を
行
う
こ
と
を
໨
的
と
し
て
ୈ
ೋ

創
業
し
た
先
で
す
。
中
ԝ
ಓ
࿏
ג
ࣜ
会
社
は
、
経
Ӧ
ଟ
֯

Խ
の
た
め
ø0
年
લ
か
ら
キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
ϑ
ỹ
ッ
シ
ỿ
の
ཆ
৩
事

業
に
進
ग़
し
て
お
り
、
ࠓ
ճ
、
҆
ఆ
し
た
ν
ἀ
΢
β
ϝ
の

供
給
が
Մ
ೳ
に
な
っ
た
た
め
同
社
を
設
ཱ
し
ま
し
た
。
同

社
に
౤
ࢿ
し
た
理
༝
は
大
き
く
２
つ
あ
り
、
新
た
な
ޏ
用

を
創
ग़
す
る
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
ཆ
৩
事
業
を

地
域
の
新
し
い
産
業
に
੒
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ಠ
自
ϒ

ラ
ン
υ
の
ߏ
ங
を
໨
ࢦ
し
、
೔
本
イ
タ
リ
Ξ
ྉ
理
協
会
の

༗
໊
シ
ỻ
ϑ
と
の
マ
ッ
ν
ン
グ
を
行
い
、
キ
Ỿ
Ϗ
Ξ
、
キ

Ỿ
Ϗ
Ξ
ϑ
ỹ
ッ
シ
ỿ
の
新
঎
඼
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
都
市
ݍ
の
ૉ
੖
ら
し
い
ྉ
理
人
の
ٕ
ज़
と
地
方
の
ಛ

産
඼
が
マ
ッ
ν
ン
グ
す
る
こ
と

で
新
し
い
෇
加
Ձ
஋
を
創
ग़

し
、
大
き
な
঎
ྲྀ
に
つ
な
げ
て

い
け
れ
ば
と
ظ
待
し
て
い
ま
す
。

（
̎
）
͑
ͻ
Ί
地
Ҭ
活
ੑ
Խ
ϑ

Ỹ
ン
υ
第
ೋ
߸
౤
ࢿ
ઌ

ス
ポ
ー
π
を
よ
り
਎
ۙ
に
、

ス
ポ
ー
π
マ
ッ
ν
ン
グ
̬
̴
̱

サ
イ
ト
ӡ
Ӧ
Ỗ
ג
ࣜ
会
社

,
VSV410

Ỗ

２
０
１
８
年
ø0
月
、
ୈ
ೋ
߸

౤
ࢿ
先
と
し
て
᷂,

VSV410

（
代
ද
者
⽅
Ҫ
上
࿨
ढ़
氏
）

に
౤
ࢿ
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
ス
ポ
ー
π
を
し
た
い
人
と

ス
ポ
ー
π
イ
ϕ
ン
ト
を
企
ը
す
る
ஂ
体
（
δ
ム
、
ス
タ
δ

Φ
、
ス
ポ
ー
π
教
ࣨ
な
ど
）
を
̬
̴
̱
上
で
マ
ッ
ν
ン
グ

す
る
事
業
を
ల
開
し
て
い
ま
す
。
代
ද
者
は
、
ú0
ࡀ
で
౦

ژ
か
ら
ނ
ڷ
で
あ
る
Ѫ
ඤ
に
̪
タ
ー
ン
し
、
౦
ژ
で
得
た

̞
̩
や
σ
β
イ
ン
の
ϊ
΢
ϋ
΢
を
׆
用
し
て
、
２
０
１
̓

年
̕
月
に
ى
業
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
Ѫ
ඤ
ݝ
に
お
け
る

ス
ポ
ー
π
の
׆
性
Խ
、
݈
߁
૿
進
を
通
͡
て
地
域
の
׆
性

Խ
に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
を
໨
ࢦ
す
企
業
で
あ
り
、
本
ϑ
Ỹ
ン

υ
か
ら
の
౤
ࢿ
を
決
ఆ
し
ま
し
た
。

投
資
し
た
後
の
支
援
が
重
要

当
行
に
お
け
る
ϑ
Ỹ
ン
υ
を
׆
用
し
た
地
域
׆
性
Խ
と

は
、
౤
ࢿ
先
が
利
ӹ
ओ
ٛ
に
૸
ら
ͣ
、
経
済
的
Ձ
஋
と
社

会
的
Ձ
஋
を
同
時
に
௥
ٻ
す
る
こ
と
、「
共
通
Ձ
஋
の
創
଄
」

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
౤
ࢿ
し

た
後
の
支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
੒
長
し
て
い
く
ա
ఔ

◆◆◆

で
企
業
は
様
ʑ
な
課
題
に
௚
面
し
ま
す
。
そ
の
課
題
ղ
決

こ
そ
が
ϑ
Ỹ
ン
υ
の
本
当
の
ਅ
Ձ
で
あ
り
、
共
通
Ձ
஋
の
創

଄
と
な
り
ま
す
。
ࠓ
後
も
、
当
行
は
地
域
ϑ
Ỹ
ン
υ
を
通

͡
て
「
事
業
を
ݟ
ۃ
め
る
力
」
を
ഓ
い
、
;
る
さ
と
銀
行

と
し
て
「
地
域
の
た
め
」「
お
٬
様
の
た
め
」
に
あ
ら
Ώ
る

支
援
に
౒
め
、
地
域
経
済
の
׆
性
Խ
に
د
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

㈱KuruSPO

アフレル㈱ キャビアフィッシュ

アフレル㈱ キャビア

25 2019・1月号 地域づくり 特集編 2019・1月号地域づくり 特集編 24



特 集
人
工
知
能
を
す
べ
て
の
人
へ

２
０
１
２
年
設
ཱ
、
福
Ԭ
に
本
社
を
ߏ
え
る
̞
̩
ϕ
ン

ν
Ỿ
ー
で
あ
る
「
ג
ࣜ
会
社
グ
ϧ
ー
ϰ
ϊ
ー
π
」
は
、
ϊ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
で
୭
も
が
࢖
え
る
機
ց
学
習
Ϋ
ラ
΢

υ
サ
ー
Ϗ
ス
「
̢
̰
̶
̴
̻
̻
̰
̽�

̗
̡
̤
̘
̠
̨
（
マ

θ
ラ
ン
ϒ
ロ
ッ
Ϋ
ス
）」
を
提
供
し
て
い
る
。

マ
θ
ラ
ン
ϒ
ロ
ッ
Ϋ
ス
に
は
、
予
め
様
ʑ
な
機
ೳ
ϒ
ロ

ッ
Ϋ
（
ध
要
予
ଌ
・
ը
૾
ղ
ੳ
・
Ի
声
認
識
・
จ
ॻ
ݕ
ࡧ
・

෺
体
ݕ
知
な
ど
）
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
Ϣ
ー
β
ー
は
、

そ
れ
ら
を
ϒ
ラ
΢
β
上
で
௚
ײ
的
に
組
み
合
わ
せ
る
だ
け

で
、人
޻
知
ೳ
（
̖
̞
）
を
࢖
っ
た
高
度
な
σ
ー
タ
予
ଌ
・

分
ੳ
を
ϊ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
で
実
現
で
き
る
。

現
在
、
同
サ
ー
Ϗ
ス
は
̖
̞
Ϣ
ー
β
ー
を
༴
し
、
金
融
・

খ
ച
・
੡
଄
・
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
・
ਫ
産
・
教
育
な
ど
、
ඇ
ৗ

に
様
ʑ
な
業
छ
・
業
ք
で
利
用
が
進
ん
で
い
る
。

Ϣ
ー
β
ー
事
例
と
し
て
、
大
手
ί
ン
Ϗ
χ
ν
ỻ
ー
ン
の

◆◆◆

ג
ࣜ
会
社
ϑ
Ỹ
ϛ
リ
ー
マ
ー
ト
で
は
、
あ
る
ロ
έ
ー
シ
ἀ

ン
に
新
ن
店
ฮ
を
ग़
店
し
た
際
の
向
こ
う
１
年
間
の
ฏ
ۉ

೔
঎
を
予
ଌ
す
る
こ
と
に
利
用
。
໿
ÿ0
ˋ
の
店
ฮ
で
、
予

ଌ
஋
と
実
際
の
ച
上
高
と
の
ޡ
差
が
೔
঎
５
万
円
以
内
に

ऩ
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
೔
本
།
一
の
ࠃ
際
Χ
ー
υ
ϒ
ラ

ン
υ
で
あ
る
ג
ࣜ
会
社
δ
ỻ
ー
シ
ー
Ϗ
ー
で
は
、
同
社
が

ӡ
用
す
る
ί
ー
ϧ
η
ン
タ
ー
の
ೖ
ి
਺
を
予
ଌ
。
そ
の
ਫ਼

度
は
ĀĀ
・
８
ˋ
を
௒
え
、
Φ
ϖ
Ϩ
ー
タ
ー
の
഑
ஔ
計
ը
最

適
Խ
に
د
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
ଛ
֐
保
ݥ
δ
Ỿ
ύ
ン
೔

本
ڵ
ѥ
ג
ࣜ
会
社
で
は
、
全
ࠃ
の
Ӧ
業
ڌ
఺
に
഑
さ
れ
た

社
員
が
「
঎
඼
内
༰
」
や
「
事
຿
ॲ
理
の
手
続
き
」
を
ࢀ

র
す
る
た
め
の
จ
ॻ
ݕ
ࡧ
シ
ス
テ
ム
׆
用
、
人
޻
知
ೳ
が

࣭
問
キ
ー
ϫ
ー
υ
か
ら
ਪ
ଌ
さ
れ
る
ճ
答
จ
ॻ
を
୳
し
ग़

し
、
そ
の
ਫ਼
度
は
Ā0
ˋ
を
௒
え
る
。

誰
も
が
使
え
る
こ
と
の
価
値

人
޻
知
ೳ
と
い
え
ば
、
テ
Ϩ
Ϗ
や
新
聞
、
̬
̚
̗
ϝ
σ

◆◆◆

ỹ
Ξ
で
、
そ
の
ϑ
Ϩ
ー
ζ
を
聞
か
な
い
೔
が
な
い
΄
ど
ۭ

લ
の
ϒ
ー
ム
を
ܴ
え
て
い
る
が
、実
際
の
企
業
で
の
ಋ
ೖ
・

׆
用
཰
は
４
ˋ
ఔ
度
と
い
わ
れ
て
お
り
、ま
だ
ま
だ
௿
い
。

そ
の
എ
ܠ
と
し
て
は
、人
޻
知
ೳ
と
い
う
ٕ
ज़
が
「
高
ֹ
」

で
「
ઐ
໳
的
」
で
「
೉
ղ
」
な
も
の
と
し
て
イ
ϝ
ー
δ
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
実
際
に
、
そ
う
い

っ
た
ଆ
面
が
あ
る
の
は
確
か
で
、
ま
た
、
そ
れ
を
利
用
し

て
、
高
ֹ
な
ί
ン
サ
ϧ
テ
ー
シ
ἀ
ン
ϑ
ỹ
ー
や
開
発
අ
を

要
ٻ
す
る
事
業
者
も
গ
な
く
は
な
い
が
、
最
新
の
テ
Ϋ
ϊ

ロ
δ
ー
を
࢖
っ
た
実
ݧ
的
な
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
に
、
ല
大
な

予
ࢉ
を
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
は
΄
ん
の
一
Ѳ
り
し

か
い
な
い
。
た
し
か
に
、
先
に
ڍ
げ
た
例
を
み
る
と
、
大

き
な
ࢿ
本
を
࣋
つ
企
業
が
、
཰
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

ҹ
象
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
イ
ϊ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
と
は
、
そ
の
ٕ
ज़
が
生
み

ग़
さ
れ
た
ॠ
間
に
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ଟ
く
の
人
の
手
に

行
き
౉
っ
た
時
に
初
め
て
ى
こ
る
。グ
ϧ
ー
ϰ
ϊ
ー
π
は
、

「"
SUJpDJBM�*OUFMMJHFODF�GPS�"

--�

（
人
޻
知
ೳ
を
す

べ
て
の
人
に
）」
と
い
う
ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
を
掲
げ
、「
೉
し
い
」

と
思
わ
れ
て
い
る
こ
の
ٕ
ज़
を
「
௿
Ձ
格
」
で
「
一
ൠ
的
」

で
「
ฏ
қ
」
な
ܗ
に
つ
く
り
か
え
て
、
よ
り
ଟ
く
の
Ϣ
ー

β
ー
に
ಧ
け
ら
れ
る
よ
う
同
サ
ー
Ϗ
ス
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

地
銀
と
連
携
し
地
域
経
済
に
力
強
さ
を

そ
う
い
っ
た
考
え
を
ผ
の
Ξ
プ
ロ
ー
ν
で
ද
現
し
た
の

が
、
２
０
１
̓
年
ø2
月
、
ג
ࣜ
会
社
;
く
お
か
ϑ
ỹ
φ
ン

シ
Ỿ
ϧ
グ
ϧ
ー
プ
と
共
同
で
開
設
し
た
「
̤
Ｐ
̚
̣��

̖
̞�

̡
̖
̗
（
Φ
ー
プ
ン
̖
̞
ラ
Ϙ
）」
だ
。
Φ
ー
プ
ン

̖
̞
ラ
Ϙ
で
は
、
グ
ϧ
ー
ϰ
ϊ
ー
π
、
金
融
機
関
、
取
Ҿ

◆◆◆

෱
Ԭ
ݝ

地
銀
と
連
携
ỏ

 
֤
地
Ͱ
৽
た
ͳ
̖
̞
ࣄ
ۀ
創
ग़
Λ

࠷
ट
　
ӳ
༟

ג
ࣜ
会
社
ά
ϧ
ồ
ϰ
ϊ
ồ
π
ɹ
代
ද
औ
క
໾
社
長

Ổ
最
先
端
の
ٕ
ज़
を
よ
り
ଟ
く
の
人
΁
ಧ
け
る
た
め
に
Ổ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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先
企
業
、
自
治
体
な
ど
の
ଟ
様
な
利
֐
関
係
者
が
集
ま
っ

て
、
̖
̞
な
ど
の
新
し
い
テ
Ϋ
ϊ
ロ
δ
ー
を
׆
用
し
た
業

຿
ޮ
཰
の
վ
ળ
や
、
新
ن
事
業
の
創
ग़
を
通
͡
て
、
地
域

経
済
の
׆
性
Խ
や
、
੒
長
性
あ
る
事
業
΁
の
融
ࢿ
֦
大
に

つ
な
げ
て
い
く
方
法
を
໛
ࡧ
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
人
޻
知
ೳ
を
Ϗ
δ
ω
ス
で
׆
用
す
る

ײ
֮
」
を
਎
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
ϫ
ー
Ϋ
シ
ἀ
ッ
プ

ܗ
ࣜ
で
の
体
ݧ
学
習
の
৔
を
継
続
的
に
提
供
し
て
お
り
、

２
０
１
８
年
̒
月
に
は
ୈ
࢛
ظ
ま
で
を
開
催
、
地
元
企
業

を
中
心
に
ü0
社
が
ࢀ
加
し
た
。
ϫ
ー
Ϋ
シ
ἀ
ッ
プ
で
は
、

ج
本
的
な
マ
θ
ラ
ン
ϒ
ロ
ッ
Ϋ
ス
の
ૢ
࡞
方
法
を
理
ղ
し

た
上
で
、
そ
の
Ԡ
用
と
し
て
、
実
際
に
各
社
が
࣋
ち
د
っ

た
自
લ
の
σ
ー
タ
を
࢖
っ
た�

Ｐ
̾
̘
（
֓
೦
実
ূ
）
ま

で
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
人
޻
知
ೳ
が
自
分
の
携
わ
る
業

຿
や
事
業
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
て
人
޻
知
ೳ
の
׆
用
ײ
֮
を
਎
に
ண
け
た
「
ラ

Ϙ
生
」
た
ち
か
ら
は
、
実
際
に
具
体
的
な
੒
Ռ
も
ग़
࢝
め

て
い
る
。

̏
万
５
ઍ
人
以
上
の
生
ె
が
通
う
۝
भ
最
大
手
の
学
習

क़
で
あ
る
ӳ
進
ؗ
で
は
、
福
Ԭ
ݝ
ެ
ཱ
高
校
ೖ
ࢼ
の
ฏ
ۉ

఺
や
各
校
の
合
格
ラ
イ
ン
の
予
૝
に
׆
用
。こ
れ
ま
で
は
、

教
ࢣ
な
ど
が
2ü
人
集
ま
り
２
時
間
以
上
か
け
て
い
た
࡞
業

が
、
人
޻
知
ೳ
を
࢖
う
こ
と
で
ø0
分
に
୹
ॖ
。
実
際
の
ฏ

ۉ
఺
と
予
ଌ
஋
の
差
も
２
ˋ
ະ
ຬ
に
ऩ
ま
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
事
業

७
ਮ
に
ಋ
ೖ
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
θ
ラ
ン
ϒ
ロ
ッ
Ϋ

ス
を
自
社
の
サ
ー
Ϗ
ス
に
組
み
ࠐ
み
、
新
ن
事
業
を
ཱ
ち

◆◆◆

上
げ
た
企
業
の
例
も
あ
る
。

創
業
þ0
年
、
ࠤ
լ
ݝ
に
本
社
を
ߏ
え
る
ג
ࣜ
会
社
福
ത

ҹ
࡮
は
、
マ
θ
ラ
ン
ϒ
ロ
ッ
Ϋ
ス
を
Ԡ
用
し
、
̖
̞
を
׆

用
し
た
マ
ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
支
援
サ
ー
Ϗ
ス
を
ཱ
ち
上
げ

た
。
同
社
の
̘
Ｒ
̢
ਪ
進
部
長
の
ࢁ
ޱ
氏
は
「
զ
ʑ
が
Ξ

ン
テ
φ
を
高
く
ு
り
、
༗
ޮ
な
テ
Ϋ
ϊ
ロ
δ
ー
や
ト
Ϩ
ン

υ
を
キ
Ỿ
ッ
ν
Ξ
ッ
プ
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
զ
ʑ
の

お
٬
様
も
ま
た
ڝ、
૪
力
を
手
に
ೖ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
語
る
。

ま
た
、
ߤ
ւ
で
࢖
用
す
る
機
ث
の
ൢ
ച
・
保
क
੔
උ
を

手
ֻ
け
る
ࠤ
世
保
ߤ
ւ
ଌ
ث
社
は
、
２
０
１
̓
年
に
「
Φ

ー
シ
Ỿ
ン
テ
Ϋ
ϊ
ロ
δ
ー
ג
ࣜ
会
社
」
を
設
ཱ
、
೔
ʑ
の

ړ
֫
ྔ
や
ւ
ਫ
Թ
、
月
ྸ
、
໢
を
Լ
ろ
し
た
ւ
۠
の
൪
߸

な
ど
の
σ
ー
タ
を
ऩ
集
。
そ
の
೔
の
ւ
༸
ؾ
象
情
報
な
ど

を
ೖ
力
す
る
と
、
̖
̞
が
ړ
࿑
長
の
よ
う
に
ړ
֫
ྔ
や
໢

を
Լ
ろ
す
タ
イ
ϛ
ン
グ
な
ど
を
൑
அ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
ண
手
。
ਫ
産
業
が
๊
え
る
高
ྸ
Խ
や
後
継
者
ෆ
଍

な
ど
の
課
題
ղ
決
を
໨
ࢦ
す
。

広
が
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
波

福
Ԭ
で
࢝
ま
っ
た
Φ
ー
プ
ン
̖
̞
ラ
Ϙ
の
׆
ಈ
は
、
現

在
౦
ژ
で
は
ג
ࣜ
会
社
み
ͣ
΄
ϑ
ỹ
φ
ン
シ
Ỿ
ϧ
グ
ϧ
ー

プ
と
、
ま
た
ژ
都
で
は
ژ
都
信
用
金
ݿ
と
そ
れ
ͧ
れ
に
共

同
で
開
設
。
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
で
も
ま
た�

̖
̞
׆
用
の

೾
が
広
が�

ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
一
部
の
人
の

も
の
で
し
か
な
か
っ
た
「
人
޻
知
ೳ
」
と
い
う
最
先
端
の

テ
Ϋ
ϊ
ロ
δ
ー
が
、
ڊ
大
な
ࢿ
本
を
࣋
つ
企
業
以
外
の
、

し
か
も
地
方
か
ら
そ
れ
ͧ
れ
に
֦
が
ろ
う
と
す
る
こ
の
׆

ಈ
が
、
地
域
に
׆
ؾ
と
力
を
生
み
ग़
す
こ
と
を
ئ
っ
て
い

る
。 ◆◆◆

オープンAI ラボ京都キックオフの様子

いち早くAI を導入した佐賀県の福博印刷
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ං
後
銀
行
は
２
０
１
５
年
̓
月
、
地
方
創
生
の
実
現
を

支
援
す
る
た
め
に
「
地
域
ৼ
ڵ
部
」
を
ཱ
ち
上
げ
ま
し
た
。

ݝ
内
の
産
学
官
連
携
を
ਤ
り
、
೶
業
、
؍
ޫ
、
ま
ち
ͮ
く

り
を
中
心
と
し
た
地
域
׆
性
Խ
΁
の
取
り
組
み
を
実
ફ
し

て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
「
く
ま
も
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
」
の
設
立

２
０
１
̒
年
４
月
、
２
度
に
わ
た
り
਒
度
̓
を
؍
ଌ
し

た
۽
本
地
਒
が
発
生
。
༨
਒
は
４
ઍ
ճ
を
௒
え
、
長
ظ
に

౉
り
ݝ
内
経
済
に
Ө
ڹ
を
ٴ
ぼ
し
ま
し
た
。
ॅ
୐
ඃ
֐
は

20
万
ށ
と
な
り
、
ࠓ
も
な
お
２
・
２
万
人
の
方
が
Ծ
設
ॅ

୐
に
ೖ
ډ
し
て
い
ま
す
。
؍
ޫ
に
お
い
て
は
、
۽
本
৓
の

ੴ
֞
が
่
れ
ఱ
क
ֳ
が
大
き
く
ඃ
ࡂ
し
、
Ѩ
ો
に
通
͡
る

ج
װ
ಓ
࿏
は
౔
࠭
่
れ
に
よ
り
ः
அ
さ
れ
、
Ѩ
ો
大
ڮ
も

่
མ
し
ま
し
た
。
こ
の
結
Ռ
、
ݝ
内
༗
਺
の
؍
ޫ
地
で
あ

◆◆◆

る
Ѩ
ો
΁
の
॓
ധ
・
؍
ޫ
者
は
大
幅
に
ݮ
গ
し
ま
し
た
。

۽
本
ݝ
で
は
、਒
ࡂ
લ
の
۽
本
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、

以
લ
よ
り
も
ྑ
い
۽
本
に
෮
ڵ
す
る
た
め「
創
଄
的
෮
ڵ
」

を
キ
ー
ϫ
ー
υ
に
ಈ
き
࢝
め
ま
し
た
。

ං
後
銀
行
は
、
۽
本
ݝ
と
協
働
で
ݝ
内
の
؍
ޫ
ਪ
進
を

実
ફ
し
て
き
ま
し
た
が
、
਒
ࡂ
か
ら
の
創
଄
的
෮
ڵ
に
向
け

た
ಈ
き
を
加
଎
Խ
さ
せ
る
た
め
、
਒
ࡂ
発
生
か
ら
８
Χ
月
後

の
２
０
１
̒
年
ø2
月
に
「
ג
ࣜ
会
社
く
ま
も
と
̙
̢
̘
（
以

Լ
、̙
̢
̘
）」
を
۽
本
ݝ
と
の
共
同
ग़
ࢿ
で
設
ཱ
し
ま
し
た
。

̙
̢
̘
は
۽、
本
地
਒
か
ら
の
創
଄
的
෮
ڵ
を
໨
ࢦ
す
べ
く
、

؍
ޫ
の
࢘
ྩ
ౝ
と
し
て
、
۽
本
ݝ
の
「
৯
」
と
「
؍
ޫ
」
を

੝
り
上
げ
る
た
め
に
様
ʑ
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

体
ݧ
ܕ
の
Φ
プ
シ
ἀ
φ
ϧ
π
Ξ
ー
や
、
۽
本
ݝ
の
情
報
発
信

̬
̚
̗
サ
イ
ト
「
お
る
と
く
ま
も
と
」
の
ӡ
Ӧ
な
ど
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
̙
̢
̘
は
２
０
１
８
年
̏
月
に
地
域
連

携
̙
̢
（̤%

FTUJOBUJPO�.
BOBHFN

FOU�0
SHBOJ[BUJPO

）

の
中
で
།
一
の
ג
ࣜ
会
社
と
し
て
、
೔
本
൛
̙
̢
̤
に
認
ఆ

さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
内
の
観
光
推
進

̙
̢
̘
は
、
ݝ
内
の
॓
ധ
ࢪ
設
・
交
通
事
業
者
・
ҿ
৯

店
な
ど
の
؍
ޫ
関
連
事
業
者
を
ί
ー
σ
ỹ
ω
ー
ト
し
、
各

事
業
者
の
ऩ
ӹ
機
会
֦
大
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ओ
な

手
法
が
、
Ϗ
ッ
グ
σ
ー
タ
を
׆
用
し
た
ௐ
ࠪ
・
分
ੳ
・
マ

ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
機
ೳ
で
す
。
こ
の
機
ೳ
を
ۦ
࢖
し
、
ফ
අ

者
χ
ー
ζ
の
೺
Ѳ
や
地
域
課
題
を
ݟ
え
る
Խ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
۽
本
の
؍
ޫ
ৼ
ڵ
を
実
ફ
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
を
ண
地
ܕ
ཱྀ
行
঎
඼
と
組
み
合
わ
せ

た
企
ը
と
し
て
、
２
０
１
８
年
に
世
ք
จ
Խ
Ҩ
産
に
認
ఆ

さ
れ
た
ఱ
૲
⃻
௡
教
会
で
の
結
ࠗ
ࣜ
を
企
ը
・
ൢ
ച
し
て

い
ま
す
。
地
元
の
事
業
者
と
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
を
ܨ
げ
る
こ
と
で

̙
̢
̘
な
ら
で
は
の
ಛ
௃
的
な
ཱྀ
行
঎
඼
を
ల
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
۽
本
ݝ
の
魅
力
を
ݝ
内
外
΁
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ϕ
ン
ト
と
し
て
銀
行
と
共
催
で
「
く
ま
も
と
地
域
ৼ
ڵ
ϑ
ỻ

Ξ
」
を
開
催
க
し
ま
し
た
。
ݝ
内
外
か
ら
２
万
人
௒
の
དྷ

৔
が
あ
り
、
۽
本
の
ྺ
࢙
・
؍
ޫ
・
৯
の
魅
力
を
体
ݧ
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ݝ
内
に
お
け
る
様
ʑ
な

魅
力
を
̙
̢
̘
が
۷
り
ى
こ
し
て
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
̬
̚
̗
サ
イ
ト
「
お
る
と
く
ま
も
と
」
で
は
、

؍
ޫ
や
地
元
৯
材
の
情
報
を
̙
̢
̘
社
員
が
௚
઀
取
材
で

ه
事
に
し
、
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
同
サ
イ
ト
で
は
、

॓
ധ
ࢪ
設
の
予
໿
や
、ಛ
産
඼
の
̬
̚
̗
ൢ
ച
を
開
࢝
し
、

情
報
発
信
か
ら
予
໿
ま
で
ϫ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
ま
す
。

そ
の
ଞ
、
۽
本
ݝ
内
の
各
自
治
体
と
様
ʑ
な
事
業
で
連

携
し
て
お
り
、
民
間
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
؍
ޫ
ਪ
進

や
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
׆
用
を
ੵ
ۃ
的
に
実
ફ
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

۽
ຊ
ݝ

Ổ
地
域
連
携
̙
̢
̤
の
中
で
།
一
の
ג
ࣜ
会
社

�

「
く
ま
も
と
̙
̢
̘
」
Ổ

ԣ
ా
　
ݑ
࢘

ං
ޙ
銀
行
地
方
૑
ੜ
ઓ
ུ
室

創
଄
త
෮
ڵ
Λ
໨
ࢦ
し
ͯ

 
ủ
৯
Ứ
と
ủ
؍
ޫ
Ứ
Λ
੝
り
্
͛
Δ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化
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地
元
企
業
向
け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
支
援

๚
೔
外
ࠃ
人
向
け
の
サ
ー
Ϗ
ス
と
し
て
、
̙
̢
̘
は
۽

本
ݝ
よ
り
受
ୗ
を
受
け
ଟ
ݴ
語
ί
ー
ϧ
η
ン
タ
ー
を
ల
開

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
̕
年
に
۽
本
ݝ
で
は
ラ
グ
Ϗ
ー
ϫ

ー
ϧ
υ
Χ
ッ
プ
、
ঁ
ࢠ
ϋ
ン
υ
Ϙ
ー
ϧ
世
ք
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
ݝ。
内
の
؍
ޫ
業
を
は
͡
め
と
し
た
事
業
者
が
、

ւ
外
か
ら
の
お
٬
様
を
も
て
な
す
た
め
の
૭
ޱ
と
し
て
̙

̢
̘
を
׆
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
Մ
ೳ
で
す
。

ま
た
、
๚
೔
外
ࠃ
人
の
た
め
の
૯
合
サ
ー
Ϗ
ス
૭
ޱ
と

し
て
、
۽
本
市
中
心
部
に
「
π
Ξ
ー
プ
ラ
β
̠
̖
̢
̞

̩
̤
Ｒ
̞
」
を
２
０
１
８
年
̓
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
π

Ξ
ー
プ
ラ
β
を
ڌ
఺
に
Φ
プ
シ
ἀ
φ
ϧ
π
Ξ
ー
ൢ
ച
、
η
Ϩ

Ϋ
ト
シ
ἀ
ッ
プ
ӡ
Ӧ
、
手
ՙ
෺
༬
か
り
サ
ー
Ϗ
ス
、
ٴ
ͼ

タ
Ϋ
シ
ー
等
の
交
通
手
഑
サ
ー
Ϗ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

̙
̢
̘
は
、
۽
本
の
؍
ޫ
を
ਪ
進
す
る
̙
̢
̤
組
৫
と

し
て
、地
域
に
ࠜ
差
し
た
取
り
組
み
を
ੵ
ۃ
的
に
実
ફ
し
、

ݝ
内
に
お
け
る
؍
ޫ
情
報
ڌ
఺
と
し
て
の
機
ೳ
を
発
ش

し
、
地
域
׆
性
Խ
に
ܨ
げ
て
い
き
ま
す
。

熊
本
県
産
品
の
輸
出
拡
大
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

◆◆◆◆◆◆

۽
本
の
೶
ਫ
産
෺
༌
ग़
֦
大
と
イ
ン
ό
΢
ン
υ
༠
க
に

よ
る
؍
ޫ
ৼ
ڵ
に
向
け
、
ං
後
銀
行
は
２
０
１
̏
年
よ
り

ւ
外
市
৔
ௐ
ࠪ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
Ռ
、
世
ք
最
大

の
೔
本
೶
ਫ
産
෺
༌
ग़
先
、
か
つ
๚
೔
؍
ޫ
٬
਺
世
ք
ୈ

４
Ґ
で
あ
る
߳
ߓ
に
ண
໨
し
、
２
０
１
４
年
に
۽
本
ݝ
と

協
業
の
う
え
߳
ߓ
の
現
地
ௐ
ࠪ
を
行
い
、
２
０
１
５
年
に

は
リ
サ
ー
ν
強
Խ
を
໨
的
に
、
۽
本
ݝ
と
共
同
で
「
۽
本

߳
ߓ
事
຿
ॴ
」
を
設
ཱ
し
ま
し
た
。

۽
本
߳
ߓ
事
຿
ॴ
΁
೿
ݣ
し
た
行
員
が
、
２
０
１
５
年

よ
り
߳
ߓ
の
۽
本
ݝ
産
೶
ਫ
産
෺
の
受
け
ೖ
れ
ঢ়
گ
ௐ
ࠪ

や
現
地
ҿ
৯
・
খ
ച
市
৔
の
マ
ー
έ
テ
ỹ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
ա
ఔ
で
、
現
地
৯
඼
঎
社
̖
社
と
ग़
会
い
、

۽
本
ݝ
産
඼
༌
ग़
֦
大
ٴ
ͼ
۽
本
΁
の
؍
ޫ
༠
க
の
た
め

の
۽
本
Ｐ
Ｒ
機
ೳ
を
࣋
つ
খ
ച
店
や
ҿ
৯
店
等
ø0
छ
ྨ
の

事
業
Ϟ
σ
ϧ
を
ݕ
౼
し
ま
し
た
。

そ
の
結
Ռ
、
۽
本
Ξ
ン
テ
φ
シ
ἀ
ッ
プ
݉
೔
本
ྉ
理
店

が
、
࣋
続
Մ
ೳ
な
事
業
Ϟ
σ
ϧ
で
あ
る
と
の
൑
அ
に
至
り

ま
し
た
。
２
０
１
̒
年
、
̖
社
に
ҿ
৯
店
ӡ
Ӧ
会
社
を
ཱ

ち
上
げ
て
も
ら
い
、
ං
後
銀
行
ࢠ
会
社
が
ӡ
Ӧ
す
る
ϑ
Ỹ

ン
υ
が
ࢿ
本
ࢀ
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
１
̓
年
４
月

に「
割
๑
࿌
ҍ（
ろ
あ
ん
）」を
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
方
銀
行
が
ւ
外
で
の
ҿ
৯
業
຿
ӡ
Ӧ
に
携
わ
る
初
の
έ

ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

割
烹
櫓
杏
（
ろ
あ
ん
）

࿌
ҍ
は
、
߳
ߓ
を
代
ද
す
る
ൟ
՚
֗
「
ઑ
ࠫ
ᄇ
（
ν
ム

サ
ー
ν
ἀ
イ
）」
の
঎
業
Ϗ
ϧ
「
̸
̨
̦
̪
̖
Ｒ
̚
」
2ÿ

֊
に
１
０
０
௶
、
１
０
２
੮
の
店
を
ߏ
え
て
い
ま
す
。
۽

本
ݝ
内
の
೶
ਫ
産
事
業
者
・
৯
඼
事
業
者
か
ら
集
め
た
৯

材
、
ҿ
ྉ
、
ٴ
ͼ
ௐ
ຯ
ྉ
を
福
Ԭ
の
̗
社
（
̖
社
の
グ
ϧ

◆◆◆

ー
プ
会
社
）
経
༝
で
ຖ
೔
༌
ग़
し
、
࿌
ҍ
が
۽
本
ݝ
産
඼

の
࿨
৯
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
ฮ
で
提
供
す
る
ਫ
は
全

て
Ѩ
ો
の
ఱ
વ
ਫ
で
す
。
ϝ
χ
ỿ
ー
は
、
現
地
の
৯
จ
Խ

を
考
ྀ
し
、
ण
࢘
な
ど
の
࿨
৯
に
ು
ྉ
理
も
加
え
て
い
ま

す
。
۽
本
ग़
਎
の
ྉ
理
長
が
۽
本
の
生
産
者
の
إ
が
ݟ
え

る
೑
・
ڕ
・
໺
ࡊ
な
ど
を
࢖
っ
た
ඒ
ຯ
し
い
࿨
৯
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
߳
ߓ
の
皆
様
に
۽
本
৯
材
の
ૉ
੖
ら
し
さ

を
体
ײ
し
て�

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

店
内
で
は
߳
ߓ
１
０
０
万
υ
ϧ
の
໷
ܠ
を
ݟ
な
が
ら
৯

事
を
ָ
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
店
内
に
設
ஔ
さ
れ
た
̒
つ

の
σ
δ
タ
ϧ
サ
イ
ω
ー
δ
で
۽
本
の
産
地
情
報
や
؍
ޫ
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ଞ
、
۽
本
産
৯
材
や

加
޻
৯
඼
の
ల
ࣔ
ൢ
ച
ス
ϖ
ー
ス
、
঎
談
・
イ
ϕ
ン
ト
ス

ϖ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、
߳
ߓ
に
お
け
る
۽
本
の
情
報
発

信
ڌ
఺
と
し
て
の
役
割
を
Ռ
た
し
て
い
ま
す
。

実
績
と
今
後
の
展
望

開
業
か
ら
１
年
８
Χ
月
。
こ
れ
ま
で
࿌
ҍ
に
৯
材
ೲ
ೖ

し
た
۽
本
ݝ
内
事
業
者
は
ྦྷ
計
１
０
０
社
を
௒
え
、
࿌
ҍ

で
提
供
す
る
৯
材
の
þü
ˋ
が
۽
本
ݝ
産
඼
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
Ռ
、
۽
本
ݝ
か
ら
߳
ߓ
΁
の
೶
ਫ
産
෺
の
年

間
༌
ग़
ֹ
を
໿
１
割
ԡ
し
上
げ
ま
し
た
。

ࠓ
年
５
月
か
ら
࿌
ҍ
で
１
Χ
月
に
౉
り
開
催
し
た「
人
٢・

ٿ
ຏ
ϑ
ỻ
Ξ
」
で
は
、
同
地
۠
ಛ
産
「
ٿ
ຏ
ম
ய
」
と
地
元

৯
材
を
大
ʑ
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
同
ϑ
ỻ
Ξ
を
ܖ
機
に
߳
ߓ
大
手

ཱྀ
行
会
社
ø0
社
の
人
٢
ࢹ
࡯
を
༠
க
す
る
こ
と
で
؍
ޫ
׆

性
Խ
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
ࠓ
後
は
ݝ
内
自
治
体
と
の
協
業
に

よ
り
、
地
域
の
೶
産
෺
・
؍
ޫ
ϑ
ỻ
Ξ
を
ఆ
ظ
的
に
実
ࢪ
の

う
え
、
߳
ߓ
の
皆
様
に
۽
本
各
地
の
৯
材
と
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
を

ຬ
喫
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
ߏ
ங
し
て
ࢀ
り
ま
す
。

◆◆◆

香港で熊本PRを行う飲食店
「櫓杏（ろあん）」の店内

訪日外国人のための総合サービス窓口
「ツアープラザKAMITORI」内観

29 2019・1月号 地域づくり 特集編 2019・1月号地域づくり 特集編 28



特 集

と
」
で
あ
り
、地
方
を
何
と
か
元
ؾ
に
し
た
い
と
い
う
「
૝

い
」
で
あ
る
と
ײ
͡
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ϧ
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

本
ߘ
に
お
い
て
も
、「
ひ
と
」
と
「
૝
い
」
を
キ
ー
ϫ
ー

υ
に
࡭
ࢠ
で
取
り
上
げ
た
事
例
を
ز
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

観
光
振
興

○
海
外
か
ら
の
企
業
視
察
団
誘
致
に
よ
る
観
光
振
興
（
三

重
県
桑
名
市
／
百
五
銀
行
）

؍
ޫ
ৼ
ڵ
は
ଟ
く
の
関
連
産
業
΁
の
೾
ٴ
ޮ
Ռ
や
地
元

ޏ
用
の
創
ग़
が
ظ
待
さ
れ
る
た
め
、
各
地
に
お
い
て
、
఻

౷
・
จ
Խ
・
自
વ
な
ど
の
؍
ޫ
リ
ι
ー
ス
を
׆
用
し
た
様
ʑ

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
協
会
の
事
例
集
に

お
い
て
も
、
ྺ
࢙
的
ࢿ
ݯ
と
な
っ
て
い
る
ݹ
民
Ո
・
ொ
԰
・

࿝
ฮ
ཱྀ
ؗ
な
ど
を
׆
用
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
新
し
い
発
૝
で
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
を
発
۷
し
た

「
産
業
؍
ޫ
」
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

産
業
؍
ޫ
と
は
、
޻
৔
な
ど
の
産
業
ࢪ
設
や
ྺ
࢙
的
・

จ
Խ
的
Ձ
஋
の
あ
る
産
業
Ҩ
産
の
ࢹ
࡯
を
通
͡
て
、
も
の

ͮ
く
り
の
心
に
৮
れ
る
؍
ޫ
と
さ
れ
、
ۙ
年
、
イ
ン
ό
΢

ン
υ
ध
要
を
取
り
ࠐ
む
新
た
な
手
法
と
し
て
஫
໨
さ
れ
て

い
る
。

ࡾ
重
ݝ
܂
໊
市
は
ߐ、
ށ
時
代
か
ら
続
く
ர
෺
や
ຯ
઻
、

た
ま
り
ে
༉
な
ど
の
地
৔
産
業
の
΄
か
、
自
ಈ
ं
関
連
部

඼
、
ి
ࢠ
部
඼
ϝ
ー
Χ
ー
な
ど
ଟ
छ
ଟ
様
な
産
業
が
集
ੵ

し
て
お
り
、
市
内
の
自
ಈ
ं
部
඼
ϝ
ー
Χ
ー
に
は
Ξ
δ
Ξ

を
中
心
に
世
ք
各
ࠃ
か
ら
２
ઍ
人
を
௒
え
る
企
業
関
係
者

が
ࢹ
࡯
に
๚
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ࢹ
࡯
を
ऴ
え
る
と
す

͙
に
ଞ
の
大
都
市
に
Ҡ
ಈ
し
て
し
ま
う
た
め
、
地
元
経
済

「
地
域
が
࣋
つ
ࢿ
ݯ
を
׆
か
し
た
新
た
な
産
業
を
創
ग़

し
た
い
」「
地
方
の
魅
力
を
発
信
し
て
׆
発
な
交
ྲྀ
を
生

み
だ
し
た
い
」「
ނ
ڷ
の
๛
か
な
生
׆
と
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ

を
क
り
た
い
」。
ৗ
೔
ࠒ
か
ら
当
協
会
の
会
員
で
あ
る
全

ࠃ
の
地
方
銀
行
と
઀
఺
を
も
っ
て
い
る
者
の
᩾
ር
໨
か
も

し
れ
な
い
が
、
地
方
銀
行
以
上
に
「
地
域
」
を
意
識
し
た

業
छ
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
経
済
の
発
ల
な
く
し

て
地
方
銀
行
の
੒
長
は
な
く
、
金
融
஥
介
機
ೳ
の
発
ش
に

よ
る
地
域
経
済
׆
性
Խ
΁
の
ߩ
ݙ
は
社
会
的
࢖
໋
で
あ
る

と
の
各
行
の
思
い
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ै
དྷ
、
地
方
銀
行
は
地
域
ີ
ண
ܕ
金
融
（
リ
Ϩ
ー
シ
ἀ

ン
シ
ッ
プ
ό
ン
キ
ン
グ
）
の
؍
఺
か
ら
、
地
域
ॅ
民
や
地

元
企
業
な
ど
の
取
Ҿ
先
に
د
り
ఴ
い
、
金
融
サ
ー
Ϗ
ス
に

限
ら
ͣ
、
ί
ン
サ
ϧ
テ
ỹ
ン
グ
、
Ϗ
δ
ω
ス
マ
ッ
ν
ン
グ

と
い
っ
た
ι
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
提
供
な
ど
の
様
ʑ
な
取
り
組

み
を
実
ફ
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
૯
合
戦
ུ
」
が
２
０
１
４
年
ø2
月
に
ֳ
ٞ
決
ఆ

さ
れ
て
以
降
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
地
方
൛
૯
合
戦
ུ

ࡦ
ఆ
や
同
戦
ུ
に
ج
ͮ
く
ݸ
ผ
事
業
΁
の
関
与
を
通
͡

て
、
自
治
体
と
連
携
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
加
଎

さ
せ
て
い
る
。
地
方
銀
行
が
地
方
൛
૯
合
戦
ུ
の
ࡦ
ఆ
に

関
与
し
た
自
治
体
਺
は
Ԇ
べ
１
̏
０
０
、
ࢿ
金
面
・
人
材

面
の
支
援
を
実
ࢪ
し
た
ݸ
ผ
事
業
は
̓
̓
４
に
上
る
。

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
は
、
各
自
治
体
は
も
と
よ

り
、
地
元
の
企
業
、
ॅ
民
、
大
学
な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー
Ϋ

ϗ
ϧ
ダ
ー
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
؊
要
で
あ
る
。
当
協

会
は
、
本
年
５
月
、
地
方
創
生
に
携
わ
る
各
方
面
の
方
ʑ

の
ࢀ
考
に
供
す
べ
く
、「
؍
ޫ
ৼ
ڵ
」「
ެ
共
ࢪ
設
利
׆
用
」

「
೶
業
׆
性
Խ
」「
Ҡ
ॅ
ఆ
ॅ
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
地
方
銀
行
と
各
自
治
体
等
が
連
携
し
た
ಛ
௃
的
な
20

の
事
例
を
ま
と
め
た
࡭
ࢠ
「
૝
い
が
ಈ
か
す
地
方
創
生
」

を
発
行
し
た
。
こ
の
࡭
ࢠ
の
࡞
੒
に
あ
た
り
、
実
際
に
地

方
銀
行
の
担
当
者
と
各
地
を
๚
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ଟ

く
の
話
を
お
࢕
い
す
る
中
で
、
地
方
創
生
の
ݯ
ઘ
は
、「
ひ

金
融
機
関
と
地
域
活
性
化

Ổ
銀
行
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
で

�
地
域
の
「
ひ
と
」
と
「
૝
い
」
を
つ
な
͙
Ổ

地
方
銀
行
と
自
治
体
が
連
携
し
た

 

地
方
創
生
の
取
り
組
み

諌
山
　
信
彦

一
般
社
団
法
人
全
国
地
方
銀
行
協
会
業
務
部�

公
務
室
長
兼
部
長
代
理
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΁
の
೾
ٴ
ޮ
Ռ
が
全
く
な
い
ঢ়
گ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」
ঢ়
گ
に
ি
ܸ
を
受
け
た
と

い
う
同
市
の
産
業
ৼ
ڵ
部
؍
ޫ
จ
Խ
課
の
担
当
者
が
、
外

ࠃ
人
ࢹ
࡯
ஂ
の
଺
在
時
間
を
で
き
る
だ
け
Ԇ
ば
し
、
॓
ധ

や
ҿ
৯
・
買
い
෺
な
ど
の
ফ
අ
に
ܨ
げ
る
べ
く
ཱ
案
し
た

の
が
「
産
業
؍
ޫ
π
Ξ
ー
」
で
あ
る
。
市
内
に
ڌ
఺
を
ஔ

く
民
間
事
業
者
に
自
ら
଍
を
ӡ
ͼ
、
地
元
の
ඦ
ޒ
銀
行
や

੡
଄
業
な
ど
̕
社
・
ஂ
体
の
協
力
の
も
と
産
業
؍
ޫ
の
実

現
を
໨
ࢦ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ࢹ
࡯
ஂ
の
χ
ー
ζ
に
Ԡ
͡

て
１
೔
ί
ー
ス
や
１
ധ
２
೔
ί
ー
ス
を
組
੒
し
、
市
内
の

ҿ
৯
店
や
ϗ
テ
ϧ
を
ੵ
ۃ
的
に
案
内
す
る
こ
と
で
、
実
際

の
؍
ޫ
ফ
අ
に
ܨ
げ
て
い
る
。

ࢹ
࡯
先
の
一
つ
と
な
っ
た
ඦ
ޒ
銀
行
の
担
当
者
は
、
ւ

外
か
ら
の
ࢹ
࡯
ஂ
が
銀
行
の
支
店
に
ڵ
ຯ
が
あ
る
の
か
と

൒
信
൒
ٙ
だ
っ
た
が
、
実
際
に
ݟ
学
し
て
も
ら
う
と
、
同

行
の
ސ
٬
サ
ー
Ϗ
ス
の
考
え
方
や
૭
ޱ
業
຿
の
վ
ળ
׆
ಈ

な
ど
に
ڵ
ຯ
深
ʑ
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
事
例
の
よ
う
な
産
業
؍
ޫ
事
業
は
、
元
ؾ
に
׆
༂
す

る
企
業
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
が
ٯ、
に
ݴ
う
と
、

「
魅
力
あ
る
地
元
企
業
は
ཱ
೿
な
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
に
な
る
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
共
施
設
利
活
用

○
廃
校
を
活
用
し
た
新
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
県
南
房
総
市
／
千
葉
銀
行
）

จ
部
Պ
学
ল
の
「
ഇ
校
ࢪ
設
׆
用
ঢ়
گ
実
ଶ
ௐ
ࠪ
」
に

よ
る
と
、
গ
ࢠ
Խ
に
よ
る
人
ޱ
ݮ
গ
な
ど
の
Ө
ڹ
で
、
ຖ

年
４
０
０
を
௒
え
る
ެ
ཱ
学
校
が
ഇ
校
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
໿
̏
割
が
׆
用
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
本
事
例
は
、
੯
し
ま
れ
つ

つ
ഇ
校
と
な
っ
た
ઍ
༿
ݝ
ೆ
๪

૯
市
の
چ
長
ඌ
খ
学
校
を
ଟ
໨

的
の
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ
η
ン
タ
ー

と
し
て
׆
用
し
、
地
域
の
交
ྲྀ

人
ޱ
を
૿
や
そ
う
と
す
る
取
リ

組
み
で
あ
る
。

໦
଄
の
چ
校
ࣷ
は
リ
ϊ
ϕ
ー

シ
ἀ
ン
に
よ
り
、
シ
ỻ
Ξ
Φ

ϑ
ỹ
ス
、
॓
ധ
ࢪ
設
、
Ϩ
ス
ト

ラ
ン
と
な
り
、
چ
校
ఉ
に
は
ࡊ

Ԃ
෇
の
「
খ
԰
」
が
ฒ
Ϳ
。
ฏ

೔
は
都
会
で
働
き
、
ि
຤
は
߫

外
の
೶
Ԃ
で
ա
ご
す
。
Ϥ
ー

ロ
ッ
ύ
の
市
民
೶
Ԃ
ӡ
ಈ
を
ί
ン
η
プ
ト
と
し
た「
খ
԰
」

は
１
۠
ը
̏
５
０
万
円
（
ࢪ
設
੔
උ
අ
ࠐ
⽅
２
０
１
８
年

øø
月
現
在
）
で
ߪ
ೖ
Մ
ೳ
。
同
校
の
あ
る
ന
඿
地
۠
に
ち

な
ん
で
「
シ
ラ
ϋ
マ
校
ࣷ
」
と
໊
෇
け
ら
れ
て
い
る
。
ೆ

๪
૯
市
が
ഇ
校
の
׆
用
案
を
ެ
ื
し
、
地
元
に
Ҡ
ॅ
し
て

い
た
ى
業
Ո
で
あ
る
ଟ
田
๎
࿨
氏
（
合
同
会
社
「
̬
̤
̪

̡
̙
」
代
ද
）
が
手
を
ڍ
げ
た
こ
と
で
実
現
し
た
。

ೆ
๪
૯
市
の
担
当
者
は
、「
ま
ͣ
は
؍
ޫ
で
๚
れ
て
も

ら
い
、
ؾ
に
ೖ
っ
た
ら
ٳ
೔
の
み
ೆ
๪
૯
で
ա
ご
し
て
も

ら
う
。
ೋ
地
域
ډ
ॅ
の
中
で
こ
の
౔
地
に
฻
ら
し
た
い
と

思
っ
た
ら
Ҡ
ॅ
を
決
அ
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
っ
た
Ҡ
ॅ

を
ࢹ
໺
に
ೖ
れ
た
ڌ
఺
と
し
て
の
役
割
に
ظ
待
し
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

本
案
݅
は
ઍ
༿
銀
行
の
支
援
の
も
と
で
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
同
行
は
「
地
方
創
生
融
ࢿ
制
度
」
に
よ
る
ࢿ
金

支
援
に
加
え
、
事
業
計
ը
の
ࡦ
ఆ
支
援
、
市
の
担
当
者
と

の
細
か
な
ௐ
੔
の
ڮ
౉
し
、
地
元
の
ϗ
テ
ϧ
・
ཱྀ
ؗ
と
の

観光振興（三重県桑名市／百五銀行）
海外からの企業誘致視察団による観光振興。桑名市役所における視察の模様

公共施設利活用（千葉県南房総市／千葉銀行）
廃校を活用したコミュニティセンター。レストランのテーブルは図
工室の作業台をリメイク

特 集
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連
携
に
関
す
る
マ
ッ
ν
ン
グ
な
ど
、
地
域
全
体
を
マ
ー

έ
ッ
ト
と
ଊ
え
た
ࢹ
఺
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

市
の
ظ
待
や
、
地
方
銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
本
格
的
に

ಈ
き
ग़
し
た
案
݅
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
発
案
者
で
あ
る

ଟ
田
氏
の
意
ཉ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
も
と
も
と
内

૷
関
係
の
仕
事
の
経
ݧ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
Ϩ
ス
ト
ラ

ン
や
ή
ス
ト
ϧ
ー
ム
の
内
૷
な
ど
Մ
ೳ
な
も
の
は
全
て
自

਎
で
手
ֻ
け
、
๚
問
し
た
時
も
、
ਫ
ճ
り
の
੔
උ
の
最
中

で
あ
っ
た
。
ক
དྷ
的
な
ల
望
を
࢕
う
と
、「
地
元
産
の
ϫ
イ

ン
が
つ
く
り
た
く
て
෤
ಒ
の
࠿
ഓ
を
࢝
め
た
」
と
か
、「
Ϩ

ス
ト
ラ
ン
で
本
格
的
な
δ
Ϗ
Τ
を
提
供
し
た
く
て
ྌ
ॐ
໔

ڐ
を
取
得
し
た
」
な
ど
、
そ
の
๛
か
な
発
૝
と
行
ಈ
力
に

ڻ
か
さ
れ
る
。
ഇ
校
の
׆
用
で
ۤ
࿑
し
た
఺
は
と
聞
く
と
、

「
খ
学
校
੻
地
で
あ
り
、
も
と
も
と
人
が
集
ま
る
こ
と
を

લ
提
と
し
た
৔
ॴ
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
時
ආ
೉
৔
ॴ
で

も
あ
る
の
で
、
҆
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
」「
మ
ے
で

は
な
く
໦
଄
な
の
で
、
޻
෉
࣍
ୈ
で
Ψ
ラ
ッ
と
σ
β
イ
ン

を
ม
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
چ
校
ࣷ
の
面
Ө
を
࢒
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
の
લ
向
き
な
ճ
答
が
返
っ
て
き
た
。
ഇ

校
の
利
׆
用
を
ݕ
౼
し
て
い
る
各
自
治
体
の
ご
担
当
者
に

と
っ
て
、
大
い
に
ࢀ
考
と
な
る
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
業
活
性
化

○
中
山
間
地
な
ら
で
は
の
農
産
物
を
活
用
し
た
事
業
創
出

（
新
潟
県
阿
賀
町
／
第
四
銀
行
）

๛
か
な
自
વ
と
෩
౔
が
生
み
ग़
す
೶
産
෺
は
地
域
ॅ
民

の
ތ
り
で
あ
り
、
೶
業
׆
性
Խ
に
よ
る
地
方
創
生
に
向
け

て
、
̞
̘
̩
等
を
׆
用
し
た
ス
マ
ー
ト
೶
業
や
̒
࣍
産
業

Խ
の
ਪ
進
な
ど
、
各
地
で
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
中
ࢁ
間
地
域
は
、
೶

ྛ
ਫ
産
ল
の
ਪ
計
に
よ
る
と
、
զ
が
ࠃ
の
人
ޱ
の
１
割
が

ډ
ॅ
し
ߞ、
地
面
ੵ
と
೶
業
生
産
ֹ
の
４
割
を
઎
め
る
が
、

܏
ࣼ
地
が
ଟ
く
、
ะ
৔
の
大
۠
ը
Խ
や
大
ܕ
೶
業
機
ց
の

ಋ
ೖ
が
༰
қ
で
な
い
な
ど
、
ฏ
地
に
ൺ
べ
Ӧ
೶
৚
݅
が
ෆ

利
な
ঢ়
گ
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
ࢁ
間
地

の
σ
ϝ
リ
ッ
ト
を
ϝ
リ
ッ
ト
に
ม
え
よ
う
と
い
う
事
例
を

紹
介
し
た
い
。

新
ׁ
ݝ
Ѩ
լ
ொ
で
ࠇ
ถ
の
࠿
ഓ
・
加
޻
・
ൢ
ച
を
手
ֻ

け
る
Ԟ
Ѩ
լ
創
生
事
業
ג
ࣜ
会
社
の
代
ද
取
క
役
で
あ
る

ࢁ
ޱ
ݿ
幸
氏
は
、
ଞ
ݝ
で
Τ
ン
δ
χ
Ξ
と
し
て
働
い
た
後

に
同
ொ
に
戻
っ
た
際
、
ߞ
࡞
์
غ
地
が
૿
え
ࢁ
ྛ
ߥ
ഇ
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
༕
い
て
、
な
ん
と
か
地
元
を
׆
性
Խ

で
き
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
ࠇ
ถ
を
׆
用
し
た
事
業
を

૝
ى
し
た
と
い
う
。
ࢁ
ޱ
氏
に
よ
る
と
、
ࠇ
ถ
は
ӫ
ཆ
Ձ

が
高
く
、
݈
߁
志
向
の
ফ
අ
者
の
関
心
も
高
い
が
、
ࠇ
ถ

を
ฏ
地
で
࠿
ഓ
す
る
と
प
ғ
の
ന
ถ
と
受
ค
し
て
し
ま
い

७
度
が
Լ
が
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
Ѩ
լ
ொ
の
田
ะ
は
ࢁ

間
部
に
あ
る
た
め
、
ന
ถ
と
の
交
ࡶ
の
心
഑
が
な
く
、
७

度
の
高
い
៉
ྷ
な
ࠇ
ถ
に
な
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
中
ࢁ

間
地
の
σ
ϝ
リ
ッ
ト
を
ϝ
リ
ッ
ト
に
ม
え
る
発
૝
で
あ
る
。

ى
業
の
き
っ
か
け
は
、
ୈ
࢛
銀
行
と
大
手
ඦ
՟
店
が
共

催
す
る
Ϗ
δ
ω
ス
Ξ
イ
σ
Ξ
ί
ン
テ
ス
ト
に
Ԡ
ื
し
、
優

ल
৆
を
受
৆
し
た
こ
と
。
そ
れ
以
降
、
ඦ
՟
店
か
ら
঎
඼

の
取
り
ѻ
い
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
大
き
な
൓
ڹ
が
あ
っ

た
と
い
う
。
ୈ
࢛
銀
行
は
、
ى
業
に
向
け
て
の
事
業
計
ը

ࡦ
ఆ
や
、
ϑ
Ỹ
ン
υ
に
よ
る
ग़
ࢿ
で
支
援
。
ى
業
後
も
ఆ

ظ
的
な
経
Ӧ
面
の
Ξ
υ
ό
イ
ス
を
ૹ
る
。
Ѩ
լ
ொ
も
、
同

社
の
ࠇ
ถ
を
࢖
っ
た
঎
඼
を
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
返
ྱ
඼
に

採
用
す
る
΄
か
、
地
元
ৼ
ڵ
ެ
社
に
よ
る
加
޻
඼
੡
଄
受

ୗ
等
で
サ
ポ
ー
ト
。
一
度
、
地
元
を
཭
れ
た
か
ら
こ
そ
ؾ

෇
く
ٯ
స
の
発
૝
を
、自
治
体
と
地
方
銀
行
が
支
援
す
る
、

ま
さ
に
地
方
創
生
と
い
っ
た
事
例
で
あ
る
。

移
住
定
住

○
新
た
な
奨
学
金
制
度
に
よ
る
学
生
支
援
で
地
元
雇
用
を

創
出
（
青
森
県
む
つ
市
／
青
森
銀
行
）

自
治
体
の
担
当
者
や
企
業
経
Ӧ
者
か
ら
、
進
学
で
地
元

を
཭
れ
た
若
者
を
ݺ
ͼ
戻
し
た
い
と
の
声
を
よ
く
ࣖ
に
す

る
。地
元
就
職
΁
の
思
い
は
学
生
も
同
様
の
よ
う
で
あ
り
、

あ
る
大
手
就
職
サ
イ
ト
ӡ
Ӧ
会
社
が
大
学
・
大
学
Ӄ
卒
業

ݟ
ࠐ
み
の
学
生
を
対
象
に
ௐ
ࠪ
し
た
と
こ
ろ
、
໿
８
割
の

学
生
が
地
元
就
職
を
গ
な
か
ら
ͣ
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
༝
と
し
て
「
྆
਌
や
਌
ੰ
の
ۙ

く
で
働
き
た
い
」「
地
元
の
෩
౔
が
޷
き
だ
か
ら
」
が
上

Ґ
を
઎
め
て
い
る
。

農業活性化（新潟県阿賀町／第四銀行）
黒米・山菜を使った食事
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金融機関と地域活性化

北海道苫小牧市（p６-７）
苫小牧信用金庫本店敷地内に設置した縁結びの鈴と祠
1

●3

●1
●2

●5 ●4

岩手県西和賀町（p10-11）
官民一体で商品開発の打ち合わせ
3

静岡県（p14-15）
「しずおかキッズアカデミー」で親子でお茶摘み体験！お茶講座
も受けました

5
岐阜県高山市（p16-17）

移動販売車でのさるぼぼコイン決済の様子
6

千葉県（p12-13）
空き公共施設視察ツアー
4

北海道（p８-９）
2018.11.5 学校法人日本体育大学等との連携協定締結式の様子
2

本
事
例
は
、そ
ん
な
学
生
の
地
元
就
職
を
支
援
す
べ
く
、

む
つ
市
の
中
核
的
企
業
５
社
と
青
森
銀
行
が
提
携
し
、
地

域
外
に
進
学
し
た
人
が
地
元
に
戻
っ
て
き
た
際
に
奨
学
金

を
支
給
す
る
「
お
か
え
り
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

本
制
度
は
、
①
域
外
の
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
は
卒

業
後
に
就
職
を
希
望
す
る
地
元
企
業
を
予
め
決
め
て
お
く

②
青
森
銀
行
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
進
学
③
地
元
企

業
は
学
生
が
卒
業
後
に
自
社
に
就
職
し
た
際
に
教
育
ロ
ー

ン
の
元
金
分
を
支
給
④
金
利
分
は
在
学
中
に
同
社
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
た
時
の
給
与
で
補
填
す
る
、
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。

む
つ
市
に
は
高
等
教
育
機
関
が
な
く
、
高
校
卒
業
生
の

８
割
以
上
が
地
域
外
に
進
学
す
る
た
め
、
若
い
世
代
に
ど

う
や
っ
て
地
元
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
同
制
度
の
発
案
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
み
ち

の
く
福
祉
会
の
内
田
大
輔
理
事
長
に
経
緯
を
聞
く
と
、「
高

校
の
後
輩
で
あ
る
大
学
生
に
地
元
に
戻
っ
て
こ
な
い
か
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
『
地
元
就
職
だ
と
奨
学
金
が
返
せ
な
い
』

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
発
端
」で
あ
る
と
い
う
。

大
都
市
と
地
方
で
初
任
給
や
待
遇
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
奨
学
金
返
済
は
、
地
元
就
職
の
促
進
に
向
け

た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

内
田
氏
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
意
識
と
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
考
え
て
い
た
奨
学
金
の
支
援
に
つ
い
て
青
森
銀
行
の

支
店
長
に
相
談
し
、
以
降
、
同
行
本
部
担
当
者
も
交
え
て

具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
の
詳
細
を
詰
め
、
制
度
実
現
に
至
っ

た
。
な
お
、
青
森
銀
行
が
同
制
度
で
提
供
す
る
教
育
ロ
ー

ン
は
、
最
優
遇
金
利
を
適
用
し
、
年
間
60
万
円
が
上
限
で

あ
り
、
大
学
在
学
４
年
間
だ
と
合
計
２
４
０
万
円
と
な
る

（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。予
め
就
職
先
を
決
め
て
お
き
、

必
要
な
知
識
を
習
得
し
て
き
た
学
生
を
即
戦
力
の
リ
ー

ダ
ー
候
補
と
し
て
採
用
で
き
る
こ
と
等
を
勘

案
す
る
と
、
内
田
氏
は
企
業
の
負
担
は
決
し

て
大
き
く
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
む

つ
市
も
連
携
に
加
わ
り
、
制
度
Ｐ
Ｒ
等
に
一

役
買
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
く
人
材
の
確
保

は
官
民
共
通
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
民
間

企
業
・
金
融
機
関
の
取
り
組
み
を
、
で
き
る

限
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

あ
る
。

内
田
氏
に
、
地
元
企
業
に
お
け
る
人
材
確

保
の
話
を
聞
く
と
、
な
ぜ
若
い
人
材
が
必
要

か
、
若
い
人
が
人
生
を
か
け
て
就
職
す
る
会
社
と
し
て
の

魅
力
は
何
か
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
企
業
が
し
っ
か
り
発

信
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
本
当
に
熱
く
語
ら
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
思
い
を
自
治
体
と
地
元
金
融
機
関
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
結
実
さ
せ
る
。
産
官
金
連
携
の

お
手
本
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
紙
面
の
関
係
か
ら
４
事
例
の
み
の
紹
介
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
事
例
集
に
は
全
20
の
事
例
を
掲
載
し
て

い
る
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
地
方
銀
行
が

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
」
と
い
っ
た
お
声
も
頂
戴
し
て
お
り
、
私
ど
も
と

し
て
も
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

本
事
例
集
に
ご
関
心
の
向
き
は
、
ぜ
ひ
当
協
会
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
当
協
会
は
、
会
員
銀
行
の
担
当

者
を
対
象
に
、
地
方
創
生
に
関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
の
研

修
・
勉
強
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。
私
ど
も
の
取

り
組
み
が
、
各
地
で
熱
い
思
い
を
も
っ
て
地
方
創
生
を
志

向
す
る
皆
様
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

移住定住（青森県むつ市／青森銀行）地元企業５社とむつ市、青森銀行が連携
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